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ご使用の前に 

參ご使用の際は、必ず 「マニュアル」をよ くお読みのうえ、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点をいつでも解決できるように、すぐに取り出して見られる場所に保管 
してください。 


安全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意味は次のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


ZL 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能 
性が想定される内容を示しています。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取り扱いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


❶ 

必ず行う事項（指示、行為）を示しています。 

€ 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










警告 

013 

煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、カスタマーサービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーサービスセンター への 連絡方法は、『サボー 
卜•サービスのご案内』をご覧ください。 

お客様による修理は危険ですから絶対にしないでください。 

03 

マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。 

けがや感電 • 火災の原因となります。 

0 


電源は、交流1 00V 以外では使用しないでください。 

交流10 0V 以外の電源を使うと、感電 • 火災の原因となります。 

0® 

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 


通風孔など開口部から内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
たりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

03 

異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、カスタマーサービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーサービスセンター への 連絡方法は、『サボー 
卜•サービスのご案内』をご覧ください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電 • 火災の原因となります。 

電源コードを取り扱う際は、次の点を守ってください。 

• 電源コードを加工しない。 

•無理に曲げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

• 電源コードの上に重いものを載せない。 

-発熱器具の近くに配線しない。 

電源コードが破損したら、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンター への 連絡方法は、『サボート•サービスのご案内』をご覧く 
ださい。 

0 

| 

0 

尊 

電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、火災の原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100V)から電源を直接取ってください。 

C 


電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

• 電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

• 電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントから抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
ください。 

























ZL 警告 

0 


本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱しないでください。 

破裂などで火傷の原因となります。 

0 

1 

M 

バッテリパックの端子をシヨートさせないでください。 

火傷の原因となります。 

0 


付属の AC アダプタやバッテリパックの分解や改造をしないでください。 

また、本機には、指定の AC アダプタやバッテリパック以外は使用しないでください。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定以外の AC アダプタやバッテリパック、または分解、改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除く）は、安全性や製品に関する保証はで 
ぎません。 

為^"" 



G 圍 

小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

編 

バッテリパックは、落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

0 


? ] 

屯 

バッテリパックは指定されている以外の充電方法で充電しないでください。 

発熱、発火や液漏れによる被害の原因となります。 

0H 

雷が鳴りだしたら、電源ブラグをさわらないでください。 

感電の原因となります。 

〇 

£] 

航空機や病院など、使用を禁止された区域では本機の電源を切るか電波を停止して 
ください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動的に電源が 
入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を切ってください。 

OBI 

植込み型心臓べースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合に、無 
線 LAN 機能をご使用になるときは、装着部から本機を 22cm 以上離して使用して 
ください。 

電波により植込み型心臓べースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を与 
える場合があります。 
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警告 

o 


医療機関の屋内で無線 LAN 機能をご使用になる場合は、次のことを守ってくださ 
い0 

• 手術室、集中治療室 （ ICU )、 冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込 
まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

• □ビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電 
波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を 
切ってください。 

OFS 

自宅療養など医療機関以外で、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動 
器を使用する場合に、無線 LAN 機能をご使用になるときは、電波の影響について個 
別に医用電気機器メーカーなどにご確認ください。 

0 

翁 

パ EE 

無線 LAN 機能をご使用になる場合は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の 
近くでは使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 
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/ K 注意 

S ) 圓 

小さなお子様の手の届くところには設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

Q 

觀 

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電_火災の危険があります。 

0 Hi 

本機の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の危険があります。 

設置する際は、次の点を守ってください。 

•押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅうたんや布団の上には設置しない。 

• 毛布やテーブルク□スのような布をかけない。 

€ 

連休や旅行等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコン 
セントから抜き、コンピュータ本体からバッテリパックを取り外してください。 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 

€ 

本機を移動させる場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、すべて 
の配線を外したことを確認してから行ってください。 

0 

? 

眘 

付属の AC アダプタやノ（ッテリパックは、本機以外には使用しないでください。 

火傷*火災の危険があります。 

0 W 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないでください。 

低温火傷の原因になります。 

0 

司 

AC アダプタを毛布や布団で覆わないでください。 

火傷 • 火災の危険があります。 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

火傷*火災の危険があります。 
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/5\注意 

❶ 1 

imnSm 

3 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量により聴覚障害の原因とな 
ります。 

0 

齣 

長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腱鞘炎などの原因となります。 

0 \M 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめたり、触っ 
たりしないでください。 

火傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が皮膚に付着したり、目に入った場合は流水で十分に洗い、医師に相談 
してください。 

❶ 

- 1 

] 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正しい処理をしてください。 

液晶ディスプレイに使用している蛍光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱くなり、低温火傷の原因となります。 

0 


パームレストやキ_ボ_ドに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 

〇圆 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形補修したメディアは使用しないでください。 
内部で飛び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりする危険があり 
ます。 
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I 製品保護主の注意 


►使用 • 保管時の注意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取り扱ってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC . アダプタやバッテリパックなどの同梱品に適用 
されます。 



温度が高すぎる所や、低すぎる所には 
置かないでください。また、急激な温 
度変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は 10° C 〜351：です。 



不安定な所には設置しないでください。 
落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、本機が壊れ、故障することがあ 
ります。 



湿度が商すぎる所や、低すぎる所には 

f 

a 6A i 80X 

置かないでください。 

^ 20% 

故障、誤動作の原因になります。適切 



な湿度の目安は20%〜80%です。 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無理な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる所や、発熱器具（暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温•多湿となる所には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 

また、直射日光などの紫外線は、変色 
の原因になります。 


^ T 1 本機の汚れを取るときは、ベンジン、 
1 ^^シンナーなどの溶剤を使わないでくだ 
さい。変色や変形の可能性がありま 
す。柔らかい布に中性洗剤を適度に染 
み込ませて、軽く拭き取ってくださ 

い。 



アレビ やフジオ、磁石など、磁界を発 



生するものの近くに置かないでくださ 



い。本機の誤動作が生じたり、デー 


r \< >7 ' 

夕が破壊されることがあります。逆 


に、本機の影響でテレビやラジオに雑 
音が入ることもあります。 


遠隔地に輸送するときや保管するとき 
は、裸のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどからコン 
ピュータを守るため、専用の梱包箱に 
入れてください。 


3 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など） （ つ ws を置か 
ないでください。バッテリパックの状 
態により、電源コードが抜けると、そ 


れま での 作業デ ー タが メモリ 上から消 


えることがあります。 


•〜 \し 

— 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
リパックを本機にセットしたままにし 
ないでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因になります。 




本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けないでください。 

LCD やパックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 
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他の機械の振動が伝わる所など、振動 
しがちな場所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 


本機を落としたり、ぶつけるなど、 
ショックを与えないでください。持ち 
運ぶときは、バッグに入れるなどして 
シヨックから守るようにしてくださ 
い。 



AC アダフタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因となり 
ます。 

A 


本機の LCD ユニット （液晶デ イス プレ 
イ部）を開けた状態で 、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 





AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破壊しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールべ 
ンなど）を挟んだまま、 LCD ユニット 
(液晶ディスプレイ部）を閉じないで 
ください。 


►記録メディア 

以下のような取り扱いをすると、次の記録メディアに登録されたデータが破壊されるおそれがありま 


す。 

記録メディアの種類は、次のとおりです。 


I3H FD 

raa 光ディスクメディア 


關 メモリカード 


記録メディアの種類を指定していない場合は、すべての記録メディアに該当します。 


直射日光が当たる所、発熱器具の近く 
など、高温 • 多湿となる場所には置か 
ないでください。 


^三^上に物を載せないでください。 






アクセスランプ点灯中は、記録メディ 
アを取り出したり、本機の電源を切つ 
たり、再起動したりしないでくださ 

い。 



使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 




ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 



ゴミやホコリの多いところでは使用し 
ないでください。また、そのような場 
所に記録メディアを保管しないでくだ 
さい。 
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クリップで挟む、折り曲げるなど、無 
理な力をかけないでください。 

% 


磁性面あるいは金属端子にホコリや水 
を付けないでください。シンナーやア 
ルコールなどの溶剤顔を近づけないで 
ください。 


第 



133 WH 


アクセスカバーを開けたり、磁面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

133 [J0 

テレビやラジオ、磁石など、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 

1381 


\] ^ -p 1 

-99- 

^― — 7 ^ 

何度も読み書きした FD は使わないで 


ください。 


H 

磨耗した FD を使うと、読み書きでェ 
ラーが生じることがあります。 

め 


iaa 


信号面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコ ー ド や レンズ用のク リーナーなど 
は使わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リーナーを使ってください。 




信号面（文字などが印刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 

rag 


® 

光ゲイスクドフイブのァ'一夕読み取り 
レンズをクリーニングする CD は使わ 
ないでください。 

€ 

クリーナ CD 

PB 1 


レコード のように回転させて拭かない 
でください。 

内側から外側に向かって拭いてくださ 
ぃ〇 



© 


シールを 貼らないでください。 




温度差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

rag 
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無線 LAN 使用時における 

セキユリテイに関する注意 (無線 LAN 搭載時のみ) 


お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所 
に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問 
題が発生する可能性があります。 

* 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

. ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
• メールの 内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

. 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

• 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

. コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントは、これらの問題に対応するため 
のセキュリテイの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリテイに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施 
されていない場合があります。 

したがって、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
のセキ ュリ ティに関するすべての設定を マニュアルに 従って行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られること 
もあり得ますので、ご理解の上、ご使用ください。 
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※セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情 
によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって 
生じた損害に対する責任を負いかねます。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合 
わせください。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十 
分理解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていただきたい事項について説明し 


ます。 

「マニュアル中の表記について」 . 18 

「本製品の仕様とカスタマイズについて」 . 22 










I マニュアル中の表記について 


本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関する記号 


A 

言口 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 


金 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害 のみの 発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


作 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 
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参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『梱包品の確認』：本機に添付の『梱包品の確認』を示 
します。 

参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

( 1 で囲んだ マークはキーボー ド上の キーを 表します。 

J は Enter キーを表します。また、—1は [ N み j のことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに印字された文字とは異なる場合があります。 

十の前のキーを押したまま十の後のキーを押します。 

この 例では 、 [Ctrl j を押したままし Z J を押します。 
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はじめに 


名称の表記 

本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 八ードディスクドライブ 

FD フロッピーディスク 

FDD フ□ッピーディスクドライブ 

光ディスクメディア CD メディア、 DVD メディアなど 
光ディスクドライブ光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 
メモリカード メモリースティック、マ)げメディアカード、 SD メモリーカード 

の纖 

オペレーティングシステム （0 S ) に関する記述 

本書では、 オペレーティングシステム ( os ) の名称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows Vista ™ Business 
Windows Vista Windows Vista ™ Home Premium 
Windows Vista ™ Home Basic 

HDD 容量の記述 

本書では、 HDD 容量を lKB = 1000 Byte として記載しています。 
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マニュアル中の表記について 


Windows Vista の画面表示に関する記載方法 

本書では 、 Windows Vista の画面に表示される各箇所の名称を次のように言己載し 
ます。 



ポタンの記載方法 

ポタンは [] で囲んで記載します。 

例） ~ ] : [ ok ] 


スタートメニューの 記載方法 

スタートメニューのボタン 額は、次のように記載します。 

[(!)] [►] 



[スタート] 
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はじめに 


Windows Vista の画面操作に関する記載方法 


本書では 、 Windows Vista の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

• 記載例 

[スタート]-「すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer] をクリックします。 
• 実際の操作 

(1) [スタート]をクリックします。 

(2) 表示されたメニューから「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

(3) 表示されたメニューから 「Internet Explorer」 をクリックします。 



※表示される項目は、システム構成によって異なります。 



















I 本製品の仕様とカスタマイズについて 


本製品は、ご購入時にお客様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 C . PU の種類 • メモリ容量 • 光ディスクドライブなど、選 
択した仕様にあわせて、お客様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によつて必要なマニュアルについて 


本製品の操作に必要なマニュァルは、お客様が選択された仕様によって、ユー 
ザーズマニュアル（本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となるマニュアルは、下記のとおり別冊や電子 
マニュアルなどの形式で添付されています。ご確認ください。 

• 本製品に同梱されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに登録されている電子 マニュアル （PDF ファイル など） 

• コンピュータに登録されている電子マニュアル（「マニュアルびゆ一わ」か 
ら閲覧） 
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IS 1 胃 

使い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切り方、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 . 24 

「各部の名称と働き」 . 29 

「コンピュータの設置」 . 34 

「電源の入れ方と Windows のセットアップ」 . 40 

「Windows 使用時の確認事項」 . 47 

「本機の終了方法」 . 52 












I ご使用の前に 


► コンピュータを使い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


梱包品の確認 

まず、梱包品に不足や不良がないかを確認します。 
『梱包品の確認』 



安全にお使いいただくために • 製品保護上の注意 

本機を正しく安全にお使いいただくための情報を確認します。 
必ずお読みください。 

Ppp .2 「安全にお使いいただくために」 

| P ^ p .8 「製品保護上の注意」 



マニュアル中の表記について 

本書で使用 している 記号や用語の表記方法に ついて 確認します。 
ど IPp .18 「マニュアル 中の表記に ついて」 



本製品の仕様とカスタマイズについて 

本機の仕様とカスタマイズについて確認します。 
P ^ p .22 「本製品の仕様とカスタマイズについて」 



ご使用の前に 

本機を使用する前に必要な情報を確認します。 
P ^ p .24 「ご使用の前に」 



各部の名称と働き 

各部の名称と働きを確認します。 
P ^ P -29 「各部の名称と働き」 



コンピュータの設置 

各機器の接続を行い、本機を使用可能な状態にします。 
パ牙 3 P.34 「コンピュ 1 —夕の設置」 



電源の入れ方と Windows のセットアップ 

電源を入れ、 Windows をはじめて起動したときに実行される 
Windows のセットアップを行います。 
py 1 p .40 「電源の入れ方と Windows のセットアップ」 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の確認事項 


貼付 ラベルの 確認 

本機の次の場所には、製品情報が記載されたラベルが貼られています。本機を 
ご使用の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶対 
にはがさないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート•サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート•サービ 
スのご案内』の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラべ J レ 

COA ラベル （Windows Certificate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品 
を購入されたことを証明するラベルです。 

万一 、 COA ラベルを 紛失された場合、再発行はできません。 



サボート • サービスの ご案内 

別冊子『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 
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ご使用の前に 


►本機の特長 


本機の特長は、次のとおりです。 



• CPU 性苜 g 

インテル Core 2 Duo プロセッサまたはインテル Celeron M プロセッサを搭載 
しています。 

争メモリ 容量 

アップグレードサービスを利用して、最大 2GB まで増設が可能です。 

•表示装置 

15.4 型 WXGA 液晶ディスプレイを搭載しています。外付けディスプレイ（ア 
ナログ接続）にも表示できます。 

* 電源 

AC. アダプタ、またはパッテリパックを使用します。 

争メモリカードスロット 

メモリースティック （Pro 対応）、マルチメディアカード、 SD メモリーカード 
に対応のスロットを装備しています。 

參 PC カードスロット 

PC Card Standard 準拠 CardBus 対応の PC カードスロットを装備しています。 

争オペレーテイングシステム 
Windows Vista をインストール済みです。 

鲁ネットワーク 機能 

. 100 Base-TX/10Base-T 対応の LAN コネクタを装備しています。 

.IEEE 802.11 a/b/g に対応した無線 LAN を搭載しています。 

(無線 LAN 搭載時のみ） 

• そのほか 

.USB2.0 機能、 IEEE1394 機能を搭載しています。 

. セキュリティチップ （TPM) のセキュリティ機能を搭載しています。 












第 1 章使い始めるまでの準備 


►添付されているソフトウェア 


本機に添付の CD 、 DVD や、 HDD の消去禁止領域に登録されているソフトウェアは、次のとおりです。 
購入時の システム 構成によって、登録されているソフトウェアは異なります。 

表中記号の見方 





購入時には、 HDD にインス!ルされています。 


□ 


購入時には、 HDD にインストールされていません。 Windows のセットアップ後に必要に応じてイ 
ンス1ルしてください。 


Windows Vista リカバリ DVD に登録されているソフトウェア 

Windows Vista リカバリ DVD は Windows Vista を再インストールする際に使用します。 


Windows Vista リカバリ DVD に登録されているソフトウエア 

購入時の状態 

• Windows Vista 

本機のオペレーティングシステム （ OS ) です。 





リカバリツール CD に登録されているソフトウェア 

リカバリ ツール CD はリカパリ ツールを 再インス トールす る際に使用します。 


リカバリツール CD に登録されているソフトウェア 

購入時の状態 

• リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に登録されている本体ドライバやソフトウェアを再インストー 
ルするためのプログラムです。 


• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときに、システム診断を行うためのツールです。 

— 


HDD の消去禁止領域に登録されているソフトウェア 

本体ドライバや本機で使用するソフトウェアは、 HDD の「消去禁止領域」に登録されており、リカパリ 
ツールからインストールします。 

書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載モデルの場合、リカパリツールを使用して HDD の「消去禁 
止領域」に登録されている本体ドライバやソフトウェアを、 CD にパックアップすることができます。 
lf ^ p .218 「パックアップ CD の作成方法」 


HDD に登録されているソフトウェア 

購入時の状態 

• インテル 945 GM チップセット用ドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 




• ビデオドライバ 

Windows を高解像度 • 多色で表示するためのドライバです。 




* サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 




* タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 
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ご使用の前に 


HDD に登録されているソフトウェア 

購入時の状態 

參ネットワークドライバ' 

ネットワーク機能（有線 LAN) を使用するためのドライパです。 


鲁無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 


籲メモリカードドライバ 

メモリカードスロットを使用するためのドライバです。 


春インスタントキードライバ 

(Fn ) と組み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを使用するためのドラ 
イバです。 


• 画面サイズ切り替えドライバ 

画面サイズ切り替えキーを使用するためのドライバです。 

□ 

* セキュ U ティチップユーティリティ 

セキュリティチップの設定を行うためのューティリティです。 

□ 

• Java 2 Runtime Environment 

Java アプリケーションを実行するためのソフトウェアです。 


• インフオメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサボ'ートぺ'ージを閲覧するためのュ'ーティリティです。 


• Microsoft .NET Framework 

.NET Framework の開発環境で作成されたアプリケーションなどを使用するためのプロ 
グラムです。 


• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format) 形式のファイルを表示したり、印刷したりするための 
ソフトウェアです。 


• Norton Internet Security 90日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺検出機能などを備えた 
セキュリティソフトウェアです。 

□ 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索できるソフト 
ウェアです。 


• goo スティック 

Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の検索ボックスを追加するソフ 
トウェアです。 

□ 

• Hotkey ユーテイリテイ 

インスタントキーにアプリケーションを割り当てるためのューティリティです。 

□ 

籲マニュアルびゆ一わ 

本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウェアです。 


• Nero 7 Essentials 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウェアです。 


• Win DVD 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウェアです。 

a 
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I 各部の名称と働き 1 

►正面/左側面 



a : LCD ユニッ ト 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画面 
部分の総称です。 

b : LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示します。 
c : セキュリティ□ックス□ット Q 

市販の盗難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を接続します（ケンジントン社 
製セキュリティロックに対応してい 
ます)。 

d : 光ディスクドライブ 

CD - ROM などの光ディスクメディア 
の読み込みや書き込みなどを行うこ 
とができます。 
e : イジエクトポタン* 

ディスクトレイを開けるときに押します。 


f : イジエクトホール* 

ディスクトレイが開かなくなった場 
合に使用します。 

g : 内蔵スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴ら 
します。 

h : キーボード 

文字の入力やアプリケーションの操 
作などを行います。 

i : タッチパッド 

指を軽く乗せて動作することにより、 
画面上のポインタを操作します。 

i ： クリックポタン 

マウスの左右のボタンに相当します。 


* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライ 
ブの PDF マニュアルをご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルびゆ一わ」 から ご覧になれます。 
f^p.47 「インフォメーションメニューを使う」 
























各部の名称と働ぎ 


前面 



a : バツテリ充電ランプ0 

バツテリの充電状態を示します。 
点灯：充電中 
消灯：満充電 

b : 無線 LAN 状態ランプ(ザ（無線 LAN 搭 
載時のみ機能） 

無線 LAN 有効時に点灯します。購入 
時、無線 LAN は無効に設定され てい 
ます。 

C ： 電源ランプ® 

電源状態を示します。 

緑点灯：通常の状態 

緑点滅：スリープ状態 

消灯：電源切断時または休止状態 

d : 無線 LAN スイツチ(ザ（無線 LAN 搭載 
時のみ機能） 

無線 LAN の ON / OFF を切り替えま 
す 0 


e : LCD ラツチ 

LCD ュニットを開閉します。 

f ： マイク入カコネクタ每 

マイクを接続します。 

g : ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 ( S/P DIF ) コネクタ i} IF 

スピーカ、 へッ ド ホン や光デジタル 
オーディオ機器 （ MD デッキなど）と 
接続して、本機の音声を出力しま 
す。 

h ： メモリカードス □ ツト D mc •SD.MS/PRO 

メモリ カー ドをセットし、データの 
読み出しや書き込みなどを行いま 
す0 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


インスタントキー/電源スイッチ/ステータス表示ランプ 



P B/x C!) 


w irni i) 

a : b : c : d : e : 


a : U 1 キー / U 2 キー 

割り当てたアプリケー ショ ンを起 
動します。 

f^P.76 「 U1 、 U2 キーを 割り当 
てる」 

b : 画面サイズ切り替えキー D/O 

キーを押すたびに、画面のサイズを 
切り替えます。 

c : インフォメーションキ ー p 

インフォメ ' ーションメニュ'一を起 
動します。 

d ： タッチパッドキ _ g/x 

タッチパッドの有効/無効を切り替 
えます。キーを押すたびに、有効/無 
効が切り替わります。 
e : 電源スイッチ （!） 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スリープ状態や休止状態からの 
復帰にも使用します。 


f : Num Lock ランプ fl 

Num Lock キ'一の設定状態を表示し 
ます。設定を ON にすると緑色に点 
灯し、数値キーモードで入力できま 
す。 

g : Caps し ock ランプ ft 

Caps Lock キ'一の設定状態を表示し 
ます。設定を ON にすると緑色に点 
灯します。 

h : Scroll Lock ランプ自 

Scroll Lock キ'—の設定状態を表示し 
ます。設定を ON にすると緑色に点 
灯します。 

i : アクセスランプ0 

HDD や光ディスクドライブへのア 
クセス中に緑色に点灯します。 


制限 


アクセスランプが点灯しているときに電源を切ったり、コンピュータを再起動し 
ないでください。データが破損するおそれがあります。 
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各部の名称と働ぎ 


►右側面 



a : PC カードイジエクトポタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す 。 

b : PC カードス□ット匚§ 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットして使用します。 

C ： US 巳コネクタ々2.0 

USB 2.0 対応機器を接続します。 
d : IEEE 1 394コネクタ （4 ピン） U94 
IEEE 1394機器を接続します。 


e : S - ビデオ出力端子[句 

テレビの S 端子と接続して、本機の 
画像を表示します。 

f : VGA コネクタ □ 

VGA 入力端子を装備している外付 
けディスプレイと VGA (アナログ） 
ケーブルで接続します。 

g : LAN コネクタ g 

ネットワークと接続します。 


►背面 



a : AC アダプタコネクタ^ c : USB コネクタべ; t2.o 

付属の ACT グプタを接続します。 USB 2.0 対応機器を接続します。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


卜底面 



a : バッテリパック 

付属のバッテリパックを装着しま 
す。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 


c : リセツトホール 

強制的にコンピュータの電源を切 
るときに使用します。 
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I コンピュータの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。プリンタなどの周辺機器を接続する場 
合は、 Windows のセットアップ終了後に周辺機器に添付のマニュアルを参照し 
て行ってください。 



設置における注意 


A 

注意 


* ひざの上で長時間使用しないでください。本機底面が熱くなり、低温火傷の 
原因となります。 

籲不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
火災の危険があります。設置の際は次の点を守ってください。 

•押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅうたんや布団の上には設置しない。 

-毛布やテーブルク□スのような布をかけない。 


各種コードやパッテリパック装着時の注意 


A 

敬 >4- 
言口 


• ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。 
籲電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流100 V )から電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 
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A 

注意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 























第 1 章使い始めるまでの準備 


設置する 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きます。 

背面や側面の通風孔をふさがないようにしてください。 



パッテリパックを装着する 

2 パッテリパックを装着します。 

(1) 本機の底面部を上にして置きます。 

(2) 底面右側のラッチ（〇-!)をロック解除位置 （ tf ) までスライドさせます。 
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コンピュータの設置 


(3) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

(4) バッテリパックを矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

バッテリパックが固定されます。 


コネクタ （4) 



(5) 底面右側のラッチ （ oi ) をロック位置までスライドさせます。 



出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。本機をバッテリ 
パックだけで使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

『加 p .58「 AC アグプタ/バッテリパックを使う」 


36 





第 1 章使い始めるまでの準備 


ネットワークへ接続する 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、市販の LAN ケーブルでネッ 
トワークと接続します。 

市販の LAN ケーブルを LAN コネクタ（品）に「カチッ」と音がするまで差し込 
みます。 

インターネットに接続する場合は、通信サービス会社やプロバイダから提供 
されたマニュアルをご覧ください。 


LAN コネクタ& 
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コンピュータの設置 


AC アダプタを接続する 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 

4 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセントに接続します。 

(1) AC アダプタのプラグ部を本機背面の（翌）に接続します。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 


DC IN 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


LCD ユニッ トを開ける 

5 前面の LCD ラッチを奥に押して 、 LCD ユニッ トを開きます。 

LCD ュニットは、見やすい角度に調節してください。 



LCD ユニット 




これでコンピュータの設置は終了です。 
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I 電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


ここでは、コンピュータを購入後にはじめて電源を入れてから、 Windows を使 
用できる状態にするまでの作業について説明します。 

► Windows が使用できるようになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。詳細は、「電源を入れる前に」以降の手順に 
従って作業を行ってください。 


コンピュータの電源を入れる 



Windows のセツトアップ作業を行う 



Windows のセツトアツプ作業終了後に必要な作業を行う 



Windows 使用時の確認事項をよく読む 


Windows が使用できるようになる 


►電源を入れる前に 


Windows のセットアップ 

「 Windows のセットアップ」は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにユーザー情報などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って、 セツ トアップを簡単に行うことができます。 


40 



第 1 章使い始めるまでの準備 


タッチパッドの使い方 

Windows のセットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 


• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


ポインタ 



* ポタンをクリックする 

(1) 指を動かして、ポインタを画面のポタンの上に重ねます。 

(2) 左クリックポタンを、1回「カチッ」と押して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

ボタンをタリックすると、ボタンに表示されている操作が実行されます。 
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電源の入れ方と Windows のセットアップ 


►電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れ方は、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（〇)を押して、本機の電源を入れます。 

電源ランプ (①) が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプが点灯しない場合は、 AC . アダプタやパッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 


電源スイッチ (1) 



電源ランプ® 


2 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、しばらくすると Windows が起 
動します。 

次の調節をして画面を見やすくします。 


• 角度 

LCD ュニットの角度を調節します。 

• 画面の明るさ 

F 5 1(来）：暗くなります。 
rFiri + r ^~] ( o ) ■ 明るくなります。 

続いて Windows のセットアップを行います。 
IT ' tM p .43「 Windows のセットアップ」 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


卜 Windows のセツトアップ 


セットアップ中に入力する項目について 

Windows のセットアップ中に入力する項目の中で、特に注意が必要な項目につ 
いて記載しています。入力の際に参考にしてください。 

* ユーザー名 

セットアップ中に入力するユーザー名（アカウント）は管理者 ( Administrator ) 
となります。 


參パスワード 

パスヮードを設定すると、設定したユーザー名（アカウント）でログオン時 
にパスヮードの入力が要求されます。 

パスワードを設定した場合は、絶対に忘れないようにしてください。 


• コンピュータ名 

「コンピュータ名」は、本機をネットワーク（家庭内 LAN や社内 LAN ) に接 
続して使用する場合などに必要です。セットアップ時は、すでに任意のコン 
ピュータ名が入力されています。 

• ネットワークに接続しない場合 

セットアップ時にコンピュータ名を変更する必要はありません。 

• ネットワークに接続する場合 

ネットワーク上にあるほかのコンピュータ名と重複しないように、コン 
ピュータ名を変更します。 



管理者 ( Administrator ) について 


管理者 （ Administrator ) のアカウントでログオンすると、すべての機能にアク 
セスすることができます。本機の設定を変更するときや Windows を再インス 
トールする場合などには、管理者 （ Administrator ) のアカウントでログオンし、 
作業を行います。 
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電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


Windows Vista のセットアップ 

電源を入れた後、しばらくすると自動的に 「 Windows Vista セットアップ」画面 
が表示されます。画面の指示に従って、セットアップを行ってください。 
セットアツプの流れは、次のとおりです。 


Windows のセットアップ 

次のように表示されていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

国または地域：日本 

時刻と通貨の形式：日本語（日本） 

キーボードレイアウト ： Microsoft IME 


ライセンス条項をお読みください 

画面に表示された条項を確認し、「ライセンス条項に同意します」にチェッ 
クを付けて、[次へ]をクリックします。 



ユーザー名と画像の選択 

ューザー名、パスワード（任意）を入力し、画像を選択したら、[次へ]を 
クリックします。 

P -43 「セットアップ中に入力す る 項目に ついて」 



コンピュータ名を入力して、デスクトップ背景を 
選択してください 


コンピュータ 名を入力し、背景を選択したら、[次へ]をクリックします。 
IPgp p .43 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 



Windows を自動的に保護するよう設定してください 

保護の設定をタリックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 



時刻と日付の設定の確認 

「タイムゾーン」が「大阪、札幌、東京」になっていることを確認し、「日 
付」、「日寺刻」を設定して、[次へ]をクリックします。 


お使いのコンピュータの現在の場所を選択してください 

ネットワークに接続している場合、表示されます。 

使用する場所を選択します。 



ありがとうございます 

[開始]をクリックします。デスクトップ画面が表示されるまで、約 5 分か 
かります。 
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デスクトップ画面の表示 

Windows Vista のデスクトップ画面が表示されます。 

パスワードを設定した場合は、パスワード入力画面が表示されます。パス 
ワードを入力すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更する場合があります> 

これで Windows Vista のセツトアツプは完了です。 

続けて、 P .46 「セットアップ終了後の作業」を行います。 



ライセンス認 I 正について 

購入時に本機にインストールされている Windows Vista および 「Windows Vista リ 
カバリ DVD 」 より再インストールを行った Windows Vista は、ライセンス認証を 
行う必要はありません。 
















電源の入れ方と Windows のセットアップ 


►セットアップ終:[後の作業 

Windows のセットアップが終了したら、次の作業を行います。 


初期設定 ツール 

Windows のセットアップが終了すると、「初期設定ツール」が自動的に起動しま 
す。「初期設定ツール」は、本機を使用する前に必要な設定を行うためのツー 
ルです。画面に従って設定を行ってください。 

セキュリティソフトウェアのインス I ■'ール 

購入時、本機にセキュリティソフトウェアはインストールされていません。セ 
キュリティソフトウェアは、「初期設定ツール」の「セキュリティ設定」画面 
の指示に従ってインストールしてください。 

<通常の場合> 

通常は、本機に標準添付の 「NortonInternet Security 90日版」をインスト 1 —ルし 
ます。インストール方法は、本機に添付の『セキュリティソフトウェアをご使 
用の前に』をご覧ください。 

<セキュリティソフトウェアをオプション購入された場合> 

本機購入時にオプション選択でセキュリティソフトウェアの製品版を購入さ 
れた場合は、「セキュリティ設定」画面で製品版を選択してインストールして 
ください。 

セキュリティソフトウェアによっては、「初期設定ツール」からインストール 
ができない場合があります。初期設定ツールの終了後、セキュリティソフト 
ウェアの CD からインストールを行ってください。 

ネットワークに接続する 

ネットワーク機能（有線 LAN) や、無線 LAN 機能（無線 LAN 搭載時のみ）を使用 
する場合は、ネットワーク接続に関する情報が必要です。お使いのネットワーク 
機器に添付のマニュアルなどをご覧ください。 

P .112 「ネットワーク（有線 LAN) を使う」 
lf^p.114 「無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ)」 

Hotkey ユーティリティのインス I ル 

Hotkey ューティリティをインストールすると、インスタントキーにお好きなア 
プリケーションを割り当てることができます。購入時には Hotkey ューティリ 
ティはインストールされていません。必要に応じてインストールを行ってくだ 
さい。 

S^p.76 「 U1 、 U2 キーを 割り当てる」 
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Wi ndo ws 使用時の確認事項 



「セットアップ終了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用の 
前に次の事項を確認してください。 

Windows の使用方法は、 「 Windows のヘルプ」をご覧ください。 

►音量の調節 




Windows 起動時に音が鳴らない、または音が大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、音量を調節します。 

次の キーを 操作してください。 


キー 操作 

状態 


(Fn )+[ F 10 ) <|》/<| 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除される。 


(Fn ] + ( F 1 1 ] ▼<]> 

音量が小さくなる。 


[Fn )+( F 12 ] 

音量が大きくなる。 

►インフォメーションメニューを使う 


本機には、本機に添付されている マニュアルを 見たり、サポート ページに 簡単 
にリンクしたりすることができる 「インフォメーションメニュー」 が搭載され 
ています。 


起動方法 

「インフォメーションメニュー」は次の 方法で起動します。 

•インフォメーションキー（固）を押す。 

芒^ P .76 「インスタントキー」 

• デスクトツプ上の次のアイコンをダブルクリックする。 



インフォメーシヨ 
ンメニュー 































Windows 使用時の確認事項 


「インフォメーションメニュー」が起動すると次の画面が表示されます。 



インフォメーシヨンメニューの項目 

「インフォメーシヨンメニュー」の各項目の内容は次のとおりです。 

參マニュアルびゆ一わ 

本機に添付されている電子マニュアルを閲覧するためのツールです。ュー 
ザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアルや光ディスクドライブの取扱 
説明書、本機に添付されているソフトウエアの PDF マニュアルなどを画面上 
で見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 


電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報パーと呼ばれる Internet Explorer 
のアドレスパーの下方に「セキュリティ保護のため、このコンピュータにアク 
セスする可能性のあるスクリプトや ActiveX コントロ'—ルを実行しないよ 
う • • •」と警告が表示される場合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

コンピュータに関するちょっと便利で役立つ情報や用語集を掲載していま 
す。マニュアルとあわせてご覧になり、コンピュータを使用する際の参考に 
してください。 

籲とらぶる解決ナビ 

技術的な情報やトラブルの解決方法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 
r ^ p . i 84 「トラブルが発生したら」 
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• ユーザーサボー ト ページ （ Web ) 

技術的な情報やトラブルの解決方法、保証サービスなどにっいてご案内して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

「ューザ^ ー サポートページ」を閲覧するには、インターネットへの接続が必 
要です。 

• サボート情報検索 （ Web ) 

「とらぶる解決ナビ」に収録されていない最新のサボート情報を掲載してい 
ます。「とらぶる解決ナビ」で本機の不具合が解決できなかった場合にご覧 
ください。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• トラブルが解決しなかったら 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサボートの方法など 
を掲載しています。マニュアルや当社のューザーサポートページを参照して 
も、トラブルが解決しない場合にご覧ください。 

卜 Windows の修復 


本機の HDD には 「 Windows 回復環境」が設定されています。これは 、 Windows 
が起動できないなどの不具合を修復する機能です。 

Windows が起動できないときなどは実行してみてください。 
y ^^ p .210「 Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 

►復元ポイントを作成する 


「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本機の動作が 
不安定になった場合、「システムの復元」機能を使用して、作成しておいた「復 
元ポイント」までシステムの状態を戻すことができます。 

「復元ポイント」は通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に自動 
的に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。「復元ポイント」の 
作成方法は次をご覧ください。 

IF 菊 p .209 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ対策を行う 


コンピュータを外部と接続することで高まる危険から、コンピュータを守るた 
めの設定や確認を行います。 

インターネットなどに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 
p .128 「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」 










Windows 使用時の確認事項 


►画面が消えたときは（省電力機能) 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、コン 
ピュータの電源ランプが点滅している場合は、「スリープ状態」になっていま 
す（購入時の設定）。この場合は、電源スイッチを押すか、キーボードを操作 
すると元に戻ります。 

|^^ p . l 40 「省電力状態からの復帰方法」 

►フォルダメニユーの表示 


Windows Vista では、「ファイル」や「ツール」などのフォルダメニューが標準 
では表示されません。 

フォルダメニューを表示したい場合は 、 (Alt ) を押します。もう一度 （Alt ) を押 
すと、フォルダメニューは表示されなくなります。 



フォルダメニユ 


常にフォルダメニューを表示する 

常にフォルダメニューが表示されるようにしたい場合は、次の設定をしてくだ 
さい。 

1[スタート] 一「コントロールパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」 
-「フォルダオプション」一「表示」タブー「常にメニューを表示する」に 
チェックを付けます。 
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►ユーザーアカウントを作る 


本機を何人かで共同で使用する場合は、ユーザーアカウントを作成します。 
ユーザーアカウントをいくつか作成すると、 Windows をユーザーごとに切り替 
えて、各ユーザーの構成で本機を使用することができます。 

ユーザーアカウントの作成 

ユーザーアカウントの作成は、次の場所で行います。 


[スタート]—「コントロールパネル j — r ユーザーアカウント j — r ユー 
ザーアカウント」一「別のアカウントの管理」一「新しいアカウントの作成」 

アカウント権限は、ューザーに応じて設定してください。 

ユーザーアカウントの種類 

ューザーアカウントの種類には、次の2つがあります。 

* 管理者 

すべてのシステム項目にアクセスし、設定を変更したり、ドライバ、ソフト 
ウェアのインストールをすることができます。 

購入時やリカパリ時の Windows のセツトアツプで入力したューザー名（アカ 
ウント）は、「管理者」になります。 

* 標準 ユーザー 

一部のシステム項目の変更や、ドライバ、ソフトウェアのインストールは行 
うことができません。管理者のパスワードを入力すれば、変更やインストー 
ルが可能になります。 

►ユーザーアカウント制御画面 


•が 表示されているシステム項目にアクセスしようとしたり、ドライバやソ 
フトウェアのインストールをしようとすると、「ユーザーアカウント制御」画 
面が表示されます。これは、項目にアクセス制限がかけられているためです。 



表示される「ユーザーアカウント制御」画面は、アカウント（管理者または標 
準ユーザー）により異なります。本書の手順は、管理者アカウントでログオン 
した状態を前提に記載しています。 













| 本機の終 7 方連 


ここでは、本機の終了方法や再起動方法について説明します。 

本機の終了方法には次の2つがあります。 

參通常の終了（スリープ） 

通常は、本機を「スリープ状態」にして終了します。 

^ gp .52 「通常の終了（スリープ)」 

スリープ状態にすると、作業内容がメモリに保存され、画面表示が消えて本 
機は低電力の状態になります。スリープ状態からは、数秒で通常の状態に復 
帰することができます。 

スリープ状態についての詳しい説明は、^ 3 P .137 「省電力状態の種類」を 
ご覧ください。 


制限 


籲電源を切る（シャツトダウン） 

次のような場合は、本機の電源を切って終了します。 
^^ Jp .53 「電源を切る（シャットダウン)」 

• 完全に電源を切りたいとき 
• 数日使用しないとき 

• 周辺機器、バッテリなどの取り付け、取り外しをするとき 
• バッテリ残量が少なくなったとき 

►通常の終了（スリープ） 


本機を使用するときは、必ずバッテリパックを装着してください。スリープ時、 
落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われます。 


本機をスリープ状態にして終了する方法、スリープ状態から復帰させる方法に 
ついて説明します。 


終了方法 

本機をスリープ状態にして終了する方法は、次のとおりです。 

1[スタート] ( U ) — [〇]をクリックします。 

本機が「スリープ状態」になります。画面表示が消え、電源ランプが点滅し 
ます。 


52 














第 1 章使い始めるまでの準備 



ほかの方法でスリー■プ状態にする 

次の方法でも、本機をスリープ状態にすることができます。 
• [スタート] —[►] — 「スリープ」をクリックする 
• 電源スイッチ （6) を押す 

• [ Fn 1 + ( FI j を押す 

• LCD ユニットを閉じる 


復帰方法 


本機をスリープ状態から復帰させる方法は、次のとおりです。 


制限 


復帰の際、周辺機器はスリープ状態に入る前と同じ状態にしてください。 
スリープ中に周辺機器を取り外すなどして状態が異なると、正常に復帰できない 
場合があります。 


1 電源スイッチ （( I )} を押します。 

本機が通常状態に復帰します。 

キーボードを操作しても復帰できます。 

►電源を切る（シャツトダウン） 


本機の電源の切り方、入れ方に ついて 説明します。 


電源の切り方 

本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 


fk 

制限 


• 電源を入れなおすときは、電源を入れるときに電気回路に与える電気的な負 
荷を減らし、 HDD などの動作を安定させるために、20秒程度の間隔を空け 
てください。 

• HDD などのアクセスランプ点灯中に本機の電源を切ると、登録されている 
データが破損するおそれがあります。 

♦本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり電源ブラ 
グがコンセントに接続されていると、微少な電流が流れています。本機の電 
源を完全に切るには、電源コンセントから電源プラグを抜き、バッテリパッ 
クを取り外してください。 


1[スタート]— [►] —「シャットダウン」をクリックします。 

Windows が終了し、自動的に本機の電源が切れます。 
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2接続している周辺機器の電源を切ります。 

























本機の終了方法 


シャットダウン時の注意 

Windows を複数のユーザーが使用している状態で電源を切ろうとすると、「ほか 
の人がこのコンピュータにログオンしています。…」と表示されます。この場 
合は[いいえ]をクリックし、ログオンしているすべてのユーザーの画面に切 
り替えて、それぞれログオフを行ってからシャツトダウンをしてください。 


電源の入れ方 


シャツトダウン状態から本機の電源を入れる方法は、次のとおりです。 


制限 


籲周辺機器の電源をいつ入れるか周辺機器に添付のマニュアルで確認してくだ 
さい。 

電源を入れるタイミングがコンピュータより先か後かは、周辺機器により決 
まつています。 

• USB フラッシュメモリや USB HDD などの USB 記憶装置を接続している場合 
は、外した状態で電源を入れてください。 

接続した状態で電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。 

• 電源を入れなおすときは、20秒程度の間隔を空けてから電源を入れてくださ 
し、。電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させ 
ます。 


電源スイッチ （(!)） を押します。 

本機の電源が入り、 Windows が起動します。 


►再起動 


電源が入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動」といいます。 
次のような場合には、本機を再起動する必要があります。 

鲁使用しているソフトウヱアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 


再起動方法 


本機の再起動方法は、次のとおりです。 

1[スタート]— [►] —「再起動」をクリックします。 

再起動しても状態が改善されない場合は本機の電源を切り、しばらくしてから 
電源を入れなおしてみてください。 
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►八ングアップしたときは 


アプリケーションや Windows がキーボードやタッチパッドからの入力を受け付 
けず、何も反応しなくなった状態をハングアップといいます。 
ハングアップした場合は、アプリケーションの強制終了を行います。アプリ 
ケーションの強制終了をしても状態が改善されない場合は、強制的に本機の電 
源を切ります。 

アプリケーシヨンの強制終了 

アプリケーシヨンの強制終了方法は、次のとおりです。 


1 r ^ + f ~7 in + を押します。 

2 表示された項目から「タスクマネージャの起動」をクリックします。 

「 Windows タスクマネージャ」が起動します。 

^ 「アプリケーション」タブからハングアップしているアプリケーションを選 
択して[タスクの終了]をクリックします。 

4 「プログラムの終了」画面が表示されたら、[すぐに終了]をクリックします。 
強制的に電源を切る 

(Ctrl ] + r ^ T ] + [ Delete ) を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切 
ります。強制的に本機の電源を切る方法は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源スイッチ（の）を5秒以上押し続けます。 

本機の電源が切れます。 
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本機の終了方法 


リセ ットホールでの 強制終了 

本機底面にあるリセットホールを使用して、本機を強制終了することもできま 
す。リセットホールは、 Windows の強制終了でも終了できない場合に使用して 
ください。 

1 本機底面にあるリセットホールの位置を確認し、リセットホール （ K )<0 に 
先の細い丈夫なもの（ゼムクリップを引きのばしたようなもの）を差し込み 
ます。 
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銳胃 

コンピユータの基本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使い方など、本機 
の基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタ/バッテリパックを使う」 . 58 

「タッチパッドを使う」 . 67 

「キーボードを使う」 . 71 

「 HDD を使〇」 . 78 

「光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使う」 . 80 

「 USB 機器を使〇」 . 88 

「 PC 力ードを使う」 . 90 

「メモリカードを使う」 . 94 

「画面表示をする」 . 98 

「外付けディスプレイに表示する」 . 102 
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AC アダプタ/パッテリパックを使う 


本機は AC . アダプタまたはパッテリパックで使用することができます。 


A 

越出 
言口 


• AC アダプタや、バッテリパックの分解や改造をしないでください。また、本 
機には、指定の AC アダプタやバッテリパック以外は使用しないでください。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定以外の AC アダプタやバッテリパック、または分解、改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理を除く）は、安定性や製品に関する 
保証はできません。 

•バッテリパックの端子をシヨートさせないでください。火傷の原因となりま 
す。 

鲁バッテリパックを火中に入れたり、加熱しないでください。破裂などで火傷 
の原因となります。 

書小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。な 
めたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

鲁バッテリパックは落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。破裂や 
液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

鲁バッテリパックは指定されている以外の充電方法で充電しないでください。 
発熱、発火や液漏れによる被害の原因となります。 


A 

注意 


•付属の AC アダプタやバッテリパックは本機以外には使用しないでください。 
火傷*火災の危険があります。 

• AC アダプタを毛布や布団で覆わないでください。火傷 • 火災の危険がありま 
す。 

• 破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。火傷 • 火災 
の危険があります。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。バッテリパックの熱で本機底面が 
熱くなり、低温火傷の原因となります。 


制限 


WM 

籲バツテ! 


參 AC アダプタを使用するときも、必ずバッテリパックを装着してください。ス 
リーブ時、落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われま 
す。 

P.137 「省電力状態の種類」 

C ッテリパックで使用しているときは、本機に電源が入っている状態でも AC 
アダプタを抜き差しすることができますが、動作中はなるべく AC アダプタを 
抜かないでください。電源が切れている状態で抜いてください。 

籲 AC アダプタを頻繁に抜き差しすることは避けてください。 

• AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持ち 
ますが、故障ではありません。 


AC アダプタの接続方法は、 p .38「 AC アダプタを接続する」をご覧ください。 



















第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリパック使用時の注意 


パッテリパック（以降、パッテリ）は着脱可能な充電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場所や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン ( Li - ion ) パッテリを使用しています。 

次の注意事項を確認して、バッテリを正しくお使 V ヽください。 

春省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気をつけ 
てください。省電力状態に入っているときも電力が消費されています。 
^?-135「電源設定を行う（省電力機能を使う）」 

鲁バッテリは本機の電源を切っていても自然放電によって電力が消費されて 
います。長期間使用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性 
があります。パッテリのみで本機を使用するときは必ず充電してから使用し 
てください。 

春バッテリは温度が10〜30 ° C の環境で使用すると使用時間や寿命を延ばすこ 
とができます。 10° C 以下の場所に放置していたパッテリは性能が低下してい 
ます。10〜 30° C の温度範囲の場所でしばらく慣らしてから使用することをお 
すすめします。 

•バッテリの特性上、残量が正しく表示されず、使用中に急激に残量が減って 
しまうことがあります。バッテリが急に終わって困らないようにバッテリ使 
用後は常に充電をすることをおすすめします。 

それでも正しく表示されない場合は、パッテリのリフレッシュを行ってくだ 
さい。 

P.63 「パッテリのリフレッシュ方法」 

•バッテリを長期間使用しないと、過放電になる可能性があります。過放電に 
なると、バッテリ寿命が短くなったり、充電ができなくなったりします。過 
放電にならないように、予備のパッテリも含めて定期的に充電をしてくださ 
い。少なくとも半年に1回、パッテリ容量の40パーセント程度の充電をする 
ことをおすすめします。 


►使用可能時間 


バッテリだけで使用できる時間は次のとおりです。使用可能時間は、お使いの 
CPU によって異なります。また、本機のシステム構成、使用環境や状態などに 
よっても変化します。 


CPU 

使用可能時間（満充電の場合）* 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 

連続約 4.6 時間 

ィンテル Celeron M プロセッサ 

連続約 3.9 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 












AC アダプタ/パッテリパックを使う 


パッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省電力の 
設定を行うと、電力消費を抑えて使用可能時間を延ばすことができます。 
ir ^ P . 135 「電源設定を行う（省電力機能を使う）」 

►バッテリの充電 


AC . アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらの状態でも自 
動的に充電が行われます。 

パッテリ充電ランプの表示 

パッテリ充電ランプ （0) の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅 

充電中 

点灯 

満充電 

消灯 


充電時間 

低パッテリ状態からバッテリの充電完了までの時間は、次のとおりです。充電 
時間は、お使いの CPU によって異なります。 


CPU 

コンピュータの動作状態 

電源切断時 

電源が入っている状態 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 

約 3.0 時間 

約 3.0 時間$ 

インテル Celeron M プロセッサ 

約 2.8 時間 

約 2.8 時間* 


* コンピュータの使用状況により差があります。 



温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 

温度が10〜 30° C の環境で充電すると、最も効率のよい充電ができます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ残量の確認 


fk 

制限 


バッテリの特性上、残量が正しく表示されないことがあります。 
1.63 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 


^Hp - 1 


通知領域の「バッテリ」アイコンの上にポインタをあわせると、バッテリ残量 
を確認することができます。 



バッテリアイコン 


►バッテリ残量が少なくなつた5 


パッテリ低下の通知 

パッテリ残量が少なくなり、「バッテリ低下」の状態になると、本機は次のよ 
うに通知（警告）します。 


ij «5 ： 

w .バ0テ不足してぃ.コンビ n •一夕？: fl 
いに i _ i . u ンビユータ迂％»につ) jcir . また u 
シ T プ ンして■嫌! ■ Z ' liiTCJe ； 




対処方法 

バッテリ低下の通知が表示されたら、すぐに次のいずれかの処置を行ってくだ 
さい。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していな 
V ヽデータ はすべて失われます。 

鲁 AC アダプタを接続する 

電源が入ったままの状態で、 AC アダプタを接続します。 

• データを保存してから電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 





















AC アダプタ/バッテリパックを使う 


制限 


パッテリ低下時の設定変更 

パッテリ低下のレベルやバッテリ低下時の本機の動作は、変更することができ 
ます。変更は次の場所で行います。 

通知領域の「パ ッテリ」アイコンを 右 クリックー 「電源 オプション」一 選択 
している 電源 プランの「プラン 設定の変更」一「詳細な電源設定の変更」 一 
r バッテリ」 


AC アダプタを接続しない場合は、すぐに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ ト ダウンしてしまうと、保存していないデータはすべて失 
われます。 



パッテリ低下の 
レベルを設定 


_パッテリ低下時の 
動作を設定 


パッテリ低下のレベル設定 

パッテリ残量が何％になったら「バッテリ低下」の通知をするかは、「パッテ 
リ低下の レベル」 で設定できます。初期値は10%に設定されています。 

パッテリ低下時の動作設定 

「パッテリ低下」になったときの本機の動作は、「バッテリ低下の操作」で設定 
できます。初期値は「何もしない」に設定されています。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ残量が正しく表示されないときは 


パッテリの特性上、充電を繰り返すと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしてもパッテリ容量がすぐに低下するような場合は、パッテリのリフ 
レッシュを行ってみてください。 

バッテリのリフレッシュ方法 

パッテリのリフレッシュは、次の手順で行います。 

パッテリのリフレッシュには数時間かかります。 

1 AC アダプタが接続されていることを確認します。 

2 コンピュータの電源を入れて、 「7 T ] を押し 、 「BIOS Setup ユーティリティ」 
を起動します。 

ご]尸 p . 149「 BIOS Setup ューティリティの起動」 

3 「 Power 」 メニュー画面一 「Start Battery Calibration 」 を選択し 、 [d J を 
押すと 「Battery Calibration Utility 」 が起動します。 

4 画面のメッセージの最終行に 「It is charging the battery , please wait 」 
と表示されたら、パッテリの充電が開始されます。 

パッテリを完全に充電するまで、 CPU がインテル Core 2 Duo プロセッサの場 
合は約 3.0 時間、インテル Celeron M プロッサの場合は約 2.8 時間かかります。 
途中で中止したい場合は、電源スイッチを押してコンピュータの電源を切り 
ます。 

5 パッテリが完全に充電され、画面のメッセージの最終行に 「Please remove 
AC adapter 」 と表示されたら、 AC アダプタを抜いてそのまま放置します。 

画面のメッセージの最終行に「 PLEASE LEAVE THE BATTERY RUNNING 
OUT OF POWER.J と表示されて、バッテリの放電が開始されます。 

バッテリが完全に放電するまで、 CPU がインテル Core 2 Duo プロセッサの場 
合は約 2.0 時間、インテル Celeron M プロッサの場合は約 2.5 時間かかります。 
途中で中止したい場合は、電源スイッチを押してコンピュータの電源を切り 
ます。 

〇 パッテリの放電が完了すると、自動的に電源が切れます。 

これでパッテリのリフレッシュは終了です。 

バッテリの充電をする場合は、 AC アダプタを接続してください。 










AC アダプタ/パッテリパックを使う 


リフレッシュしても改善されないときは 

パッテリは、消耗品です。パッテリのリフレッシュを行っても、パッテリ容量 
がすぐに低下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。当社純正の新しい 
パッテリに交換してください。 

►バツテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、 
パッテリを交換します。 

交換用パッテリについては、当社のホームページをご覧ください。 
ホームページのアドレスは次のとおりです。 

http :// epsondirect.jp 


バッテリの交換 

バッテリの交換は次の手順で行います。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタが接続されている場合は外します。 

2 本機の底面部を上にして置きます。 

3 底面右側のラッチ（〇-〇をロック解除位置 （ tf ) までスライドさせます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


4バッテリを取り外します。 


(1) 底面左側のラッチ（134)をロック解除位置 （ tf ) までスライドさせ、指 
で押さえて□ック解除位置 （ tf ) で固定します。 

(2) バッテリを矢印の方向に押し出して取り外します。 



5新しいバッテリを本機に取り付けます。 

(1) 下図のとおりバッテリを本機にあわせ、矢印の方向に「カチッ」と音がする 
まで押し込みます。 

(2) 底面右側のラッチ （13-1) を□ック位置までスライドさせます。 
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AC アダプタ/バッテリパックを使う 


►バッテリ保管上の注意 


A 

敬 

言口 


小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 
なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、バッテリの端子部が金属類に触れないように布な 
どの絶縁物に包み、高温•多湿の場所をさけてください。保管したバッテリは、 
自然放電していることがあります。次回使用するときは、必ず充電してから使 
用してください。 

コンピュータを保管するときは、必ずコンピュータ本体からパッテリを取り外 
してください。取り付けたままで長期間放置すると、バッテリが液もれしたり、 
バッテリと本体の接点が腐食することがあります。 

► 使用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン （ Li - ion ) バッテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


パッテリリサイクル時の注意 

使用済みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れてく 
ださい。 

パッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壊の原因となります。 
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I タッチパッドを使う 


本機には、タッチパッドが装備されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。 


ポインタの移動 


人差し指をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポイ 
ンタが移動します。 


ポインタ 


パッド面 



左クリックポタン 
(ポタンの左側） 


右クリックポタン 
(ポタンの右側） 


制限 


癱パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本以上の指で操作すると、 
ボインタが正常に動作しません。 

參手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

翁起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおしてみてください。 

• 電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が上がっ 
てくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一度切って 
入れなおしてみてください。 















































タッチパッドを使う 


パッド面は、ポインタを移動させる働きのほかに、左クリックボタンの働きも 
します。ボタンを押す代わりに、パッド面を軽くたたくことにより、左ボタン 
に割り当てられた処理を行うことができます。 


クリック 


クリックは、機能や項目を選択するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 


ダブルクリックは、プログラムを起動するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 

左クリックボタンを「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドドロップ 

ドラッグアンドドロップは、アイコンを移動したり、ウインドウの位置や大き 
さを変えるときなどによく使われる方法です。 

ポインタを画面上の対象にあわせて、ダブルクリックの2回目のタリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左タリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


スクロール 


スクロールバーの ある画面を操作しているとき、 パッ ド面で指を動かして画面 
を スクロール することができます。 

上下のスクロールは、パッドの右端に指を触れて前後に動かします。左右のス 
クロールは、パッドの下部に指を触れて左右に動かします。 



►タッチパッド機能を無効にする 


キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたってマウスポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に無効にすると便利です。 

タッチパッド機能の有効.無効の切り替えは、タッチパッドキー （ S / x ) で行 
います。 

p .76 「インスタントキー」 























タッチパッドを使う 


►タッチパッドユーテイリテイを使う 


タッチパッドユー ティ リ ティ で各種設定を行うと、タッチパッドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッドユーティリティの各種設定は、次の場所から実行します。 

[スタート]—「コントロールパネル」一「八ードウエアとサウンド」一「マ 
ゥス」 

「マウスのプロパティ」 画面の「デバイス設定」タブをクリックして、[設定] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 



設定項目を選択します。 


各種設定を行います。 


設定項目の説明が表示 
されます。 


► USB マウス（オプション）の接続 


本機右側面または背面の USB コネクタ（<^2.〇)に、オプションの USB マウスを 
接続して使うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 
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I キーボー ドを使う 


本機のキーボードは、日本語対応87キーボードです。また、5個のインスタン 
トキーを搭載しています。 

►キーの種類と役割 


入カキー 


87個のキーと5個のインスタントキーには、それぞれ異なった機能が割り当て 
られています。 



b : c : d : e : 



a : 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウェアによって異なります。具体 
的な働きなどについては使用する 
ソフトウェアの マニュアルを ご覧 
ください。 
b : Fn キー 

キート ップに青色で印字されてい 
る機能キーと組み合わせて使用し 
ます。 

p .74「 Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 


C ： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 

d : 文字キー 

英数字、記号の入力や日本語入カ シ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e : 数値キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと して 
使用し、数字、演算子などを入力し 
ます。 [ Fn 1 +fNumLkj を押すと数値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 
f ： インスタントキー 

ir ^ p .76 「インスタントキー」 
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キーボー ドを使う 


►文字を入力するには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

ローマ字入力 

キートップのアルフアベットでロー 
マ字を入力し、漢字やひらがなに変 
換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

P 5 S 1 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カモードのローマ字入力とかな入力の設定は日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力するには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使い方 

MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。ボタンをク 
リックして各設定を行ったり、ヘルプを参照したりします。 



a : 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b : ヘルプ 

MS - IME の詳細な説明を見ることができます。 

C ： かなキ_ロック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されて いない 状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 
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MS - IME 以外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れているマニュアルをご覧ください。 
















第 2 章コンピュータの基本操作 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

[ T^TI + を押すと、 NumLock ランプ （ fl ) が点灯して、文字キーの一部 

が数値キーとして使用できます。さらにを押しながら数値キーを押すと、 
矢印キーなどとして使用できます。 


数値 キー 


[ Shift "! を押したとき 



アルファベット入カモード 

アルファべットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

〔Shift 1+1 S I 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには、 fshiftl を押しながら文字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、 fshifT ] を押した状態でもう一度 r ^ TI を押しま 
す。 






















































































































































































































































キーボー ドを使う 


► Fn キーと組み合わせて使うキー 


キートップに青色で印字されている機能キーは、 r ^ n と組み合わせて実行し 
ます。 


キ_の組み合わせ 

機能 

(Fn ) + [ F 1 | 

本機を省電力状態（初期値：スリープ状態）にし 
ます。 

WW \ p .136 「本機を省電力状態にする」 

(Fn )+( F 2 ) 0 

Internet Explorer を起動します。 

(Fn 1 + 丨 F 3 ] El 

Windows メールを起動します。 

(Fn ]+[ F 5 ) 来 

LCD 画面を暗くします。 

p .98「 LCD ユニットの調整」 

(Fn ] + ( F6 ) 〇 

LCD 画面を明るくします。 

p .98「 LCD ユニットの調整」 

(Fn ]+[ F 7 ) @/X 

LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 
\： r?A p .99 「バックライトの消灯」 

(Fn ] + ( F8 ] IlcdI/Q 

外付けの表示装置に接続している場合に、表示装 
置を切り替えます。 

P .104 「キーボードで操作する場合」 

(Fn l +[ F 10 ] 

スピーカからの音声のミュート（消音）を切り替 
えます。 

p . 109「音量の調節」 

(Fn ] + [ F 11)▼ ゆ 

スピーカの音量を小さくします。 

P . 109「音量の調節」 

(Fn )+( F 12 ) 

スピーカの音量を大きくします。 

P .109 「音量の調節」 

(Fn ] + (Num Lk ) 

数値キー入カモードに切り替えます。 
p .73 「数値キー入カモード」 

(Fn ] + ( ScrLk ] 

ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内容は、ご使用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 

(Fn ] + ( End ) 

行の最後に移動します。* 

(Fn ) + ( Home ) 

行の最初に移動します。* 

(Fn ) + ( PgUp) 

前のページに移動します。* 

(Fn )+[PgDn] 

次のページに移動します。* 


* ソフ トウエアによっては、機能が異なる場合があります。 


74 


























































































第 2 章コンピュータの基本操作 


►入カキーの機能の入れ替え 


BIOS の設定を変更することで、次のキーの機能を入れ替えることができます。 

(1) キーポード左下にある 厂^1 とその隣の r^iiTi 

(2) キーポード右下にある [ TiT ] とその隣の rwi (アプリケーシヨンキ ー） 



P.158 「 Advanced メニュー画面」 

►Windows キーとアプリケーションキー 


Windows キー、アプリケーションキーを使うことにより、 Windows をより効率 
的に使用することができます。 


キー 名 

機能 

( » ) 

(Windows キー） 

画面左下の[スタート]をクリックするのと同じ働き 
をします。 

( B ) 

(アプリケーシヨンキー） 

マウスの 右クリックと同じ働きをします。ソフト ウェ 
ア によっては、機能が異なる場合があります。 











































































































































キーボー ドを使う 


►インスタントキー 


本機には、5個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを 
押すと、キーに割り当てられた機能を実行します。 

各インスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

U1 キー 

割り当てたアプリケーションを起動します。 
p .76「ui、U2 キーを割り当てる」 

U2 キー 

画面サイズ切り替えキー 

画面サイズを切り替えます。キーを押すたびに、 
解像度を1280 X 800と1024 X 768に切り替えます。 
^gp.101 「画面サイズを切り替える」 

インフオメーシヨンキー P 

インフォメ 1 —ションメニュ 1 —を起動します。 

p.47 「インフォメーションメニューを使う」 

タツチパツドキー g/x 

タッチパッドの有効/無効を切り替えます。タッ 
チパッドを使わないときは、タッチパッド機能 
を一時的に無効にしておくことができます。 
p.69 「タッチパッド機能を無効にする」 


►UK U 2 キーを割り当てる 


インスタントキーの Ul、U2 キーには、 Hotkey ユーテイリテイを使ってお好きな 
アプリケーションを割り当てることができます。 

Hotkey ユーテイリテイのインスIル 

購入時、 Hotkey ユーテイリテイはインストールされていません。 Ul、U2 キーを 
使用す るには、 Hotkey ユーテイリテイをインストールしてください。 
p.180「Hotkey ユーテイリテイのインストール」 

Ul、U2 キーの設定 


ft 

制限 


•割り当てたアプリケーションは、通知領域に 「 Hotkey 」 アイコンが表示され 
ているときのみ起動します。通知領域から 「 Hotkey 」 アイコンが消えてし 
まった場合は、 スター トメニューからユー テイ リ テイを 再起動してください。 
[スター ト]—「すべてのプ □グラム」一「スター ト アップ」一 「EPSON 
Hotkey 」 

籲ユーザーの切り替えをした場合は、割り当てたアプリケーションを使用でき 
ません。再起動して□グオンしなおすか、ユーザー切り替え後に再度 Hotkey 
の設定を行ってください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


Hotkey ューテイリテイのインストール直後は、次のアプリケーションが割り当 
てられます。 

鲁 U 1 キー：コンピュータ 
*U2 キー：ペイン ト 

設定内容を変更したい場合は、以下の手順で割り当てを行います。ここでは、 
U 1 キーにアプリケーションを割り当てる方法を例にして説明します。 

1 通知領域の 「 Hotkey 」 アイコンをダブルクリックします。 

n 

く Hotkey アイコン〉 

2 表示された画面の u 1をダブルクリツクします。 



ここを 

ダブルクリック 


3 rui 」 画面が表示されたら、割り当てたいアプリケーションを選択します。 



ここをクリックして 
アプリケーションを選択 


4 rui J 画面の [ Apply ] をクリックします。 

5 画面右上の d をクリックして画面を閉じます。 

をクリックすると、通知領域から 「 Hotkey 」 アイコンが消え、割り当てた 
アプリケーシヨンが変更されてしまうので、必ず tj をクリックします。 



これで割り当ては完了です。 U 1 キーを押すと、割り当てたアプリケーシヨ 
ンが起動します。 

U 2 キーの場合も同様に割り当てます。 


























HDD を使 5 


本機には HDD (ハードディスクドライブ）が内蔵されています。 
HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


制限 


• 誤った操作で重要なデータが破損しないように、次の点に注意してください。 
- HDD を分解しないでください。 

- HDD のアクセスランプ点灯中に、本機の電源を切ったり、再起動しないで 
ください。アクセスランプ点灯中は、コンピュータが HDD に対してデータ 
の読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあります。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 

籲本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ 
れがあります。ショックを与えないように注意してください。また、持ち運 
ぶときは専用バッグに入れるなどして、保護するようにしてください。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、光ディスクメディアや外付け HDD など 
にバックアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータ 
が消失してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に 
抑えることができます。 

バックアップの方法は、次の場所で紹介しています。 

P.217 「データのバックアップ」 

►購入時の HDD 領域について 

購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

<通常> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 GB * 

C . ドライブ 

残り 


< HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 
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すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフォー マッ トされています。 
* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 


























第 2 章コンピュータの基本操作 



HDD 設定変更 サービス 

HDD 設定変更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C . ドライブ 、 D 
ドライブに分割した状態で コンピュータ をお届けするサービスのことです。 


消去禁止領域とは 


「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアを再インストールするた 
めのデータや、 「 Windows 回復環境 （Windows RE )」 が設定されています。 

この領域は、 絶対に削除しないでください。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウェアのインストールができなくな 
ります。 

「消去禁止領域」内の本体ドライバやソフトウヱアを再インストールするため 
のデータは、 CD にコピー（パックアップ）することもできます。 

I 『頭 P .218 「バックアップ CD の作成」 

Windows RE についての詳細は、次をご覧ください。 

! F*S p .210「 Windows 回復環境 (Windows RE ) を使う」 


► HDD を分割して使用する 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

<1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


C ドライブ 



C ドライブには Windows がインストールされているので、 C ドライブを分割する 
場合は Windows の再インストールが必要です。 

詳しくは、 p .223「 C ドライブを分割•変更する」をご覧ください。 


























| 光ディスク ( CD / DVD ) ドライプを使う 

光ディスクドライブは、光ディスクメディアを使用するための機器です。購入 
時に選択された光ディスクドライブにより、機能や使用できるメディアは異な 
ります。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な使い方について説明します。 



A 

注意 

制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□— 
ル CD 」 などの特殊ディスクについては、動作保証していません。本機にて動作 
しない特殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


光ディスクドライブで、ひび割れや変形補修したメディアは使用しないでくださ 
い。内部で飛び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりする危 
険があります。 


►使用可能な光ディスクメディア 


購入時に選択された光ディスクドライブで使用できるメディアは、「マニュア 
ルびゆ一わ」に登録されている光ディスクドライブの PDF マニュアルでご確認 
ください。 

rs p .47 「インフォメーションメニューを使う」 

光ディスクメディアについての簡単な説明は、「インフォメーションメニュー」 
- 「 PC お役立ち情報」をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►光ディスクメディアのセツトと取り出し 

光ディスクメディアのセットと取り出し方法について説明します。 


fk 

制限 


•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動しないで 
ください。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくなります。 

參必要な場合以外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

參結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
ら暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因になります。 



セツト方法 


1 イジェクトポタンを押すと、ディスクトレイが少し飛び出します。 



81 













光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使う 


2 ディスクトレイを静かに引き出します。 

光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータが読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音がするまで 
はめ込みます。 
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4 ディスクトレイを静かに閉じます。 









第 2 章コンピュータの基本操作 


取り出し方法 

1 イジェクトポタンを押すと、ディスクトレイが少し飛び出します。そのまま 
まっすぐ引き出します。 

2 メディアをディスクトレイから取り出します。 

3 ディスクトレイを手で押して静かに閉じます。 



イジエクトボタンを押してもメディアが取り出せない場合 

ソフトウエアによっては独自の取り出し方法でないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアのマニュアルをご覧くだ 
さい。 


►強制的な光ディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

春光ディスクドライブが故障して、メディアが取り出せない場合 
春メディアをセットしたまま、コンピュータの電源を切ってしまった場合 

取り出し方法は次のとおりです。 

1 本機の電源が入っている場合は、電源を切ります。 

P .53 「電源を切る（シャットダウン）」 

2 イジヱクトホールに先の細い丈夫なもの（ゼムクリップを引きのばしたもの 
など）を差し込みます。 



3 ディスクトレイが少し飛び出します。そのまま手でまっすぐ引き出します。 









光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使う 


►CD メディアの読み込み • 再生 


光ディスクドライブでは、データ C . D を読み込めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 



メディアの再生 

本機に装着されている光ディスクドライブは、メディアの認識に時間がかかる 
ことがありますが、不具合ではありません。 

また、メディアの種類によっては、再生中に振動することがありますが、故障 
ではありません。 


► DVD メディアの読み込み • 再生 


DVD メディアの読み込み•再生機能のある光ディスクドライブでは、データが 
登録された DVD メディアを読み込めるほかに、ビデオ編集ソフトで作成した 
DVD などの再生ができます。再生には 、 DVD VIDEO 再生のためのソフトウェ 
アが必要です。 

DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には、 「 WinDVD 」 を使用します。 

WinDVD は、次の場所から起動します。 

[ スタート ]- 「すべてのプログラム」一 「Inter Video WinDVD 」一 「Inter 
Video WinDVD for EPSON 」 

WinDVD の詳しい使用方法は、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD V旧 E0 再生時の制限 

「 WinDVD 」 で DVD VIDEO の再生をすると、次のような不具合が発生すること 
があります。 

•解像度や色数の設定により 、 DVD VIDEO の再生ができないことがあります。 
DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を下げてみてください。 
p.ioo 「解像度や表示色の変更方法」 

•ディスプレイを2台接続して、マルチディスプレイ（クローン）での表示を 
していると、「使用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツ 
の再生をサポートしていません。」というメッセージが表示され 、 DVD 
VIDEO の再生が中断されます。このような場合は、マルチディスプレイ（ク 
ローン）での表示を無効にしてください。 

P.104 「画面を切り替えるには」 
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►光ディスクメディアへの書き込み 


書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、音楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。書き込み可能なメディアは、お 
使いの光ディスクドライブにより異なります。 

お使いの光ディスクドライブで書き込み可能なメディアについては、「マニュ 
アルびゆ一わ」に登録されている、光ディスクドライブの PDF マニュアルをご 
覧ください。 

|〇3 P .47 「インフォメーションメニューを使う」 


制限 


書き込み時の注意 

* 省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に、 Windows が省電力状態に切り替わると、データ 
転送エラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。 

書き込みを始める前に、省電力状態に移行しないように設定してください。 
¥ W , P .138 「省電力状態に移行する方法」 

»速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き込みを行う場合は、お使いの光ディスクドライブの書き込み速度に対応 
したメディアを使用してください。 

光ディスクドライブの書き込み速度は、光ディスクドライブの PDF マニュア 
ルで確認できます。 


作成した DVD VIDEO は、市販の DVD プレイヤーで再生できますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生できない場合があります。 


ライティングソフト 

光ディスクメディアに書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必 
要です。書き込み機能のある光ディスクドライブを選択された場合、本機には 
ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされています。 

P-86 「Nero 7 Essentials の使い方」 











光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使う 


►Nero ✓ Essermals の使し、方 

ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 を使用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータや音楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 

使い方 

Nero 7 Essentials の起動方法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の次のアイコンをダブルクリックします。 


弟 1 





2 Nero 7 Essentials 画面が表示されます。 



Nero 7 Essentials の詳しい使い方については、「マニュアルびゆ一わ」に登録さ 
れている [ TNero ユーザーガイド』をご覧ください。 
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InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCD 」 でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

パケットライトでメディアに書き込むには、 「 InCDJ でメディアをフォーマッ 
卜する必要があります。 

「 InCD 」 の詳しい使い方は、「マニュアルびゆ一わ」に登録されている 『InCD 
ユーザー マニュアル』をご覧ください。 


制限 


•「 InCD 」 で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW 、 DVD 土 RW 、 DVD - 
RAM のみです。 

•「 InCD 」 で フォーマツ トしたメディアは 「Nero 7 Essentials 」 で書き込み 
を行うことはできません。書き込みを行う場合は 、 「Nero 7 Essentials 」 で 
「ディスクの消去」を行ってください。 


有償アップデートについて 

本機にインストールされている 「Nero 7 Essentials 」 は、 Nero 製品版 「Nero 7 
Premium 」 に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレー 
ドをご希望の方は、デスクトップの 「 Nero オンラインアップグレード」から申 
し込みを行ってください。 

Nero オンライン 
アツブヴトド 









| USB 機器を使う 


本機には USB 2.0 に対応した USB コネクタが右側面に 2 個、背面に2個、合計4個 
用意されています。 

USB コネクタには USB 対応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを使用しても構いません。接続する機器によっては、デパ 
イスドライパが必要な場合があります。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 


制限 


USB フラッシュメモリや USB HDD などの USB 記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
USB 記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
い。 


USB 2.0 の転送速度 

USB 2.0 のデータの 転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下します。 

► USB 機器の接続と取り外し 


USB 機器の接続、取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


接続 

USB 機器は次のように接続します。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（ベ； t 2 .o) に接続します。 



2 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 

■ 

<取り外しアイコン> 
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取り外し 


USB 機器の取り外し方法には、次の2とおりの方法があります。 

參通知領域に「取り外し」アイコンが表示されていない場合、または本機の電 
源を切った後はそのまま USB 機器を取り外す。 

•通知領域に「取り外し」アイコンが表示されている場合、 Windows 上で USB 
機器の終了処理をした後に取り外す。 

USB 機器の終了処理は、次の手順で行います。 


1 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

2 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 


<取り外しアイコン> 

3 表示されたメニューから「(取り外したし MJSB 機器）一 • • •を安全に取り 
外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 




4 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示されたら、 [OK] をクリック 
し、 USB 機器を本機から取り外します。 









PC 力一! < を使 5 


本機の右側面には、 PC カードスロットが装備されています。本機では 、 PC Card 
Standard に準拠した Type II の PC カード （ CardBus 対応）を装着することができま 
す。 



制限 


籲 PC 力ードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは、 PC 
力ードに添付のマニュアルをご覧ください。 

籲 PC 力ードによっては、初回挿入時に再起動を要求される場合があります。詳 
しくは、 PC 力ードに添付のマニュアルをご覧ください。 

籲 FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用途中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があります。これらのカードを使用 
するときは、省電力状態に移行しないように設定してください。 

P .138 「省電力状態に移行する方法」 

• PC 力ードス□ットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴らない FAX モデムカードもあります。これは、 CardBus 
の仕様によるもので故障ではありません。 

• PC 力ードの形状によっては装着できない力ードがあります。 
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► PC カードのセツトと取り外し 


fk 

制限 


拳 PC 力ードを取り扱うときは、あらかじめ金属製のものに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC 力ードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があります。 

* PC 力ードは、電源を切らずに抜き差しすることができます。ただし、スリー 
プ状態や休止状態など、省電力状態では PC カードの抜き差しを行わないでく 
ださい。システムが正常に動作しなくなる場合があります。 


PC カードのセツト 


PC カードは、次の手順でセットします。 



1 PC カードスロツトにダミーカードがセツトされている場合は、 p.92「PC 
カードの取り外し」の手順2、3を参照してダミーカードを取り外します。 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トにセットしておき 
ます。 



2 pc カードを pc カードスロットに挿入します。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 
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PC 力ードを使う 


3 コンピュータの電源が切れている場合は、電源を入れます。 

4 認識されると pc カードが使用できます。 

正しく pc カードがセットされると認識音が鳴り、通知領域に「取り外し」ア 
イコンが表示されます。 

<取り外しアイコン> 


PC カードによっては「新しいハードウェアの追加ウイザード」または「デ 
バイスドライバウイザード」が起動します。メッセージに従ってデバイスド 
ライパを選択、またはインストールしてください。 



PC 力ードの内容の確認 

通知領域にある「取り外し」アイコンをダブルクリックし、「ハードウェアの 
安全な取り外し」画面で[プロパティ]をクリックすると、 PC カードの内容を 
確認することができます。 


PC 力ードの取り外し 

PC カードは、次の手順で取り外します。 


制限 


本機にセツトされていた PC 力ー ドは、高温になっている可能性があります。取 
り外す際は注意してください。 


1 PC カードの終了処理を行うか、または本機の電源を切ります。 

PC カードの終了処理は、次の手順で行います。 

(1) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

<取り外しアイコン> 

(2) 表示されたメニューから「(取り外したい PC 力ード）一 • • •を安全に取り 
外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 


WfP r.iirmn Tk> ilBpflrr ； 。件し PT 
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(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示されたら、 [0 K ] をクリック 
します。 

これで PC カードの終了処理は完了です。 

2 pc カードイジェクトポタンを「カチッ」と音がするまで押すと、イジェク 
トポタンが出てきます。 



3 出てきた pc 力ードイジェクトポタンを再び押し込むと、 pc カードが出ま 
す。 



4 出てきた pc カードをまっすぐに引き抜きます。 

取り外した pc カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 
い。 

5 ダミーカードを pc カードスロットにセットします。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 









メモリカードを使う 


本機正面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードとは、 
デジタルカメラなどで使用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に使 
われます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



►本機で使用できるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカードの3種類です。下記のイラストは、各メモリ 
カード表面のイメージです。 


<メモリースティック> 



\ 


MULTI 

MEDIA 

CARD 



<マルチメディアカード> 


< SD メモリーカード> 
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制限 


• メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

籲メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ 
機能には対応していません。 
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メモリカード使用時の注意 

メモリカードを使用する前に、必ずお読みください。 

• メモリカードにアクセス中は、メモリカードを抜かないでください。 

• 記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付の マニュアルを ご覧ください。 

• メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを使用するときは、省電力状態に移 
行しないように設定してください。 

ra p . i 38 「省電力状態に移行する方法」 


メモリカードのフ オーマツ ト 


メモリカー ドの フォーマッ トは必ず、 メモリカー ドを使用するデジタルカメラ 
などの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメ モリカー ドが認識されなくなる場合があります。 

フォーマッ トの方法は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 



►メモリカードのセツトと取り出し 


メモリカードを使用する前に、必ず「メモリカード使用時の注意」をお読みく 
ださい。 

IFW 1 P .95 「メモリカード使用時の注意」 

メモリカードのセツト 

メモリカードは、次の手順でセットします。 

I メモリカードスロツトにダミーカードがセツトされている場合は、ダミー 
カードを「カチツ」と音がするまで押し、少し出てきたダミーカードをまつ 
すぐに引き抜き、取り外します。 

ダミーカードはメモリカードを使用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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メモ U 力ードを使う 


2 メモリカードをメモリカードスロットに挿入します。 

メモリカードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 
メモリカードの表面は、 p .94 「本機で使用できるメモリカード」をご覧くだ 
さい。 



3 認識されると、メモリカードが使用できます。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 


<取り外しアイコン> 
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メモリカードの取り出し 


2 

3 


モリカードは、次の手順で取り出します。 

メモリカードの終了処理を行うか、本機の電源を切ります。 

メモリカードの終了処理は、次の手順で行います。 

(1) 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

(2) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 



<取り外しアイコン> 

(3) 表示されたメニューから、「(取り外したいメモリカード）一 • • •を安全に 
取り外します」を選択します。 

メニューに 複数表示される場合は、別のデバイスを選択しないよう、注 
意してください。 



(4) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示されたら、 [0 K ] をクリック 
します。 

これでメモリカードの終了処理は完了です。 

メモリカードを「カチッ J と音がするまで押すと、メモリカードが少し出ま 
す。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 

メモリカードをまっすぐに引き抜きます。 


2 

3 



取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットしておき 
ます。 








I 画面表示をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

P.102 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニットの仕様 


本機では次の LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

•15.4 型 WXGA 最大解像度 1280 X 800 


作 

制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起きるもので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して 230 万以上の画素から作られていますが、 
画面の一部に常時点灯あるいは常時消灯する画素が存在することがありま 
す。 

• 色の境界線上に筋のようなものが現れることがあります。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってちらついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横縞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやすくなります。 


LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット*抜け基準値は、8個以下です。これは、全ドットの0.00026% 
以下に相当します。 

* 「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。 

本機の場合は、3,072,000個の副画素数があります。本書に記載しているドッ 
卜抜け基準値は、 ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 


► LCD ユニットの調整 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

[Fn )+[ F 5 j 来 

暗くなります 

(Fn )+[ F 6 ) 〇 

明るくなります 
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次の場所で調整することもできます。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「システムとメンテナンス j 一 r 電 
源オプション」一各プランの「プラン設定の変更」一「ディスプレイの輝度 
を調整」 


パックライトの消灯 

本機を使用していない間、パックライトを消灯することで消費電力を抑えるこ 
とができます。パックライトの消灯は、次の方法で行います。 


キー操作/ 

LCD ユニットの操作 

状態 

(Fn ] + ( F 7 ) 國 /X 

本機が起動している状態で押すとパックライトが消灯 
します。もう一度押すとパックライトが点灯します。 


LCD ユニッ トを閉じたときの動作 

LCD ユニットを閉じると、本機は「スリープ状態」になります。 
^ Ep -137 「省電力状態の種類」 

LCD ユニットを閉じたときの動作は、変更することができます。 
p .138 「省電力状態に移行する方法」 

►表示できる解像度と表示色 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度と表示色は次のとおりです。 

參表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 

♦解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 

1024 X 768 

1280 X 800 



画像が正常に再生できない場合は 

解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常に表示 
できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色を下げてみ 
てください。 


















画面表示をする 


解像度や表示色の変更方法 

画面のプロパティからの切り替え方法は、次のとおりです。 

「画面サイズ切り替えキー」を使用すると、ワンタッチで画面を切り替えるこ 
ともできます。 

P ^ p .101 「画面サイズを切り替える」 

1[スタート]-「コントロールパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一 
「個人設定」一「画面の設定」をクリックします。 

^ 「解像度」、「色」などの項目を設定したい内容に変更します。 



色を設定 
します。 


解像度を- 
設定します。 


3 項目を変更したら、[適 ra をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
します。 



セーフモードでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設定を行ってください。 

VIM P.208 「セーフモードでの起動」 
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►画面サイズを切り替える 


表示される画面が縦伸びまたは横伸びしたように見える場合は、「画面サイズ 
切り替えキー」を使用すると、ワンタッチで画面を切り替えることができます。 


画面サイズ切り替えキー 



画面表示 

解像度 

ワイド、* 

1280 X 800 

ノ'ーマル（縦横比 4 : 3) 

1024 X 768 


* 購入時はワイドで設定されています。 


fk 

制限 


上記の表以外の解像度を設定していたときに「画面サイズ切り替えキー」を押す 
と、元の解像度には戻りません。解像度を戻したいときは、手動で設定し直して 
ください。 

P.100 「解像度や表示色の変更方法」 



画面サイズ切り替えキーが機能しない場合 


• 外部デ イス プレイを接続しているときは、外部デ イス プレイ側で設定された 
解像度で表示される場合があります。 

• 複数のユーザー登録をしている場合、別々の解像度設定はできません。画面 
に合わせて設定を切り替えてください。 










































I 外付けディスプレイに表示する 


本機には次の表示装置を接続して画面を表示することができます。 

•外付けディスプレイ （ VGA で接続） 

*TV ( S - ビデオで接続） 

テレビへの 表示方法は、 p .108 「テレビに表示す る」 をご覧ください。 

►ディスプレイの接続 


ディスプレイの接続 

ディスプレイの接続は、次の手順で行います。 

1本機と外付けディスプレイの電源を切ります。 

2 外付けディスプレイの接続ケーブルを本機右側面の VGA コネクタ （□) に 
接続します。 



3 外付けディスプレイと本機の電源を入れます。 

fF^i + fFTK ^ pi / a ) を押すと、表示装置の切り替えができます。 
「画面の外観を選択してくださぃ」と表示された場合は、表示方法を選択し、 
[ OK ] をクリックします。 

ビデオプ□ジエクタへの接続 

ビデオプロジェクタも外付けデイスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続して使用します。 

プロジェクタ側の接続方法はプロジェクタに添付の マニュアルを ご覧くださ 
い0 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示できる画面の組み合わせ 


本機では、次のような画面の組み合わせで表示ができます。 

* 1つのディスプレイに表示（シングルディスプレイ） 

LCD のみ、または外付けディスプレイのみに表示します。 

外付けディスプレイが接続されていても LCD または外付けディスプレイの 
みで表示できます。 

籲2つのディスプレイに同じ画面を表示（マルチディスプレイークローン） 

解像度は2つのディスプレイのうち設定の低い解像度に合わせて表示しま 
す。 




く LCD 画面〉 


<外付けディスプレイ> 


籲2つのディスプレイで個別に表示（マルチディスプレイー拡張デスクトップ) 

2つのディスプレイで別々の解像度を設定できます。 



<LCD 画面> 


<外付けディスプレイ> 



































外付けディスプレイに表示する 


卜画面を切り替えるには 


表示画面を切り替えるには、次の2通りの方法があります。 

キーポードで操作する場合 

+ r ~ Fai (_/□) を押すたびに表示画面が切り替わります。 

表示は次の組み合わせで行うことができます。接続している表示装置を自動的 
に認識するため、接続していない表示装置には切り替わりません。 

• LCD ONLY (LCD のみに表示） 

• CRT ONLY (外付けディスプレイのみに表示） 

• LCD+CRT (マルチディスプレイークローンで表示） 


制限 


«拡張デスクトップ選択時の表示の切り替えや、拡張デスクトップから別の出 
力先への切り替えは、キーボードでは行えません。通知領域のアイコンから 
操作してください。 

■Fymio4 「通知領域のアイコンから操作する場合」 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キ_ボ_ドで表示装置の切り替 
えができないことがあります。 


通知領域のアイコンから操作する場合 

1 通知領域の次のアイコンをクリックします。 

喔 

2 「グラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 画面が表示されます。 

^ 出力先の表示装置を選択します。 
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•シングルディスプレイ 

.ノ 1 ートブック （ LCD 画面のみに表示） 

. PC モニタ（外付けディスプレイのみに表示） 

籲マルチディスプレイ 

. Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ•クローン （ LCD 画面+外付けディスプ 
レイに表示） 

. 拡張デスクトップ （ LCD 画面+外付けディスプレイに表示） 

出力先にシングルディスプレイの「ノートブック」または 「PC モニタ」 を 
選択した場合は、手順5へ進みます。 


4 「プライマリデパイス」または「セカンダリデパイス」でディスプレイの設 
定を行います。 

「プライマリデバイス」側のディスプレイには、[スタート] メニュー やタス 
クバーが表示されます。 



<拡張デスクトップ選択時の画面> 

5 [0 K ] をクリックします。 

6 「プライマリデバイス」側のディスプレイに「デスクトップの変更を確認」 
画面が表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

これで画面の切り替え方法は終了です。 

出力先の表示装置は、次の場所からも選択することができます。 

通知領域の次のアイコンをクリックし、表示されるメニューの「グラフィッ 
クオプション」一「出力先」をクリック 

醮 

















外付けディスプレイに表示する 


►表示できる解像度と表示色 


rffh 解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常に表示で 
| 2 ] きないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色を下げてみてく 
制限ださい。 


外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 

実際に表示できる解像度は、表示モードや接続しているディスプレイによって 
異なります。 

籲表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 

•解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 

1024 X 768 


1280 X 1024 
1400 X 1050 


1600 X 1200 
1920 X 1200 



表示できる解像度 

実際に表示できる最大解像度はコンピュータ側の最大解像度と接続するディ 
スプレイの最大解像度の 低い 方になります。ディスプレイに添付の マニュアル 
で確認してください。 


外付けディスプレイの解像度を変更する 

次の手順で解像度を変更します。 

1[スター ト]—「コント ロールパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」 
一「個人設定」一「画面の設定」 をクリック します。 

2 解像度を変更したいディスプレイを選択します。 
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3 「解像度」で解像度を、「色」で表示色を変更します。 



「拡張デスクトップ」 
の場合は「1」がブラ 
イマリで「2」がセカ 
ンダリです。 


色数（表示色）を設定 
します。 


解像度を設定します。 


4 [適用]をクリックし画面の指示に従います。 



画面が乱れたり何も表示されなくなつた場合は 

解像度を変更して画面が乱れたり、何も表示されなくなったりした場合は、 
セーフモードで起動して解像度を再設定してください。 

P .197 「LCD ユニットの 不具合」 


























外付けディスプレイに表示する 


►テレビに表示する 


S 端子ケーブルを使用して、本機とテレビを接続すると、本機の画像をテレビ 
に表示できます。 S 端子ケーブルは市販のものをご利用ください。 


制限 


S- ビデオ出力端子から出力される信号は、一般のテレビで表示可能に変換した 
NTSC 信号です。 NTSC 信号では、コンピュータ用のディスプレイに使用され 
るアナログ RGB 信号ほどきめ細かい表示を行うことはできません。 


接続 


1 テレビと本機の電源を切ります。 

2 市販の s 端子ケーブルを使用して、テレビのビデオ入カコネクタ （ s 端子) 
と、本機右側面の S - ビデオ出力端子（％])を接続します。 


テレビ側 



表示の切り替え方法 

rF ? n + r ^~ i 個/ □) を押すたびに表示装置が切り替わります。表示装置の 
切り替えは、接続している表示装置を§動的に認識して行われます。 

キーボードで切り替えできる表示の組み合わせは次のとおりです。 

• TV Only (テレビ画面のみに表示） 

• LCD+TV (LCD 画面とテレビの両方に表示） 

• LCD Only (LCD 画面のみに表示） 


制限 


• テレビとの組み合わせで設定できる解像度は1024 X768 までです。 LCD 画 
面で1024 X 768より高い解像度を設定していた場合にテレビに切り替える 
と、 1024X768 の解像度で設定されます。 

• テレビに表示を切り替えて解像度が変更された場合に、再び LCD 画面に表示 
を戻しても、解像度は自動的に元に戻りません。 






















































I サウンド機能を使う 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


A 

注意 


ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量が聴覚障害の原因となり 
ます。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機には、ステレオスピーカが内蔵されており、音源からの音声を出力するこ 
とができます。 



音量の調節 


スピーカの音量は次のキーを押して調整します。 


キー 操作 

状態 

(Fn ]+[ F 10 ) ⑩/づ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

| Fn ] + ( F 1 1 )▼ 邙 

音量が小さくなります。 

(Fn ]+( F 12 ] ▲啦 

音量が大きくなります。 


制限 


外付け機器やアプリケーションソフトによっては、キー操作で音量調節ができな 
いものがあります。詳しくは、外付け機器やアプリケーションソフトに添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 


































サウンド機能を使う 
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►マイクなどの接続 


本機前面には、ヘッドフォンやスピーカ、マイクなどを接続するためのコネク 
夕が標準で装備されています。各コネクタの位置や種類、使い方は次のとおり 
です。 



a: マイク入カコネクタ@ 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力するためのコネクタです。入力し 
た音声は、本機のサウンド機能によ 
り録音、再生を行うことができま 
す。 


b: ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 (S/P DIF) コネクタ S/ (} IF 

へッ ドフォンやスピーカを接続し 
た場合はへッドフォンコネクタと 
して機能します。 

MD デッキなどの光デジタルオー 
ディオ機器と接続して設定を行う 
と、光デジタルオーディオ出カコネ 
クタとして機能します。 



へッドフォンやスピーカの接続 

へッドフォンやスピーカを接続すると内蔵スピーカの機能は自動的に無効に 
なります。 


録音するには 


Windows 標準の「サウンド レコーダー」 を使用します。 

「サウンドレコーダー」は次の場所から起動します。 

[スタート] 一「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「サウンドレコー 
ダー」 


マイク使用時の設定 

本機にマイクを接続して使用する場合、音量の調節を行っても音が小さいとき 
には、次の手順で設定を行ってください。 

1[スタート]—「コントロールパネル」一「ハードウェアとサウンド」 一r サ 
ウンド」一「録音」タブをクリックします。 
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2 「マイク」をダブルクリックして「マイクのプロパティ」を開きます。 

3 「レベル」タブをクリックします。 

4 「マイク」または「マイクブースト」のつまみを右へスライドさせて音量を 
上げます。 

これで設定は終了です。 

S/P DIF 出力の設定 

S / PDIF にオーディオ機器を接続して音声を出力する場合は、次の設定が必要で 
す。 

1 通知領域の次のアイコンを右クリックします。 

龜 

2 表示された項目から、「再生デパイス」を選択します。 

3 「サウンド」画面が表示されたら、「デジタル出カデバイス （S/P DIF)」 を 
右クリックし、「既定のデバイスとして設定」を選択して [0K] をクリック 
します。 

S / PDIF が通常の出カデパイスとして設定されます。 



これで、 S / PDIF 出力の設定は完了です。 



























| ネッ トワ：ク （有線 LAN ) を使う 


本機右側面には、100 Base - TX /10 Base - T に対応した LAN コネクタが搭載されてい 
ます。ネットワーク機能を使用すると、ネットワークを構築したり、インター 
ネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、市販の LAN ケーブルでネット 
ワークと接続します。 


LAN コネクタ& 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 


ft 

制限 


_ネットワークに接続している場合に、省電力状態になると、省電力状態から 
の復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する。 

-省電力状態に移行しないように設定する。 

■^lp.138 「省電力状態に移行する方法」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態へ復帰できない場合があります。 


►インター 1 ネツトへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 p .123 「インターネットに接続するには」を 
ご覧くだ'さい。 
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►そのほかの機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を使 
用できます。 


Wakeup On LAN 

Wakeup On LAN を使用すると、電源切断時やスリープ状態、休止状態のときに 
ネットワークからの信号により本機を復帰させることができます。電源切断状 
態からの復帰が正常にシャツトダウンし、 AC . アダプタを接続した状態でのみ使 
用可能です。 


リモートブート 


リモートブートを使用すると、ネットワ'—クを介して、あらかじめセットアッ 
プされたサーバ上から Windows をインストールすることができます。 






| 無線 LAN 杳使う 


(無線 LAN 搭載時のみ) 


無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

本機には、 IEEE 802.11 a / b/g の3つの規格に準拠した無線 LAN 機能が搭載されてい 
ます。 


対応規格 


• IEEE 802 _lla ( J 52/ W 52/ W 53) 

5 GHz の周波帯域で通信し、高速な転送速度を実現しています。家電製品と 
異なる周波帯域を使用するため、電波の干渉を避けることができます。 
ただし、電波法の規定により、屋内のみの使用に限られます。 

• IEEE 802_ llb 、 IEEE 802.1 lg 

IEEE 802.1 lb は、従来より広く使用されている通信規格で、 2.4 GHz の周波帯 
域を使用します。 IEEE 802.1 lg は、同じく 2.4 GHz の周波帯域を使用し、 
IEEE 802.1 lb より高速な通信が可能です。 


IEEE 802.1 la と IEEE 802.11 b/g では互換性がありません。 

►無線 LAN 機能をお使いの前に 


A 

趣出 
言口 


參航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を 
停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。 

癱植込み型心臓べースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合 
は、装着部から本機を 22 cm 以上離して使用してください。 

電波により植込み型心臓べースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合があります。 

• 医療機関の屋内では次のことを守ってください。 

• 手術室、集中治療室 （ ICU ) 、冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

• □ビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切 
るか電波を停止してください。 

• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電 
源を切ってください。 

• 自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くでは使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 

• 自宅療養など、医療機関以外で植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型 
除細動器を使用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機器メー 
力一などにご確認ください。 
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制限 


參ネッ トワークに接続している場合に、省電力状態になると、省電力状態から 
の復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は次のいずれかの方法をとってください。 

• 再起動する。 

-省電力状態に移行しないように設定する。 

R^|p.l38 「省電力状態に移行する方法」 

癱ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態へ復帰できない場合があります。 

• IEEE 802.1 la と b/g では、使用する周波帯域が異なります。データ通信を行 
う場合は、同じ方式での通信が可能かどうか、事前に確認してください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、 Wakeup On LAN とリモートブートに対応していま 
せん。 


電波に関する注意事項 

無線 LAN をお使いの前に、次の電波に関する注意事項をお読みください。 

參本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ使用できます。 

♦ IEEE 802.1 la は、電波法の規定により屋外では使用できません。 

春本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、次の事項を 
行うと法律で罰せられることがあります。 

• 本機を分解/改造する 

• 本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 

• IEEE 802.11 b / g を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双方の処理速度が落ちる場合があります。電子レンジ付 
近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない場合があります)。 

春本機の無線 LAN 機能の使用する無線チヤンネルが出荷時設定以外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉する恐れがあります。 

• 産業•科学 • 医療用機器 

• 工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 
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無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ) 


►無線 LAN による通信の概要 


無線 LAN では、電波を送受信する無線 LAN アクセスポイント（以降、 AP ) を介 
して通信します。 



►無線 LAN のセキュリティの概要 


無線 LAN は、電波を使用して通信するため、第三者に電波を傍受され、ネット 
ワークに不正に侵入されたり通信データを盗み読みされたりする可能十生があ 
ります。 

ffW , P .11 「無線 LAN 使用時におけるセキュリティに関する注意（無線 LAN 搭 
載時のみ)」 

ここでは、無線 LAN で通信する際に必要なセキュリテイの概要について説明し 
ます。 


SSID 


SSID とは、無線 LAN の名前です。他の無線 LAN と識別するために、 AP 側で任 
意の SSID を設定します。 

SSID は、第三者でも簡単に読み取ることができるため、 AP に SSID の非通知機 
能が搭載されている場合は、非通知にすることをおすすめします。 

MAC アドレスフィルタリング 

ネットワーク製品には、 MAC アドレスという固有の番号がそれぞれ割り当てら 
れています。 MAC アドレスフィルタリングとは、 AP 側に無線 LAN の MAC アド 
レスを登録することでそれ以外の MAC アドレスからのアクセスを AP 側が拒否 
する機能です。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


WEP キー /WPA/WPA2 

無線 LAN 通信をする場合、通信データを暗号化してデータが読み取られないよ 
うにします。まず、 AP で暗号化の設定を行い、コンピュータ側で同じ暗号化設 
定を行います。 

暗号化には次のような方法があります。 


暑 WEP キー 

WEP キーを設定すると、データが暗号化されるため情報が傍受されにくくな 
ります。 WEP キーは従来から使用されている暗号化の規格です。 


• WPA/WPA2 

WPA は 、 WEP キーの 機能をさらに強化した方式です。 WPA では、暗号鍵を 
一定時間ごとに自動更新するため、より安全です。 

WPA 2 は、 WPA の暗号化機能をさらに強化した方式です。 




無線 LAN 機器に関する用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルによつて設定項目の呼び方が異なる場合がありま 
す。本書での記述と無線 LAN 機器のマニュアルが使用する頮似名称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント (AP) 

ワイヤレス LAN ステーションアクセスポイ 
ント、親機、各社の製品名称 

インフラストラクチヤ通信 

アクセスポイント通信、 

アクセスポイント経由通信 

SSID 

ESS - ID , ESSID 、 ネットヮーク名、 

サービスセツト識別子 

SSID 非通知 

SSID の隠ぺい、 SSID を見せない設定、 

SSID マスクビーコン、 SSID ステルス 

WEP キー 

WEP 暗号化キー、暗号化キー 

MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスによる制限 

キー インデックス 

WEP キ'一番号、キ'一番号 
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無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ) 


►無線 LAN の ON / OFF 切替 

無線 LAN の ON/OFF の 切替方法に ついて 説明します。 


A 

越出 
言口 


ft 

制限 


無線 LAN を ON にする 

無線 LAN を使用する場合は、無線 LAN スイッチを ON にします。購入時には、無 
線 LAN は OFF になっています。 

ネットワークへの接続をする場合は、無線 LAN を ON にしてください。 


航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を停止 
してください。 

電子機器や医療電気機器に影響をおよぼす場合があります。 


次のような場合は、無線 LAN を OFF にしてください。 

壽航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合 
籲ネットワーク（有線 LAN ) に戻して使用する場合 



無線 LAN 状態ランプ 

無線 LAN の通信状態は、無線 LAN 状態ランプ （(<:>)) で確認できます。 


無線 LAN の状態 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点灯 

OFF 

消灯 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►無線 LAN で接続する 


ここでは、本機の無線 LAN 機能を使って AP に接続するための方法に ついて 説明 
します。 

無線 LAN 接続の作業の流れ 

無線 LAN で接続するための作業の流れは次のとおりです。 


AP の設定を確認する 


MAC アドレスの登録 


無線 LAN を有効にする 



無線 LAN ユーテイリテイの設定 


AP の設定を確認する 

コンピュータ側で設定を行う際に、 AP に登録されている 「 SSID 」 や 「WEP 
キー」、 「 WPA 」 などの設定内容を入力する必要があります。 AP に添付のマニュ 
アルを参照して、 「 SSID 」 と「暗号化」の設定を確認しておいてください。 

MAC アドレスの登録 

本機の無線 LAN の MAC アドレスを AP に登録するために、 MAC アドレスを確認 
します。 MAC アドレスの確認方法は、次のとおりです。 

1[スタート]—「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「コマンドプロ 
ンプト」を選択します。 

2 コマンドプロンプトが表示されたら、 rc :¥ • • •>」のあとに次のように 
入力して、を押します。 


ipconfigD/all (□は、スペースを意味します。） 












無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ) 


3 無線 LAN アダプタの MAC アドレス（物理アドレス）が表示されるので、確 
認して書き写します。 

複数ネットワークアダプタがある場合は、各アダプタの物理アドレスが個別 
に一覧表示されます。 



MAC アドレス 


4 書き写した MAC アドレスを AP に登録します。 

AP への登録方法は、お使いになる AP に添付のマニュアルをご覧ください。 

無線 LAN を有効にする 

本機の無線 LAN が OFF に設定されている場合は、無線 LAN を ON にしてくださ 

い。 

P .118 「無線 LAN の ON / OFF 切替」 

無線 LAN への接続 

Windows の標準機能を使って、無線 LAN に接続します。 

無線 LAN に接続する方法は次のとおりです。ここでは、自動的にプロファイル 
を作成して接続する方法を説明します。 

1[スタート]-「接続先」をクリックします。 


120 










第 2 章コンピュータの基本操作 


2 「ネットワークに接続」画面が表示されたら、接続する ap を選択し、[接続] 
をクリックします。 

AP が SSID (ネットワーク名）非通知機能を有効にしている場合は、プロファ 
イルを作成してからネットワークに接続してください。プロファイルを作成 
したネットワークが本機のネットワークの範囲内にあれば、「ネットワーク 
に接続」画面に表示されます。 

1TM p .121 「プロファイルを作成して接続する」 



接続する AP を選択 


<イメージ> 

3 「• • •のネットワークセキュリティキーまたはパスフレーズを • • •」と 
表示されたら、セキュリティキーまたはパスフレーズを入力して、[接続] 
をクリックします。 

セキュリティキー またはパス フレーズ （WEP キーな どの暗号化 キー） は、お 
使いになる AP に添付のマニュアルをご覧ください。 

4 「• • •に正しく接続しました」と表示されたら、「この接続を自動的に開始 
します」にチェックが付いた状態で[閉じる]をクリックします。 

これで、無線 LAN への接続は完了です。 


►プロファイルを作成して接続する 


複数のネットワーク環境でネットワークに接続したい場合や AP が SSID (ネット 
ワーク名）非通知機能を有効にしている場合に、ネットワーク環境をプロファ 
イルとして登録しておくと、簡単にネットワークに接続できるようになりま 
す。 

プロファイルの作成方法は、次のとおりです。 

1[スタート] 一「コント□ールパネル」一「ネットワークとインターネット」 
- r ネットワークと共有センター」一「ワイヤレスネットワークの管理」を 
クリックします。 
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無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ) 


2 「使用するワイヤレスネットワークを管理します」と表示されたら、「追加」 
をクリックします。 

3 「どのような方法でネットワークを追加しますか？」と表示されたら、 r ネッ 
トワークプロファイルを手動で作成します」をクリックします。 

4 「追加するワイヤレスネットワークの情報を入力します」と表示されたら、 
接続する AP で設定されているセキュリティ情報を入力します。 

AP のセキュリティ情報は、お使いになる AP に添付のマニュアルをご覧くだ 
さい。 



(1) 「ネットワーク名 (SSID)J を入力します。 

(2) 「セキュリティの種類」を選択します。 

(3) 「暗号化の種類」を選択します。 

「セキュリティの種類」で選択した内容によっては、選択する必要はあ 
りません。 

(4) 「セキュリティキーまたはパスフレーズ」が AP で設定されている場合は、入 
力します。 

(5) 「この接続を自動的に開始します」にチェックを付けて、「次へ」をクリック 
します。 

5 「正常に•••を追加しました」と表示されたら、[閉じる]をクリックします。 

これで、プロファイルの作成は完了です。 
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I インターネットに接続するには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続方法やインター 
ネットを利用する上での注意事項について説明します。 


►接続するまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 



インタ _ ネットに接続 


►接続方法の選択とプロバイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方法を決め、その接続方法でサービスを 
提供しているプロパイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続方法は、目的や使い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続方法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダに確認してください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと呼び、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などでの接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線、 ISDN など 
での低速な接続をナローバンドと呼びます。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバ ー 

ADSL 

CATV 

ブロ ー ドバンド 


- 


ISDN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナロー バンド 


遅い 


速い 





























インターネットに接続するには 


インターネット接続の方法には、主に次のようなものがあります。 

争光ファイバー 

ほかのブロードパンド接続と比べても、数段に速く安定しているため、映像 
などの大量のデータ転送も無理なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから使い方に合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブル テレビの ケーブルを利用します。インターネットを ストレス なく使 
えます。 

拳そのほかの接続方法（ナローパンド） 

ほかにもアナログ電話回線や ISDN 回線を使った低速な接続方法がありま 
す。 


8S 

ダイヤルアップ接続 

ブロードパンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
呼びます。 


必要な機器 


インターネツト接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくは各 
プロパイ ダにお問い合わせください。 

►インターネツトに接続する 


プロ バイダと契約すると、 メールアドレスやパスワード など インターネッ トへ 
の接続に必要な情報と、接続手順を記載した説明書が プロ バイダより提供され 
ます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インストール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インタ^ーネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書は失くさないように大切 
に保管してください。 


第 2 章コンピュータの基本操作 


►インターネットを使う上での注意 


インターネットを使用すると、簡単に情報を得ることができたり、手軽にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならないこ 
とがあります。次の点に気をつけてインターネットを使用してください。 

春電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 
•電子メールは世界中の多くのコンピュータを経由して届けられるため、第三 
者に内容を見られる可能性があります。 

•インターネット上の情報は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、他人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子メールで送ったりすると法律で罰せられます。 
•ホームページからダウンロー ドするデータによっては、コンピュータが障害 
を被ることがあります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、コンピュータが障害を被る可能性があ 
ります。また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセス 
される可能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
. 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守る方法については、 p .128 「インターネットを使 
用する際のセキュリティ対策」をご覧ください。 

►インターネットや電子メールを利用する 


本機では、次のソフトウェアを使用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームページの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプローラ） 

• 電子メールの利用 ： Windows メール 

各ソフトウェアの使用方法は、次をご覧ください。 

「インフォメーションメニュー」一 「 pc お役立ち情報」 








インターネットに接続するには 


Windows メールの初期設定 

Windows メールをはじめて起動した際は、初期設定を行います。 

初期設定では、 メールアドレス などの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設定方法は次のとおりです。 

1 次のいずれかの方法で Windows メールを起動します。 

• [スタ'ート]—「すべてのプログラム」一 「 Windows メ'ール」 

• 1 Fn 1 + ( F 3 )( M ) を押します。 

^ 「名前」と表示されたら、名前を入力して[次へ]をクリックします。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示されたら、プロパイダから取 
得したメールアドレスを入力して[次へ]をクリックします。 

4 「電子メールサーバーのセットアップ」と表示されたら、プロバイダから指 
定されている受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[次へ]をク 
リックします。 

5 「インターネットメールログオン」と表示されたら、プロバイダから指定さ 
れているユーザー名とパスワードを入力して[次へ]をクリックします。 

〇 「設定完了」と表示されたら、[完了]をクリックします。 



設定を変更する 

一度行った設定は、次の場所から変更することができます。 

「ツール」メニュ「アカウント」一[追加]—「電子メ ールアカウント」 
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Internet Explorer で情報バーが表示されたら 

購入時の Internet Explorer は、セキュリテイ強化のために、意図しないプログラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをクリック 
して、表示された項目から適切な対処をしてください。 












- - 


■: ふ -c- Bjmvfc 


一 情報バー 





r»ar :r, .mr *- - 
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< 画面はイメージです > 


Internet Explorer の便利な追加機能 

• JWord 

「 JWord 」 を使うと、アドレスバーを利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方は、デスクトップ上にある「簡単検索 JWord 」 アイコン 
からマニュアルを開いてご覧ください。 


0 


拳 goo ステイック 

Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の検索ボックスが設 
定されています。 「 goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 























I インタ-ネットを使用する際のセキュリティ対策 


本機には、インターネットに接続した際のコンピュータウイルス感染や不正ア 
クセスなどの危険に対するセキュリティ機能が備えられています。 

ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータの安全を守るため、必ずセキュリティ対策を行って 
ください。 

卜 Windows Update 


「 WindowsUpdate 」 は、本機の Windows の状態を確認し、 Windows の更新プログ 
ラムをインターネットからダウンロードしてインストールする機能です。 
Windows を最新の状態にするため 、 Windows Update を行つてください。 


自動更新の設定 


本機を使用する際は、自動で Windows Update が行われるように、自動更新の設 
定をすることをおすすめします。 

自動更新の設定がされていると、インターネットに接続時、更新プログラムが 
自動的にダウンロードされ、設定時刻に自動でインストールされます。 

Windows のセットアップ時に 「 Windows を自動的に保護するよう設定してくだ 
さい」画面で「推奨設定を使用します」を選択した場合は、自動更新の設定が 
されています。そのまま使用してください。 

自動更新の設定は、次の場所で行います。 


[スタート]-「すべてのプログラム J-「Windows Update」 -「設定の変更」 



選択 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


手動で更新プログラムをインス I ルする 

重要度の高い更新プログラムは自動更新でインストールされますが、それ以外 
の更新プログラムは手動でインストールする必要があります。 

更新プログラムがダウンロードされると、画面右下の通知領域に 「Windows 
Update 」 アイコンが表示されます。 

m 

く Windows Update アイコン〉 

アイコンをクリックして表示される 「Windows Update 」 画面で更新プログラム 
を確認し、必要に応じてインストールを行ってください。 




インターネットを使用する際のセキュリティ対策 
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►セキユリテイソフトウェア 


コンピュータ ウイルスは、 インターネッ ト上や メールの 添付 ファイル などから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安定になったり、保存し 
てあるファイルが破壊されるなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス対策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス対策機能、フィッシング詐欺検出機能 
を備えた 「Norton Internet Security 90日版」が添付されています 。 「Norton Internet 
Security 90日版」の使い方は、本機に添付の『セキュリティソフトウェアをご 
使用の前に』をご覧ください。 



更新 サービスの 有効期限 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」は、製品版ではありません。更 
新 サービスの 有効期限は、セットアップ後90日間です。90日経過後は、更新 
サービスの 延長 キー （有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新 サービ 
スについての詳細は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧く 
ださぃ。 

市販のセキユリティソフトウェアを使う 

市販のキュリティソフトウェアを使用する場合は、ソフトウェア同士の競合を 
防ぐため、本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」はインスト 1 —ルしな 
いでください。 

インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストール方法については、本機に添付の『セキュリティソフトウェアをご 
使用の前に』をご覧ください。 
















第 2 章コンピュータの基本操作 


►フアイアウオール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータやプ 
ログラムを勝手に見られたり、改ざんや破壊されたりする可能性があります。 
「ファイァウォール」は、これらの不正ァクセスを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してくださ 

い。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が 
備えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」をインストールすると、 
自動的にファイァウォール機能が有効になります。そのままお使いください。 

Windows ファイアウォー■ルの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設定してくださ 

い。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用している場合> 

ファイアウォール同士の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設定してください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設定される場合があります。 

<ファイァウォール機能を持つソフトウェァを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有効/無効の設定は、次の場所から行います。 


[スタート]—「コントロールパネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
ファイアウォール」一「設定の変更」 






インターネットを使用する際のセキュリティ対策 



フアイアウオール 
ソフトを使用しない 
場合に選択 


ファイアウォール 
ソフトを使用する場 
合に選択 


^Windows Defender 


Windows Vista には、スパイウェアやそのほかのマルウェア（悪意のあるソフト 
ウェア）を検出したり、駆除したりするツ^ール 「 Windows Defender 」 が備えら 
れています。 

「Norton Internet Security 90日版」などのスパイウェア対策機能を持つソフトウェ 
アを使用している場合は、機能が重複するため 、 Windows Defender が自動で「無 
効」に設定される場合があります。この場合は、そのまま使用してください。 
スパイウェア対策機能を持つソフトウェアなどを使用しない場合は 、 Windows 
Defender を使用してください。 

Windows Defender は次の場所から起動します。 

[スタート]—「コントロールパネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
DerenderJ 

►フィッシング詐欺検出機能 


フィッシング詐欺とは、金融機関などのメールやホームページを装い、ユー 
ザーに暗証番号やクレジットカード番号を入力させて、個人情報を搾取する詐 
欺のことです。 

本機には、「フィッシング詐欺検出機能」が搭載されています。セキュリティ 
を守るため、機能を使用してください。 
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Norton Internet Security 90 日版のフィッシング詐欺検出機能 

本機に添付のセキユリティソフト 「NortonInternet Security 90日版」には、フィッ 
シング詐欺検出機能が備えられています。機能を「有効」にしてお使いくださ 

い0 

Internet Explorer のフィッシング詐欺検出機能 

ホームページ閲覧ソフト 「Internet Explorer 」 には、フィッシング詐欺検出機能 
が備えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」のフィッシング詐欺検 
出機能を「有効」にしている場合は、機能が重複するため 、 Internet Explorer の 
機能は g 動で「無効」に設定されます。そのまま使用してください。 

フィッシング詐欺検出機能を持つソフトウエアなどを使用しない場合は、 
Internet Explorer の機能を「有効」に設定してください。 




インターネットを使用する際のセキュリティ対策 


Internet Explorer のフイッシング詐欺検出機能の有効/無効の設定は、次の場所 
で行います。 

Internet Explorer の「ツール」 一 「フイッシング 詐欺検出機能」 一 「フイッ 
シング 詐欺検出機能の設定」一「詳細設定」タブー 「フィッシング 詐欺検出 
機能」 
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電源設定を行う (省電力機能を使う) 


ここでは、本機の電源の設定について説明します。 

►電源プランの設定 


本機には、次の3つの電源プランが用意されています。電源プランの選択によ 
り電力消費を抑えたり、パフォーマンスを優先させたりすることができます。 
使い方にあわせた電源プランを選択して本機を使用してください。 


春パランス 

パフォーマンスと電力消費のバランスを考えたプランです。 

* 省電力 

コンピュータの電力消費を抑えるプランです。パフォーマンスは低下しま 
す。 

拳高パフォーマンス 

電力消費は抑えずに、パフォーマンスを優先させるプランです。 

電源プランの選択は、次の場所から行います。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「システムとメンテナンス」一 r 電 
源オプション」 



プランを 

選択 


購入時は「バランス」に設定されています。 

















電源設定を行 5 (省電力機能を使 5) 


電源プランの内容変更 

電源プランの内容（省電力の設定など）は、変更することができます。変更は、 
各プランの「プラン設定の変更」から行います。 



プラン内容の変更 


「プラン設定の変更」では、本機が省電力状態に移行するまでの時間の設定や、 
LCD 画面の輝度の調節などを行うことができます。 

WWi P .138 「省電力状態に移行する方法」 

►本機を省電力状態にする 


本機を使用していない間、省電力状態にしておくと、電力の消費を抑えること 
ができます。特にバッテリだけで使用している場合は、本機を省電力状態にし 
ておくことで使用時間を延ばすことができます。ここでは、省電力状態に移行 
する方法や、省電力状態からの復帰方法について説明します。 

省電力状態へ移行する際の制限 

省電力状態に移行する際には、次のような制限事項があります。移行する前に、 
必ず確認してください。 

•周辺機器を接続している場合やアプリケーシヨンを起動している場合は、省 
電力状態に移行しないことがあります。 

籲ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常 
に通常の状態に復帰できない場合があります。 

* ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかの方法をとってください。 

• 再起動する。 

• 省電力状態に移行しないように設定する。 
gHp -138 「省電力状態に移行する方法」 
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籲省電力状態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書など）は保存しておいてください。 

參ネットワーク機能などを使って通信を行っている場合は、省電力状態に移 
行しないでください。通信が切断されることがあります。 

»サウンド機能を使って録音 • 再生している場合に、省電力状態に移行すると 
サウンド機能が正常に動作しない可能性があります。 

暑光ディスクメディアへの書き込み中に省電力状態に移行すると、書き込みに 
失敗する場合があります。書き込みを行う場合は、省電力状態に移行しない 
ように設定してください。 

p .138 「省電力状態に移行する方法」 


省電力状態の種類 


省電力状態には、主に次のようなものがあります。 

* ディスプレイの電源を切る 

省電力の効果はスリープ状態より低いですが、通常の状態にすぐに復帰でき 
ます。 

拳スリープ状態 

作業内容をメモリに保存し、コンピュータを低電力の状態にします。デ ィス 
プレイの 電源が切れ、電源ランプが点滅します。通常の状態へは数秒で復帰 
できます（使用環境により復帰時間は異なります）。スリープ状態で18時間 
経過した場合、またはパツテリ切れした場合は、自動的にメモリの内容が 
HDD に書き込まれ、本機は「休止状態」になります。 

• 休止状態 

作業内容を HDD に保存し、コンピュータを低電力の状態にします。ディスプ 
レイの電源が切れ、電源ランプが消灯します。 シャツ トダウン状態からより 
も早く通常の状態へ復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 




電源設定を行う（省電力機能を使う) 


►省電力状態に移行する方法 


本機を省電力状態にするには、時間経過で移行する方法と直ちに移行する方法 
があります。 

時間経過で移行する 


コンピュータを操作しない状態で、「電源プラン」で設定されている時間が経 
過すると、本機は自動的に省電力状態に移行します。初期値ではまずディスプ 
レイの電源が切れ、そのまま操作しないと続いてコンピュータがスリープ状態 
になります。 

省電力状態に移行する（ディスプレイの電源を切る、コンピュータをスリープ 
状態にする）までの時間は、次の場所で変更することができます。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「システムとメンテナンス」 一r 電 
源オプション」一各プランの「プラン設定の変更」 



時間を設定 
輝度を設定 


この画面では、バッテリ駆動時と電源接続時の LCD 画面の輝度の設定もできま 
す。 



時間経週で移行させない 

光ディスクメディアへ書き込みを行う場合などは、時間経過で省電力状態に移 
行する設定を無効にします。時間を全て「なし」に設定してください。 
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直ちに移行する 


次の操作をすると、本機はすぐに省電力状態に移行します。 


操作 

省電力状態の種類 

[スタート]— [6] をクリックする 

スリープ状態（初期値） 

電源スイッチ （6) を押す 

[Fn ) + ( FI 1を押す 

LCD ユニットを閉じる 

[スタート] —[►] から項目を選択する 

スリープ状態、休止状態、シャツ 
トダウン 


各操作を行ったときに移行する省電力状態の種類は、次の場所で変更すること 
ができます。初期値はすべて「スリープ状態」になっています。 


[スタート]—[コントロールパネル]—「システムとメンテナンス」 一r 電 
源オプション」一「電源ポタンの動作を選択する」 



種類を選択 


パッテリ低下時に移行する 

本機が「バッテリ低下」の状態になったとき、省電力状態に移行するよう、設 
定することもできます。 

IP ^ p .62 「バッテリ低下時の設定変更」 



























電源設定を行 5 (省電力機能を使 5) 


電源ランプの表示 

本機の電源の状態は、電源ランプ（①）で確認できます。 


電源の状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点灯 

ディスプレイの 電源が切れて いる 状態 

点灯 

スリープ状態 

点滅 

休止状態 

消灯 

電源切断時（シャットダウン時） 

消灯 


省電力状態からの復帰方法 

本機を省電力状態から通常の状態に復帰させる方法は、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの 
表示 

復帰方法 

ディスプレイの電源 
が切れている状態 

点灯 

タッチパッドやキ^ーボードを操作する 

スリープ状態 

点滅 

• 電源スイッチを押す 
• キーボードを操作する 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを押す 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


►旧 EE 1394 コネクタ 


本機右側面には IEEE 1394コネクタ （4 ピン）が1個用意されています 。 IEEE 1394 
コネクタには IEEE 1394対応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


IEEE 1394機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。た 
だし、通知領域にアイコン（「取り外し」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュア 
ルをご覧ください。 



<取り外しアイコン> 

►スピードステップ機能 


本機では、「スピードステップ」機能が自動的に機能しています。スピードス 
テップ機能とは、使用時の CPU の使用率にあわせて、 CPU の処理速度を自動で 
調整する機能です。 

CPU の使用率が少ないときは、 CPU の処理速度を抑え、消費電力を少なくしま 
す。また、 CPU の使用率が高いときは CPU 処理が高速になります。 














そのほかの機能 


►セキュリティロックスロツト 


本機左側面には、「セキュリティロックスロット」が装備されています。ここ 
には、専用の盗難抑止ワイヤーを取り付けます。 

専用の盗難抑止ワイヤーは、当社ホームページで購入することができます。 

http :// epsondirect.jp 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスや本機に接続できる装置について説明します。 


「アップグレードサービスについて」 . 144 

「外付け可能な周辺機器」 . 145 








アップグレードサービスについて 


当社ではコンピュータをお預かりして装置の交換をする、アップグレードサー 
ビスを有償で行っています。 

本機のアツプグレードサービスは、次のとおりです。 


メモリ 

交換 

内蔵 HDD 

交換 

光ディスクドライブ 

交換 


アップ グレードサービスをご 希望の場合は、 カスタマーサービスセンター にご 
相談ください。 カスタマーサービスセンターの 連絡先は、 『サポート.サービ 
スのご 案内』 を ご覧ください。 

ご自身での装置の交換は、故障の原因となりますので行わないでください。 


制限 


本機は、ご自身で機能を拡張することはできません。 




I 外付け可能な周辺機器 


本機のスロットやコネクタには、次のような周辺機器を取り付けることができ 
ます。各コネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器のマニュアル 
をご覧ください。 



e : 


a : b : c : 


a : e : f : g : h : i : 


a : マイク入カコネクタ 

• マイク 

b : ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
デイオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ 

•スピーカ 
•ヘッド フオン 

• MD デッキ 

• 5.1 チヤンネルサラウンドスピーカ 
システム 

C ： メモリカードス□ット 

•メモリースティック （ Pro 対応） 

• マルチメディアカード 

• SD メモリーカード 

d : PC カードスロット 

• PC カード 

PC Card Standard 準拠の PC カード 
(Type II )が利用できます。 


e : USB コネクタ 

• プリンタ 
• スキャナ 
• デジタルカメラ 

• USB FDD 

• USB マウス 

USB 対応機器が接続できます。 

f : IEEE 1 394コネクタ 

• DV 機器 

IEEE 1394対応機器が接続できます。 

g : S - ビデオ出力端子 
•テレビ 
h : VGA コネクタ 

• 外付けディスプレイ（アナログ接続) 
• ビデオプロジェクタ 

i : LAN コネクタ 

• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 


本機には以下の機器が接続できます。 

_無線 LAN 対応機器（無線 LAN 搭載時のみ) 


































外付け可能な周辺機器 
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B 旧 S の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 B 旧 S 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

「 BIOS の設定を始める前に」 . 148 

「BIOS Setup ユーティリティの操作」 .14 Q 

「BIOS Setup ユーティリティの設定項目」 . 157 







BIOS の設定を始める前に 


BIOS は、コンピュータの基本状態を管理しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Setup ューティリティ」で変更できますが、購入時のシ 
ス テム 構成にあわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
* パスワードを設定する場合 
• メインポード上の機能を有効/無効にした場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。 

設定値をよく確認してから変更を行ってください 。 BIOS Setup ューティリティ 
で変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメモリ領域に保存されます。 
この メモリはリチウム電池によってパックアップされているため、 コン ピュー 
夕の 電源を切ったり、再起動しても消去されることはありません。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 AC アダ 
プタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム電池の 
寿命は約5年です。日付や時間が異常になったり、設定した値が変わってしま 
うことが頻発するような場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 
『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、カスタマーサー ビス センター 
までご連絡ください。 


制限 


嫌設定値を変更して、動作が不安定になったり、リチウム電池の寿命で内容を 
保持できなくなった場合に備えて、必ず購入時の設定と変更後の設定値を記 
録しておいてください。 

■^ gp .163 「巳旧 S Setup ユーテイリテイの 設定値」 

• 設定を変更後に、万一動作が不安定になった場合は 、 「Load Optimal Defaults 」 
(初期値に戻す）または 「Discard Changes 」 （前回保存した設定値に戻す） 
を実行することで、もとの値に戻すことができます。 

■pgi|.153 「設定値をもとに戻すには」 

• 当社製以外の BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場合が 
あります0 当社製以外の BIQS へのアップグレードは絶対に行わないでくださ 
し、0 


















| BIOS Setup ユ■テイリテイの操作 


► BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの 1 F 2 1 の位置を確認してください。手 
順2では、すばやくし F 2 1を押す必要があります。 


1 本機の電源を入れます。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

2 本機の起動直後、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示されたら、すぐに 
キーポードのを押します。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一度実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」が起動して 「 Main 」 メニュー画面が表示さ 
れます。 


BIOS SETUP UTILITY 


Advanced Security 


System Overview 


AMIBIOS 

Version : #800A0-XXXXX-XXX 

Processor 

Type : Genuine Intel (R) CPU T2300 Q1.66GHz 

Speed :1667MHz 


Use [ENTER], [TAB] 
or [SHIFT-TAB] to 
select a field. 

Use [+] or [-] to 
configure system Time. 


System Memory 
Size :1024MB 


[:26:40] 

[Wed 07/05/2006] 




F9 

F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
Change Field 
Select Field 
General Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 




V02.59 (C)Copyright 1985-2005, 

America 

n Magatrends, 

Inc. 


巳 I0S Setup ユーティリティ （イメージ） 


仕様が前回と異なるとき 

コンピュータの状態が、前回使用していたときと異なる場合には、起動時に次 
のメッセージが表示されます。 


Press F 1 to continue, F2 to enter S ヒ 「UP 


このメツセージが表示されたら [ f 2 j を押して BIOS Setup ユーティリティを起 
動します。通常はそのまま r Save Changes and Exit J を実行して終了します。 

p .156 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 

[" FH を押すと Windows が起動しますが、動作中に問題が発生する可能性があ 


ります。 




























BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


「BIOS Setup ユーティリティ」の操作は、キーボードで行います。 

画面の構成 

BIOS セットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を変更することができます。 


処理メニュ_ 


BIOS SETUP UTILITY 


サブ設定項目 


設定項目 


障定値 


Advanced Settings 


WARNING : Setting wrong values in below sections 
may cause system to malfunction. 


Internal Pointing Device [Enabled] 

Exchange Fn & Ctrl Key [Disabled] 

Exchange R-Alt & Win APP Key [Disabled] 


Configure the IDE 
device (s). 


Select Screen 
tl Select Item 
Change Field 
Tab Select Field 
General Help 
Load Defaults 
F10 Save and Exit 
ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005,. 


< メニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実際の各メニュー画面と設定項目の説明は、 p .157 「BIOS Setup ユーティリ 
ティの設定項目」をご覧ください。 
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第 4 章 BIOS の設定 


画面の操作方法 

「BIOS Setup ューティリティ」の操作方法は、次のとおりです。 

1処理 メニューで 設定を変更した し 傾目のある メニュー 画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

でメニュー間を移動します。 

rmnn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理メニュ - 


設定項目を選択 


BIOS SETUP UTILITY 

■ Boot 


Boot Settings 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
Load Defaults 
Save and txit 
Exit 




V02.59 (C)Copyright 1985-2005, Am 

iericar 

1 Magatrends, 1 

Inc. | 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、 rrn を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
cin cin で設定値を変更したい項目まで移動します。 


BIOS SETUP UTIUTY 


2nd Boot Device 
3rd Boot Device 


[CD/DVD] 
[Hard Drive] 


Specifies the boot 
sequence from the 
available devices. 

A device enclosed in 
parenthes is has been 
disabled in the 
corresponding type 


H 


Select Screen 
Select Item 
FI General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005, 


< サブメニュー画面 > 


サブメニュー画面から戻るにはを押します。 









































BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


2設定値を変更します。 

rrn を押して選択ウインドウを表示し、 nrim で値を選択し、 rrn で 
決定します。 


選択ウィンドウ 


BIOS SETUP UTILITY 

I Boot I 


Boot Settings 


► Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


Wake-Up On LAN 


[Disabled] 



Select Screen 
tl Select Item 

FI General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


v02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, 


キー操作一覧 

BIOS の画面では、次のキーを使って操作を行うことができます。 


キー 


操作できる内容 


I Esc 


m，m 


* 変更した内容を破棄し、終了するか確認するメッ 
セージを 表示します。 

• サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 
設定を変更する項目を選択します。 



処理 メニューを 選択します。 


「 Fn j + L ■ ] 

r^ri+rn^) 


項目の値を変更します。 


• メニュー画面中の ►マークの 付いている項目で押 
すとサブメニュー画面を表示します。 


• 選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


Czl ] 

1 F 10 ) 

[pgupl 


♦設定値を選択します。 

ヘルプを 表示します。 

変更した設定値を前回保存した設定値に戻します。 

全設定項目の値を初期値に戻します。 

変更した設定値を保存して終了します。 

表示されているメニューの中の最初の項目に移動しま 


〔 Fn ド 「Home j 
[PgDn] 

〔 Fn | +〔End | 


す。 


表不 されている メニュ 
します。 


一画面の中の最後の項目に移動 
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第 4 章 BIOS の設定 


►設定値をもとに戻すには 


BIOS Setup ユー ティリティの 設定を間違えてしまい、 万一 本機の動作が不安定 
になってしまった場合などには 、 BIOS Setup ユー ティ リ ティの 設定を初期値や 
前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults ( 初期値に戻す） 

BIOS Setup ユー テイリ テイの 設定を 、 BIOS の 初期値に戻します。 


1 1 F 9 」を押す、または 「 Exit 」 メニュー画面 - 「Load Optimal Defaults 」 

を選択すると次のメッセージが表示されます。 


Load Optimal Defaults ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を選択してを押します。変更しない場合は [ Cancel ] を選択 
して ru を押します。 

次のような場合は 、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値 
を設定しなおしてください。 

• セキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合 

メインボード上のセキュリティチップの機能を有効にするため、 「 Security 」 
メニュー画面一 「TPM Security 」を 「 Enabled 」 に設定します。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

p .156 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes ( 前回保存した設定値に戻す） 

BIOS Setup ューティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1 ( F7 1 を押す、または 「 Exit 」 メニュー画面一 「Discard Changes 」 を選 
択すると、次のメッセージが表示されます。 


Discard Changes ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 tow を選択してを押します。 

変更しない場合は [ Cancel ] を選択して fTH を押します。 






















BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


► Password の設定 


パスワードを 設定することで、本機を使用する ユーザーを 限定することができ 
ます。 システム 起動時 や 「BIOS Setup ユーティリティ」 起動時に パスワードの 
入力を要求し、正しい パスワード 入力が行われないと本機を使用することがで 
きません。 

パスワードの 設定は 、 「BIOS Setup ユーティリティの 設定項目」 の 「 Security 」 メ 
ニュー画面にある Password に関する設定項目で行います。 

『遍 p . 159「 Security メニュー画面」 

パスワード入力時の注意 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
なレ、状態でパスワードを入力するとエラーになります。 

管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定 • 変更 

管理者パスワードおよびユーザーパスワードを設定すると、 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」起動時に パスワード 入力を要求します。 


制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないようにしてください。パスワードを忘れ 
ると、 BIOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動ができなくなります。 
万一、 パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい0 


ユーザーパスワードは、 管理者 パスワードを 設定すると、設定できるようにな 
ります。 

管理者 パスワー ドおよび、 ユーザーパスワー ドの設定.変更方法は次のとおり 
です。 

1 「Change Supervisor Password 」 または 「Change User Password 」 
を選択してを押すと、次のメッセージが表示されます。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、 r ^ n を押します。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして使用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 
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3続いて次のメッセージが表示されます。確認のためにもう一度同じパスワー 
ドを入力し、 m を押します。 


Comirm New Password 


同 じパス ワー ドを入力しないと 、 「Passwords do not match ! 」 というメッ セー 
ジが表示されます。 [ Ok ] が選択された状態で [d ) を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。 

4 「Password installed」 というメッセージが表示されたら、 [Ok ] が選択 
された状態で r^n を押します。 

パスワードの設定が完了すると 、 「Supervisor Password 」 または 「User Password 」 
項目の値が 「 Installed 」 に変わります。 

管理者パスワードの削除 

管理者パスワードを削除する場合は 、 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時に管 
理者パスワードを入力してください。 

1 「Change Supervisor Password」 を選択して し1 を押すと、次のメッ 
セージが表示されます。 


Enter New Password 


2 何も入力せずにを押すと、次のメッセージが表示されます。 


Password uninstalled . 
[ Ok ] 


3 rokj が選択された状態で^]を押します。 

「 SupervisorPassword 」 項目の表示が 「 NotInstalled 」 に変わります。これでパ 
スワードが削除されます。 

管理者パスワードを削除すると、ューザーパスワードも削除されます。 

ユーザーパスワードの削除 

1 「Clear User Password」 を選択して、 [] を押すと、次の画面が表示さ 
れます。 


Clear Jser Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [Ok] を選択して、 QD を押します。 「User Password」 項目の表示が 「Not 
Installed」 に変わります。 

これで、ユーザーパスワードが削除されます。 


























BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


► BKDS Setup ユーティリティの終了 

「BIOS Setup ューティリティ」の終了方法には、次の2つがあります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する） 

変更した設定値を保存して 、 「BIOS Setup ューティリティ」を終了します。 

1 [Fio 丨 を押す、または 「Exit」 メニュー画面— 「Save Changes and Exit」 
を選択すると次のメッセージが表示されます。 

Save configuration changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 tok ] を選択し、を押します。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

変更した設定値を保存せずに 、 「BIOS Setup ューティリティ」を終了します。 

1 (Esc 丨 を押す、または 「Exit」 メニュー■画面一 「Discard Changes and 
Exit」 を選択すると次のメッセージが表示されます。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 tok ] を選択し、を押します。 
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| BlOSSetup^- テ l リテゴの設定項目 


ここでは 、 BIOS Setup ューティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します 。 BIOS 
Setup ューティリティのメニュー画面には、次の6つのメニューがあります。 

參 Main メニュー画面 

• Advanced メニュー画面 

• Security メニュー画面 

• Power メニュー画面 
參巳00 1 メニュー画面 

• Exit メニュー画面 

► Main メニュー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付と時刻の設定を行います。 
設定項目と詳細は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


AMI BIOS 

Version 

本機に搭載されている BIOS のパージョンを表示します。 

Processor 

^Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設定します。（曜日月/日/年）の順で表示されています。 
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BIOS Setup ユーテイリテイの設定項目 


►Advanced メニュー画面 


「 Advanced 」 メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 


行います。 

設定項目と詳細は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master / 
Primary IDE Slave / 
Secondary IDE Master / 
Secondary IDE Slave 

接続している IDE 装置について、以下の項目をサブメ 
ニユ 1 一に表不します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


Device 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 


Vendor 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示します。 


"LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


Block Mode 

一度に何セクタ転送できるかを表示します。 


ポ PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


"Ultra DMA 

Ultra DMA 対応装置の転送モ'—ドとチャンネルを表示しま 
す。 


" S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . l . (Self Monitoring Analysis and Reporting 
Technology ) をサポートしているかどうかを表示します。 

Internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled :タッチパッドを使用しません。 

Exchange tn & Ctrl key 

キ'ーボ 1 ー ドの左下側にある Fn キ'一と、その隣にある Ctrl 
キーの機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えます。 

Disabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えません。 

Exchange R-Alt & Win APP key 

キーボードの右下側にある Alt キーと、その隣にあるアプ 
リケーシヨンキーの機能を入れ替えるかどうかを設定しま 
す。 

Enabled : Alt キーとアプリケーシヨンキ^一の機能を入れ替 
えます。 

Disabled : Alt キーとアプリケーシヨンキーの機能を入れ替 
えません。 
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► Security メニュー画面 


システム起動時や 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時などのパスワードに関する設定や、メインボー 
ド上のデバイスに関する設定を行います。パスワードの設定方法は、 p .154「 Password の設定」をご覧く 
ださい。 

設定項目と詳細は、次のとおりです。 


.は初期値 


* は項目表不のみ 


* Supervisor Password/User Password 

「 Supervisor Password 」 （管理者パスワード）と User 

Password (ユーザーパスワード）が設定されているかどう 
かを表示します。 

Not Installed :パスワードが設定されていません。 

Installed :パスワードが設定されています。 

Change Supervisor Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定します。 
「BIOS Setup ユーティリティ」起動時にパスワード入力を 
しネ 

( ^ 丨を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。 「 UserPassword 」 （ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」にアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : 「BIOS Setup ユーティリティ」を起動するこ 
とができません。 

View Only : 「BIOS Setup ユーティリティ」を閲覧できま 
すが、設定項目の変更はできません。 

Limited : 「BIOS Setup ユ^ーティリティ」を閲覧できる 

ほかに、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管理者と同一の権利を許可します 。 BIOS 
セットアップユーティリティのすべての項 
目を設定したり閲覧したりすることができ 
ます。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定します。 
r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」起動 
時にパスワード入力を要求します。 

[ 1を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「User Password 」 （ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されます。 

(—1 1を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 

Password Check 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

Setup : 「BIOS Setup ユーティリティ丨起動時にパスワー 
ド入力を要求します。 

Always : 「BIOS Setup ユーティリティ」や' Windows 起動時、 
省電力状態から復帰時にパスワード入力を要求し 
ます。 
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Boot Sector Virus Protection 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。書き 
込みを禁止すると、ウイルスによる HDD のブートセクタ 
(システム領域）への感染を防ぐことができます。 

Disabled : 書き込みを許可します„ 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

セキュリティチップ ( TPM ) を使用するかどうかを設定し 
ます。 

Disabled :セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :セキュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ ( TPM ) の設定を初期化（消去）しま 
す。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。また 、 Windows Vista の HDD 暗 
号化機能 rBitLockerj を使用している状態で初期化を行う 
と、 Windows が起動できなくなり、暗号化している HDD 内 
のデータも使用できなくなります。 

セキュリティチップの初期化は、十分に注意し、お客様の 
責任にお レヽて 行つてください。 

(] を押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盗難を防 
ぐために、インタ 

AUDIO 

サウンド機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にします。 

LOCKED :サウンド機能の使用を不可にします。 

フェースの有効、 
無効を設定します。 

「 Supervisor Password 」 
(管理者パスワード） 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を可能にするかどう 
かを設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の使用を可能にします„ 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 

を設定すると設定可 
能になります。 

Wireless LAN 

(無線 LAN 搭載時の 
み表示） 

無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :無線 LAN 機能の使用を可能にします„ 
LOCKED :無線 LAN 機能の使用を不可にします。 


Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設 
定します。 

UNLOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を可能にし 
ます。 

LOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を不可にし 

ます。 


PC Card / SD / MS / 

MMC / IEEE 1394 

PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用を可能にす 
るかどうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394機能の使 

用を可能にします。 

LOCKED : PC . カード 7 メモリカード/ IEEE 1394 機能の使 

用を不可にします。 


USB 

USB 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED : USB 機能の使用を可能にします。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 
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Hard Disk Protection 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。内蔵 HDD 保護のパスワードの有 
効•無効を設定します。有効に設定すると 「BlOSSetup 
ユーテイリテイ」や Windows 起動時に 「Supervisor 

Password 」 （管理者パスワード）で設定したパスワードの 
入力を要求します。 

Disabled :パスワード入力を要求しません n 

Enabled :パスワード入力を要求します。 

► Power メニユー画面 

「 Power 」 メニュー画面では、 

バッテリのリフレッシュを行います。 

Start Batterv Calibration 

(バッテリのリフレッシュの実行） 

バッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 
ra p .63 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

► Boot メニユー画面 


Boot メニュ 1 一画面では、システムの起動 ( Boot ) に関する項目を設定します。 
設定項目と詳細は、次のとおりです。 


.は初期値 


* は項目表不のみ 


Boot Device Priority 

Windows を起動す 
るドライブの順番 
を設定します。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「 Removable Device 」 です。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「 Hard Drive 」 です。 

4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュー画面一 「 Onboard LAN Boot ROM 」 を「 Enabled 」 に 
設定すると表示されます。初期設定は 「RealtekBoot 

Agent 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled :無効にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 
( LAN からの起動設定） 

ネットワ 1 —クからの信号により起動するかどうかを設定し 
ます。電源切断状態からの起動は、正常にシャットダウン 
し、 AC アダプタを接続した状態でのみ使用可能です。 
Disabled :設定しません„ 

Enabled :設定します。 
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起動するドライブとは 

「 Boot 」 メニュー画面の 「Boot Device Priority 」 では、順番にシステムを検出し、起動 ( boot ) するドラ 
イブを設定しています。 

コンピュータが、 [1 st Boot Device ]、[2 nd • • •] という順番でドライブを検出して、システムが見つかつ 
たドライブからシステムを起動します。 

設定内容は、サブメニューに表示される項目を設定しなおすことで変更することができます。 
サブメニューには、次のような項目が表示されます（購入時のシステム構成により異なります)。 

• Removable Device (オプションの USB FDD などを指します。） 

• CD/DVD (接続されている光ディスクドライブ） 

• Hard Drive (接続されている HDD) 

• Disabled (検出するドライブなどを割り付けないときに設定します。） 

►Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面は 、 BIOS Setup ユーティリティの終了方法などを設定する場合に使用します。 
設定項目と詳細は、次のとおりです。 


Save Changes and nxit 

変更した内容（設定値）を保存してから 、 BIOS Setup ユーティリティを 
終了します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに 、 BIOS Setup ユーティリティを終 
了します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存 
した設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Setup ユーティリティの設定値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 
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► BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Setup ユーティリティで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設定は必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

mtemal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

exchange tn & Ctrl key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange R-Alt & Win APP key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

^User Access Level 

No Access 

Limited 

View Only 
Full Access 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

¥ Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

I/O Interface 

AUDIO 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card/SD/MS/ 

MMC/IEEE1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


* 「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると表示されます。 

Boot メニュー画面 



項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 
Priority 

1st Boot Device 



2nd Boot Device 



3rd Boot Device 



4th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disaoled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウェアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス! ルする前に必ずお読みください」 . 166 

「ソフトウェアの再インス!ルを行う」 . 167 





| 再ィンスト-ルする師こ必纖 K ださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載します。 

再インストールは「リカバリ」ともいいます。 

►再インストールが必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復しても問題が解決できない 

■(■日ム 

场口 

參 HDD 領域の構成を変更したい場合 

Windows を修復する 

なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合は、再インストールを行う 
前に 「 Windows 回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インス 
トールしなくても、問題が解決する場合があります。 

|^^ pp .210 「Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


►重要事項 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製以外の日 ios へのアップデート禁止 

当社製以外の BIOS に、絶対にアップデートしないでください。当社製以外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウェアの更新サービス 

本棵に添付のセキュリテイソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無効になります。更新 
サービスの延長が無効になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

『セキュリティソフトウエアをご使用の前に』 


最新の情報 
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インストール 方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。梱包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従つ 
て作業をすすめてください。 













I ソフトウ 5 アの再インストールを行う 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールの際には、次のメディアが必要です。 

• Windows Vista リカパリ DVD 

Windows Vista が登録されている DVD - ROM です。 

• リカパリツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消去禁止領域」からインストール 
するためのプログラムが登録されている CD - ROM です。 

* そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によつて必要なメディアは異なります。 

本体ドライバやソフトウェアは HDD の消去禁止領域に登録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 

^ g P .27 「添付されているソフトウェア」 

HDD の消去禁止領域に登録されているドライバやソフトウェアのインストー 
ルは、リカバリツールを使用して行います。 

►インストールの順番 


再インストールは、次の順番で行います。 


Windows 

p .170「 Windows のインストール」 



リカバリ ツール 

^3 p - 174 「リカバリツールのインストール」 



本体ドライバ 

p .175 「本体ドライバのインストール」 



Adobe Reader 

『本 p .176 「Adobe Reader のインストール」 



セキュリティソフトウェア 

p .177 「セキュリティソフトウェアのインストール」 
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マニュアルびゅ一わ 

p.i77 「マニュアルびゆ一わのインストール」 



Nero / Essentials 

p .178 「Nero 7 Essentials のインストール」 



Win DVD 

p.178 「 WinDVD のインストール」 



JWord Plugin 

p.179「JWord Plugin のインストール」 



gOO ステイツク 

『遍 p.179 「 goo スティックのインストール」 



そのほかの作業 

P.180 「そのほかの作業」 


►インストール作業における確認事項 

再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 


インス!ル全般 

インストール作業は、 AC . アダプタを接続して行ってください。 

管理者 （ Administrator ） のアカウントでログオン 

インストール作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントでログオンして行って 
ください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 
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ドラィブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 
光ディスクドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なります。 

A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

C ドライブ ： HDD 

D ドライブ ：光ディスクドライブ 

メーカー 情報 

Windows のインストールを行うと、次の場所に表示されているサポート情報は 
消去されます。あらかじめご了承ください。 

[スタート]-「コントロールパネル」一「システムとメンテナンス j - r シ 
ステム」 

各種設定やデータのパックアップ 

再インストールを行うと設定した事項が、元に戻ってしまったり、データが消 
えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写 
したり、データのパック アッ プを行っておいてください。 
p .171 「バックアップを取る」 
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► Windows のインストール 


インス!-ールの流れ 

Windows のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インストール作業は、 p .171 「Windows Vista をインスト 1 —ルする」以降の手順に 
従って行ってください。 


パックアップを取る 



コンピュータを購入時の状態にする 



インストールの開始 （Windows Vista のインス I ル手順1〜) 




HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

p .225「 C ドライブを分割•変 
更する」 



HDD の フオー マツ トとファイルのコピー(手順 10) 



セットアップ（手順11〜) 



終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインスト 1 —ル中に C . ドライブ （ Windows がインスト' —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割についての詳しい説明は、 p .222「 HDD 領域（ドライ 
ブ）の分割 • 変更 • 作成」をご覧ください。 


170 













第 5 章ソフトウェアの再インス！ル 


卜 Windows Vista をインストールする 


パックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消えてしまいます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

籲ネットワークやモデムの設定 

接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、 Windows メールの「連絡先」「メールデータ」 

WWi p .217 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウェア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

争セキュリティチップユーティリティの設定 

セキュリティチップューティリティを使用している場合は、設定のパック 
アップを行ってください。 

『セキュリティ機能 ( TPM ) 設定ガイド』一 「 Windows を再インストー 
ルする前に」 

暑重要なデータ 

ほかのメディアなどに コピーして おいてください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でも、 C ドライブ以外のドライブ （ HDD 領 
域）のデータをパックアップすることをおすすめします。 
gS p .217 「データのパックアップ」 

コンピュータを購入時の状態にする 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設定値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。コンピュータを 
購入時の状態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows Vista のインストー■ル 

Windows Vista のインストールは、次の手順で行います。 

1コンピュータの電源を入れ、 Windows が起動したら 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVDJ を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面が表示されたら、 M をクリックし、画面を閉じてください。 
ここからはインストールを行いません。 

2 「スタート」一 [►] 一「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
します。 

^ 「 EPSON 」 と表示後、黒い画面に 「Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示されたら、どれかキーを押します。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vista が起動してしまい 
ます 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 
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4 「システム回復オプション」画面が表示されたら、キーボードレイアウトが 
「日本語」になっていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

ここで HDD 内の Windows のチェックが行われます。 Windows の修復を促す画 
面が表示された場合は、画面の指示に従って修復を行ってください。 

5 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示されたら、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
ます。 

6 「回復ツールを選択してください」と表示されたら、 「 Windows の再インス 
I ■'ール」をクリックします。 

7 「 Windows の再インストールを行います。」と表示されたら、[再インス I '一 
ル]をクリックします。 

8 「ファイルが存在しました。」と表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

9 「ライセンス条項をお読みください。」と表示されたら、内容を確認し、 r 条 
項に同意します」にチェックを付けて、[次へ]をクリックします。 

10 「 Windows のインストール場所を選択してください。」と表示されたら、次 
のとおり作業を続けます。 

<領域変更を行わない場合（通常）> 

(1) 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 

(2) 「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）が選択された状態で「フォー 
マット」をクリックします。 

(3) 「このパーティションをフォー マッ トすると…」と表示されたら、 [0 K ] を 
クリックします。 

フォーマットが開始されます。 

(4) フォーマットが終了すると、[次へ]がクリックできる状態になります。 
「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）が選択された状態で[次へ]を 
クリックします。 

Windows Vista のインストールが開始されます。システム構成にもよりま 
すが、インストールは20分〜40分かかります。手順11の画面が表示され 
るまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

<領域変更を行〇場合> 

P.225 rc ドライブを分割 • 変更する」の手順に従ってください。 

11「ユーザー名と画像の選択」と表示されたら、ユーザー名、パスワード（任 
意）を入力し、画像一覧からお好みの画像をクリックして選択し、[次へ] 
をクリックします。 

p .43 「セットアップ中に入力する項目について」 
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12 「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。」と 
表示されたら、コンピュータ名を入力し、背景一覧からお好みの背景をク 
リックして選択し、[次へ]をクリックします。 

p .43 「セットアップ中に入力する項目について」 

13 「Windows を自動的に保護するよう設定してください」と表示されたら、保 
護の設定をクリックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 

14 「時刻と日付の設定の確認」と表示されたら、「タイムゾーン」が r 大阪、札 
幌、東京」になっていることを確認し、「日付」、「時刻」を設定し、[次へ] 
をクリックします。 

15 ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を 
選択してください」と表示されます。場所をクリックして選択します。 

16 「ありがとうございます」と表示されたら、[開始]をクリックします。 

設定が行われます。設定には約5分かかります。 

17 手順11でパスワードを設定した場合は、パスワード入力画面が表示されま 
す。パスワードを入力して、 r^n を押します。 

18 Windows Vista のデスクトップ（下記の画面）が表示されたら、 「Windows 
Vista リカパ UDVDJ を取り出します。 

デスクトップの背景は、手順12で選択した背景が表示されます。 



これで Windows Vista のインストールは完了です。 








ソフトウェアの再インストールを行う 


19手順1〇で領域変更を行つた場合は、未割り当ての領域に領域(パーティシヨ 
ン）を作成します。 

領域（パーテイシヨン）の作成は、ドライパやソフトウェアのインストール 
が終了してから行ってもかまいません。 

WW P.226 「 C ドライブ以外のドライブを作成.変更する」 

►リカバリツールのインストール 


リカバリツールは、 HDD の消去禁止領域に登録されている本体ドライバやソフ 
トウ ェアの イ ンス トールの際に使用します。 

リカバリ ツールのイ ンストールは、次の手順で行います。 

1「リカパリツール CDJ を光ディスクドライブにセットします。 

2 「自動再生」画面が表示されたら、 rSetup . exe の実行」をダブルクリック 
します。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

4 「リカパリツールセットアップへようこそ」と表示されたら、以降は画面の 
指示に従ってインス I 'ールを行ってください。 

イ ンストールが完了すると、デスクトップ上に次のアイコンが表示されま 
す。「リカバリ ツール CD 」 を光ディスクドライブから取り出してください。 

•州 W ウ-儿 
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►本体ドライバのインス I ル 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してイ 
ンストールします。 

インストールするドライバ類は次のとおりです。 


• チップセットドライバ 
• ビデオドライバ 
• タッチパッドドライバ 
籲インスタントキードライバ 


• ネットワークドライバ 
籲サウンドドライバ 
• メモリーカードドライバ 
• 無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ ) 


インス I ル 

インストー ルの手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面が表示されたら、[インストール]をクリックします。 

4本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から「本体 
ドライパ」を選択して[インストール]をクリックします。 

手順 5 の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



<イメージ> 

※表示される項目は、システム構成によって異なります。 

5 「ドライバ•ソフトウェアのインストール」画面が表示されたら、一覧から 
[インス!'ール]をクリックします。 

6 「インストール確認」画面が表示されます。内容をよくお読みになり [0 K ] 
をクリックします。 

各ドライバが自動的にインストールされます。インストールには、十数分か 
かります。 
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7 「インストールが完了しました。」と表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

8 「インストール処理」画面が表示されたら、ドライバのインストール状態を 
確認して [ PC 再起動]をクリックします。 

ドライパによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされま 
す。 Windows が再起動したら、本体ドライパのインストールは終了です。 



リカパリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリツールからインストールを行う際、ソフトウエアによっては一時的に 
HDD にインストール用データをコピーします。「リカバリツール」画面で[ファ 
イル削除]が黒字で表示されるときは、コピーされた不要なインストール用 
データが HDD に残っています。[ファイル削除]をクリックしてデータを削除 
すると、 HDD の容量を節約することができます。 


^ Adobe Reader のインストール 
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「Adobe Reader」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、印刷したりするための 
ソフトウェアです。 

r Adobe Reader」 のインストール手順は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、[インス!'ール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 
「Adobe Reader 」 を選択して[インス!'ール]をクリックします。 

「このファイルを実行しますか？」と表示された場合は、[実行]をクリック 
します。 

5 「Adobe Reade 「•••セットアップ」画面が表示されたら、[次へ]をクリッ 
クします。 

6 「プログラムをインストールする準備ができました」と表示されたら、[イ 
ンス I 'ール]をクリックします。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

7 「セットアップ完了」と表示されたら、[完了]をクリックします。 

8 「使用許諾契約書」が表示されたら、 r ••言語を選択してください。」が「日 
本語」になつていることを確認します。 


第 5 章ソフトウェアの再インス！ル 


9 「使用許諾契約書」に同意するかしないかを選択します。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と 、「 Adobe Reader 」 は使用できません。 

10 「Adobe Reader 操作ガイド」が表示されます。 

内容を確認してください。 

以上で 、 「Adobe Reader 」 のインストールは終了です。 

「Adobe Reader 」 では、起動時に、新しい機能の追加などを自動的に行う「重 
要なアップデートの自動化」画面が表示されることがあります。この場合 
は 、 「Adobe Reader 」 を最新に保つために、[はい]をクリックします。「重 
要なアップデートの自動化」を行うには、インターネットに接続できる環境 
が必要です。 

►セキユリテイソフトウェアのインストール 


本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』（別冊）をご 
覧ください。 

市販のセキュリティソフトウェアをインストールする場合は、ソフトウェアに 
添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

►マニュアルびゆ一わのインストール 


「マニュアルびゆ一わ」のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、[インストール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から「マ 
ニュアルびゆ一わ」を選択して[インス!'ール]をクリックします。 

5 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」と表示されたら、「次へ」を 
クリックします。 

6 「インス!-ール準備の完了」と表示されたら、[インス！-ール]をクリックし 
ます。 

7 「InstaNShield Wizard の完了」と表示されたら、[完了]をクリックします。 

これで「マニュアルびゆ一わ」のインストールは終了です。 
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►Nero 7 Essentials のインストール 


「Nero 7 Essentials 」 は、書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時に添付 
されています。 

Nero 7 Essentials のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

え 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、[インス!'ール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 「Nero 
7 Essentials 」 を選択して[インストール]をクリックします。 

5 「 Nero マルチインストーラ」画面が表示されたら 、 [Nero 7 Essentials ] 
をクリックします。 

〇 「• • •インストールウィザードへようこそ」と表示されたら、以降は画面 
の指示に従ってインストールを行ってください。 

► WinDVD のインストール 


FWinDVDJ は DVD 再生機能のある光ディスクドライブを搭載時のみ添付され 
ています。 

WinDVD のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、[インス!'ール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 
rinterVideo WinDVDJ を選択して[インス!■'ール]をクリックします。 

5 rWinDVD をインストールする前に • • •」と表示されたら、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

6 「 WinDVD セットアップへようこそ」と表示されたら、以降は画面の指示に 
従ってインストールを行ってください。 
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卜 JWord Plugin のインストール 


r JWord PluginJ は、 Internet Explorer のアドレスバーから、日本言吾でインタ * 1 2 3 * 5 —ネッ 
卜を検索できるソフトウェアです。 

JWord Plugin のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面が表示されたら、[インストール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 
「JWord PluginJ を選択して[インストール]をクリックします。 

5 「 JWord プラグイン…セットアップウィザードへようこそ」と表示されたら、 
以降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

► goo スティックのインス!^ール 


「 goo スティック」は 、 Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の 

検索ボックスを追加するソフトウェアです。 

goo ステイックのインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、[インストール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 「goo 
スティック」を選択して[インストール]をクリックします。 

5 「インス!-ールが完了しました。」と表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

これで、 goo ステイックのインストールは終了です。 
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►そのほかの作業 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、未設定領域はそのまま 
では使用できません。 Windows の「ディスクの管理」を使用して、領域の作成 
を行います。 

WWi p .226「 C ドライブ以外のドライブを作成_変更する」 

セキュリティチップユーティリティのインス|-ール 

セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) を使用する場合は、 BIOS の設 
定を変更し、セキュリティチップューティリティをインストールする必要があ 
ります。詳しくは、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別冊）をご覧く 
ださい。 

Hotkey ユーティリティのインスIル 

Hotkey ューティリティのインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面が表示されたら、[インス!-ール]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から 
「 Hotkey ユーティリティ」を選択して[インス!'ール]をクリックします。 

5 「設定言語の選択」と表示されたら、「日本語」が選択されていることを確認 
し、[次へ]をクリックします。 

〇 「EPSON Hotkey の…へようこそ」と表示されたら、[次へ]をクリックし 
ます。 

7 「インストール先の選択」と表示されたら、[次へ]をクリックします。 

8 「プログラムのインストール準備完了」と表示されたら、[インストール]を 
クリックします。 

9 HnstallShield Wizard の完了」と表示されたら、[完了]をクリックします。 

これで、 Hotkey ューテイリテイのインストールは終了です。 
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各種ドライバのインス!ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーティリティ、アプリケー 
ションなどのインストールが必要です。インストールは、オプション機器類に 
添付されているメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使いになる 
オプション機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 

82 - ■ 

インストールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーティリティが 
必要になります。 

• USB 対応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
• プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライパ 


ネットワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN (無線 LAN 搭載時のみ）を使用する場合 

は、ネットワークへの接続を行います。 

fW \ p .112 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 

F ^ p .114 「無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ)」 


パックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にパックアップしたデータを復元します。 

• Internet Explorer 、 Windows メールの設定の復元 

IPa p .217 「データのバックアップ」 

* 重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 



そのほかのソフトウェアのインス I -ール 

そのほかに使用するソフトウェアがある場合は、インストールします。インス 
卜'~ル方法についてはソフトウ：!;アに添付のマニュアルをご覧ください。 
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こんなときは 

困ったときの確認事項や対処方法などについて説明します。 


「トラブルが発生したら」 . 184 

「困ったとぎに」 . 185 

「システム診断ツールを使う」 . 207 

「トラブル時に役立つ機能」 . 208 

「警告メッセージ/警告音」 . 213 











トラブルが発生したら 


本機ご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法をご確認く 
ださい。 

• 困ったときに 

トラブルが発生した場合の確認事項と対処方法を記載しています。 
^^ p .185 「困ったときに」 

«とらぶる解決ナビ 

当社ユーザーサポートページの「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解決方法をピックアップして収録しています。 



「インフォメーションメニュー」 
を開き、「とらぶる解決ナビ」を 
ク U ック 





サボート•サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 



























困ったときに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参考 
にしてください。 

対処方法が見つからない場合は、「インフオメ'ーシヨンメニュ'一」の「とらぶ 
る解決ナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧ください。 


不具合一覧 


參 P .186 「コンピュータが起動できない場合」 

• P .190 「コンピュータ本体の不具合」 

參 P .192 「インス!ル時の不具合」 

• P .193 「省電力機能に関する不具合」 

• P .194 「バッテリパック使用時の不具合」 

• P .195 「キーボードの不具合」 

• P .196 「タッチパッドの不具合」 

• p .197「 LCD ユニットの不具合」 

• p .198「 HDD の不具合」 

• P .198 「光ディスクドライブの不具合」 

• P .201 「無線 LAN 機能の不具合（無線 LAN 搭載時のみ)」 

• P .202 「セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) の不具合」 

• p .202 「ソフトウェアの不具合」 

• P .205 「メモリの不具合」 

• p .205「 PC 力ードの不具合」 

• P .206 「メモリカードの不具合」 

• P .206 「内蔵 スピーカの 不具合」 



LAN (インターネット接続）の不具合 

LAN (インターネット接続）の不具合については「とらぶる解決ナビ」をご 
覧ください。 

ITS p .184 「とらぶる解決ナビ」 














困ったときに 


►コンピュータが起動できない場合 


シャツトダウン状態からコンピュータが起動できない場合は、次の診断表をご 
覧ください。各問いにお答えいただき、たどりついた結果の指示に従ってくだ 
さい。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 

〇 


ウ YES 
♦ N 0 


画面に EPSON □ゴ 
が表示される 


起動できない 
(診断結果 A ) 

◊ 


画面に Windows □ゴ 
が表示される 

♦ 

画面にエラーメッセ 
ージが表示される 

〇 


起動でき■ない 
(診断結果 D ) 


起動できない 
(診断結果 C ) 


起動できない 
(診断結果 B ) 


診断結果 


診断結果 A 


次の対処を順に行ってみてください。 

(1) - (2) - (6) - (13) - (14) 

FS P.187 「対処方法」 

診断結果 B 


次の対処を順に行ってみてください。 

(6) - (7) - (9)-(10)-(11)-(12) - (14) 

F3 P.187 「対処方法」 
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診断結果 C 

表示されるメッセージによって対処方法が異なります。次の対処を順に行って 
みてください。 

C-1 

「 S . M . A . R.T Failure Predicted on HDD / WARNING : Immediately back-up your data 
and replace your HDD 」 というメッセージが表示された場合 

(14) 

rap -187 「対処方法」 
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C -2 

「 DISK BOOT FAILURE」 、「 Invalid system disk 」 、 「 Missing Operating System 」 、 
「Operating System Not Found 」 などのメッセージが表示された場合 

(3) — (4) - (5)-(11)-(12) - (14) 

p.187 「対処方法」 

C -3 

上記以外のメッセージが表示された場合 

(3) - (6)-(11)-(12) - (14) 

Fa p .187 「対処方法」 

診断結果 D 

次の対処を順に行ってみてください。 

(6) - (7) - (8) - (9) - (10) - (12) - (14) 

rs p . i 87 「対処方法」 


対処方法 


(1) 出力先を切り替える … A 

外部デ イス プレイへの出力が有効になっていると、 LCD 画面に何も表示さ 
れません。を押し出力先を切り替えることで、問題が解決さ 
れるかどうか確認してください。 

(2) コンピュータへの電源供給を確認する … A 

コンピュータ への電源供給に問題がある可能性があります。 コンピュータ 
の電源を切ってから コンピュータ と AC アダプタ、電源 コー ドを接続しなお 
し、再度電源を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

電源ブラグは コンセント に接続してください。 

バッテリパックのみで使用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続して使用してください。 

WW \ p .38 「 AC . アダプタを接続する」 

(3) FD や USB フラッシュメモリを取り外す… C -2 • C -3 

外付けの FDD に FD がセットされていたり、 USB 接続のフラッシュメモリな 
どが装着されていると、 FD や USB 機器から 0 S を読み込もうとして、現象 
が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してから、コンピュー 
夕を起動して問題が解決されるかどうか確認してください。また、起動に 
使用するドライブの優先順位の設定で HDD を最優先に設定しておくこと 
で、外付けの FDD や USB 機器を接続した状態でもコンピュータを起動でき 
るようになります。 

p .161 「Boot メニュー 画面」 








(4) しばらく放置する… C-2 

急激な温度変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。結露した水分が自然に蒸発するまで、しばらく放置してお 
いてから、再度電源を入れなおしてみてください。 

(5) 認識と接続を確認する… C-2 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 


1 . BIOS Setup ユーティリティを起動します。 

p .149 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

2. 「Advanced メニユー画面」で 「Primary IDE Master」 の設定を確認します。 

正常に認識されている場合は、 HDD の型番が表示され、正常に認識でき 
ていない場合は、 「 NotDetected 」、「 None 」 などと表示されます。 

BIOS で正常に認識できていない場合は、 （11) (12) の作業を行ってみて 
ください。 

(6) 周辺機器および増設した装置を取り外す… A • B • C-3 • D 

プリンタやスキャナなどの周辺機器など、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確認してください。 

(7) セーフモードで起動する… B • D 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 

P .2 Q 8 「セーフモードでの起動」 

(8) 常駐ソフトを停止する… D 

常駐ソフトとは、システム稼働中、常にメモリ上に存在しているソフトで 
す。これらのソフトが稼働していることにより現象が発生している可能性 
があるため、セーフモードで起動できた場合は、ソフトを一時的に停止さ 
せ、正常に動作するか確認してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート]-「検索ボックス」に rmsconfigj と入力して、 fTH を押し 
ます。 

2. 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧から問題の原因となっている可 
能性のある項目のチェックを外し、 [0K] をクリックします。 

4. 「再起動が必要な場合があります」というメッセージが表示されたら、[再起 
動]をクリックします。 

※常馬主ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してくだ 
さい。 
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(9) システムの復元を行う… B • D 

セーフモードで起動できた場合は 「システムの 復元」機能を使用して以前 
のコンピュータの 状態に戻すことで、問題が解決できる可能性があります。 
システムの 復元を行ってみて ください。 

『遍 P .208 「システムの復元」 


(10) 前回正常起動時の構成で起動する… B • D 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 

前回正常起動時の構成で起動する手順は次のとおりです。 

1. シャツトダウン状態からコンピュータの電源を入れます。 

2. EPSON と表示され、消えた直後に fiTl を押し、そのまま離さずにしばら 
く押し続けます。 

キーを押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. 「詳細ブートオプション」國が表示されたら、 m もしくは m を押して、 
「前回正常起動時の構成」を選択し、 G^n を押します。 


(11) BIOS の設定を初期値に戻す… B • C-2 • C-3 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻して問題が解決されるか確認してください。 
p .153 rLoad Optimal Defaults (初期値に戻す)」 

(12) Windows を再インス I — ルする… B • C-2 - C-3 • C-4 • D 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが壊れている可能性があ 
ります。 Windows の再インストールを行って問題が解決されるかどうか確 
認してください。 

F 58 P.165 「ソフトウエアの再インストール」 

(13) 電源保護回路を解除する… A 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウスを含む）を外して電源コードを抜いた後、1分 
程度放置し、問題が解決されるかどうか確認してください。 

(14) カスタマーサービスセンターに問い合わせる 一A • B • C • D 

対処を行っても不具合が改善されない場合は、故障の可能性が考えられま 
す。『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、カスタマーサービスセ 
ンターへお問い合わせください。 












困ったときに 


►コンピュータ本体の不具合 


現象 


起動時に次のようにパスワードの入力が要求される。また、パスワードを入 
力しても起動しない。 


Enter New Password: 


Hard Drive Locked, enter password: 


確認と対処 

•「BIOS Setup ユー テイリテイ」でパ スワー ドを設定してあります。正しいパ 
スワー ドを入力してください。 

ご 3 P p .159 「Security メニュー 画面」 


參パスワードを正しく入力しているか確認してください。の状態により 
一部のキーが数値キーとして働きます。 

IFWi P.71 「キーボードを使う」 

•パスワードを忘れてしまった場合には、『サポート•サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現象 


Windows が起動せず、「システム回復オプション」画面が表示された。 


確認と対処 

• Windows に不具合が起きると、 HDD 内に設定されている 「 Windows 回復環境 
(Windows RE ) J が自動的に起動します。「システム回復オプション」画面は 
Windows RE の画面です 。 Windows RE の機能を使用して、不具合を修復して 
ください 。 Windows RE の概要は、/ p .210 「Windows 回復環境 （Windows 
RE ) を使う」をご覧ください。 
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現象 


八ングアップしてしまい、何も反応しない。 


確認と対処 

參応答のないプログラムをタスクマネージャで終了させます。 
p .55 「ハングアップしたときは」 

• 応答のないプログラムを終了させることができない場合には、5秒以上電源 
スイツチを押してください。これで電源が切れます。 


現象 


「BIOS Setup ユーティリティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまう。 


確認と対処 

春本機内部のリチウム電池の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート•サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現象 


BitLocker でドライブを暗号化した状態で BIOS のアップデートや Boot の 
順番の変更を行ったところ、巳 itLocker のパスワード入力やパスワードを保 
存してある USB フラッシュの挿入を求められた。 

( BitLocker は 、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enter ¬ 
prise の機能です。） 


確認と対処 

•パ スワー ドを入力するか、パ スワー ドを保存してある USB フラッシュを揷入 
してください。 BIOS のアップデートや Boot の順番の変更を行うときは、 
BitLocker のドライブ暗号化を解除した状態で行ってください。 


現象 


終了処理をしても電源が切れない。 


確認と対処 

• Windows Vista では、[スタ'—卜]— [([)] を押すと、本機は「スリ ■ —プ状態」 
になります。電源を切りたい場合は、[スタート] —[►] — 「シャットダ 
ウン」で電源を切ってください。 

參正しい処理を行っても電源が切れない場合は、電源スイッチを長押ししてみ 
てください。 




困ったときに 


►インストール時の不具合 


現象 


インストールがマニュアルどおりにできない。 


確認と対処 

* 本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 

•本書のインストール手順は、 HDD のフォー マッ ト後に行うことを前提に記載 
しています。それ以外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお 
問い合わせください。 

* インストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。梱包品を確認してみてください。 


現象 


Windows Vista リカパリ DVD を入れて再起動をし、どれかキーを押しても 
Windows の再インストールが開始されない。 


確認と対処 

* 光ディスクドライブのブートの順位を HDD よりも下に設定している可能性 
があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行し 、 「Boot メニュー画面」 
でブートの優先順位を変更してください。 

IPS p .149 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 
p .161 「Boot メニュー 画面」 
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►省電力機能に関する不具合 


現象 


正しく省電力状態に移行できない。または省電力状態から復帰できない。 


確認と対処 

參使用しているアプリケーションや常駐ソフト、増設している周辺機器の影響 
により省電力機能が正常に働かない可能性があります。アプリケーションの 
削除や常駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能 
が正常に働くか確認してください。 

春バッテリ残量が少なくなり、本機が省電力状態になった場合は、 AC アダプ 
夕を接続してから復帰させてみてください。 


•省電力状態から復帰できない場合は、 l + f " Alt >[5 ele ^) を押して本機を 
再起動してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存の 
データは、すべて消失します。 

翁省電力状態で PC カードや周辺機器を接続したり取り外したりすると、正 
しく復帰できません。 r ^ ri + rTin + ts ^ を押して、本機を再起動してく 
ださい。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存のデータは、 
すべて消失します。 

争周辺機器の状態が変わると、省電力状態から復帰できないことがありま 
す。周辺機器を省電力状態に入る前と同じ状態にしてみてください。 


















困ったときに 


►バッテリパック使用時の不具合 


現象 


充電されない。 


確認と対処 

•パッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

參パッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してから 
充電しなおしてください。 

irw p .63 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

• 充電時にパッテリ充電ランプが点灯しているか確認してください。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コンセントに接続してください。 

* 電源コンセントに問題がない場合は、 AC アダプタまたは本機に問題があり 
ます。『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンター 
までご連絡ください。 


現象 


すぐにバッテリが終わつてしまう。パッテリでの使用時間が短い。 


確認と対処 

* パッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してから 
充電しなおしてください。 

WW ; p .63 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

•パッテリのリフレッシュを行っても改善されない場合は、パッテリが寿命に 
達したと考えられます。新しいパッテリと交換してください。なお使用済み 
のパッテリは、所定の方法でリサイクルしてください。 

1 PW P .66 「使用済みパッテリの取り扱い」 
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►キーポードの不具合 


現象 


どのキーを押しても応答がない。 


確認と対処 

•タ ッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


•アプリケーシヨンソフトが時間のかかる処理を実行している可能性もあり 
ます。アプリケーシヨンソフトのマニュアルをご覧ください。 

•プログラムが ハングアップ している可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでプログラムを終了してください。 

FWI P.190 「コンピュータ本体の不具合」 


現象 


キートップにある文字や記号が入力できない。 


確認と対処 

• 直接入カモードで日本語を入力することはできません。 
P ^ p .72 「文字を入力するには」 


現象 


インスタントキー （ Ul 、 U 2 キー）で割り当てたアプリケーションが起動し 
ない。 


確認と対処 

• Ul 、 U 2 キーに割り当てたアプリケーションは、通知領域に 「 Hotkey 」 アイ 
コンが表示されているときのみ起動します。通知領域から 「 Hotkey 」 アイコ 
ンが消えてしまった場合は、スタートメニューからユーテイリテイを再起動 
してください。 

[スタート]—「すべてのプログラム」一「スタートアップ」一 「EPSON 
Hotkey 」 


»簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は、割り当てたアプリ 
ケーシヨンを使用できません。再起動してログオンしなおすか、ユーザー切 
り替え後に再度 Hotkey の設定を行ってください。 






困ったときに 


現象 

r ^ i とが機能しない。 

hFl と厂【1(アプリケーションキー)が機能しない。 


確認と対処 

• ( Fn 丨 と [ Ctrl j または [ Alt ) と [ S 1 (アプリケーシヨンキー）の機能が入れ 
替わっている可能性があります。 

< とが機能しない場合> 

BIOS の設定で、 「 Advanced メニュ ■ —画面」の 「Exchange Fn & Ctrl key 」 が 
「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

< fAiri と rwi (アプリケーシヨンキ ー） が機能しない場合〉 

BIOS の設定で 、 「Advanced メニュー画面」の 「Exchange R-Alt & Win APP key 」 
が rEnabled J になっていないか確認してください。 

P.75 「入カキーの機能の入れ替え」 

^3^ p .158 「Advanced メニュー 画面」 

►タッチパッドの不具合 


現象 


ポインタの動きが悪い。 


確認と対処 

* 手が濡れていたり、湿気を帯びていたりしないか確認してください。 

• LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、使用環境により湿度や 
温度の急激な変化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。 
一度電源を切って入れなおしてください。 

* タツチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を変更してみ 
てください。 


現象 


ポインタが動かない。 


確認と対処 

參タッチパッドが無効になっていないか確認してください。タッチパッドキー 
を押してみてください。 

TW P-69 「タッチパッド機能を無効にする」 
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► LCD ユニットの不具合 


現象 


LCD 画面に何も表示されなし、。 


確認と対処 

•画面の明るさを調節してください。 Ffti 十 rm / rFin + r ~ Fn で調節でき 
ます。 

p .98 「LCD ユニットの 調整」 


•バックライトが消灯していないか確認してください。 「 F ； n + rm を押し 
てみてください。 

FS P.99 「バックライトの消灯」 

春省電力状態になっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッド 
を操作してください。 

p.140 「省電力状態からの復帰方法」 

»パッテリ使用時に、パッテリ残量が低下してもそのまま放置すると、スリー 
プ状態に移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してください。 

• コンピュータの 電源を切ってから20秒以内に電源を入れると、 システム 管理 
機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒以上 
待ってから電源を入れてみてください。 

»起動時の自己診断テストにて異常が発見されました。警告音（ビープ音）が 
鳴った場合は、警告音（ビープ音）の回数をメモして、『サポート•サービ 
スのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

/jP P.213 「警告メッセージ/警告音」 


現象 


画面がちらつく。 


確認と対処 

• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート.サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
WWi P.150 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 


















困ったときに 


現象 


画面の解像度などを変更したあと、画面が乱れたり何も表示されなくなつ 
た。 


確認と対処 

•使用中のディスプレイでは、表示できない解像度を選択した可能性がありま 
す。セーフモードで起動しなおし、解像度を正しく選択してください。 
セーフモードで起動する方法は、次をご覧ください。 

P.208 「セーフモードでの起動」 

► HDD の不具合 


現象 


Windows の再インストールをしたら、 HDD の空き容量が大幅に減ってし 
まつた。 


確認と対処 


• Py p .171 「Windows Vista のインストール」手順10で、 C . ドライブのフォー 
マツトを行わずに Windows のインスト 1 —ルをしてしまうと、以前の Windows 
のデータが Windows . old フォルダに保存されるため、 HDD の空き容量が大幅 
に減ってしまいます。 Windows . old フォルダが不要な場合は、削除してくだ 
さい。 Windows . old フォルダは次の場所にあります。 

[スタート]—「コンピュータ」一 rc ドライブ」 

通常は、手順どおりに C . ドライブをフォーマツトしてから Windows のインス 
トールをしてください。 

►光ディスクドライプの不具合 


現象 


オーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 


確認と対処 

參ボリ ュ'ームコントロ'ー ルが「ミ ュ'ート」 または「音量 0」 に設定されていな 
いか確認します。 
fT^M al 09 「音量の調節」 
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現象 


セツトしたメディアが取り出せない。 


確認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 


• ソフトウエアによっては、独自の取り出し方法でないとメディアが取り出せ 
ないものもあります。詳しくは、お使いのソフトウエアに添付のマニュアル 
をご覧ください。 


現象 


セツトしたメディアにアクセスできない。 


確認と対処 

• メディアが正しくセットされているか確認してください。 

籲メディアを揷入した直後、アクセスランプ点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一度アク 
セスしてください。 

籲メディアの表面に傷などがないか確認してください。 

春別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
クセスできないメディアに問題がある可能性があります。 

參セットしたメディアが、書き込み済みの場合、光ディスクドライブとの相性 
によりアクセスできない可能性があります。 


現象 

光ディスクメディアへの書き込みができない。 


確認と対処 

• CD - ROM ドライブ、 DVD - ROM ドライブは、メディアへの書き込みができま 
せん。 

參書き込み機能のある光ディスクドライブには、購入時にライティングソフト 
「Nero 7 Essentials 」 がインストールされています。光ディスクメディアの書 
き込みに関する不具合については、「マニュアルびゆ一わ」に登録されてい 
る IfNero ユーザーガイド』を参照してください。 

P .47 「インフォメーションメニューを使う」 




參メディアへの書き込みをドラッグアンドドロップで行うには、 「 InCD 」 でメ 
デイアをフォーマットする必要があります。 

T^k p .86 「Nero 7 Essentials の使い方」 

參 「 InCD 」 で使用できるメディアは CD - RW 、 DVD 土 RW 、 DVD - RAM のみです。 
p .86 「Nero 7 Essentials の使い方」 


•「 InCD 」 でフォーマットしたメディアは 、 「Nero 7 Essentials 」 での書き込みが 
できません 。 「Nero 7 Essentials 」 で「ディスクの消去」を行ってください。 

『 p .86 「Nero 7 Essentials の使い方」 

春 Windows が省電力状態になると、書き込み可能なメディアへのデータ転送ェ 
ラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始める前に省 
電力状態に移行しないように設定してください。 

P .138 「省電力状態に移行する方法」 

參お使いの光ディスクドライブで使用できるメディアかどうか確認してくだ 
さい。使用可能なメディアは、「マニュアルび ゆ 一わ」に登録されている光 
ディスクドライブの PDF マニュアルを参照してください。 

•光ディスクメディアが正しくセットされているかどうか、確認してくださ 
い。 

参光ディスクメディアの表面に汚れやキズなどがないか確認してください。 

籲光ディスクメディアに書き込み可能な残量があるか確認してください。 

•へッドレンズの汚れによって書き込みができない場合があります。 

•光ディスクドライブとの相性によって、セットした光ディスクメディアに書 
き込めない場合があります。 
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現象 


DVD VIDEO の再生ができない。 


確認と対処 

• DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生ソフトウエアが必要です。購入時 
には 「WinDVD」 がインストールされています。 

• DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してください。 

春ディスプレイを2台接続して、マルチディスプレイ（クローン）での表示を 
していると、「使用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツ 
の再生をサポートしていません。」というメッセージが表示され、 DVD 
VIDEO の再生が中断されます。このような場合は、マルチディスプレイ（ク 
ローン）での表示を無効にしてください。 

P.104 「画面を切り替えるには」 

►無線 LAN 機能の不具合（無線 LAN 搭載時のみ） 


現象 


無線 LAN 機能が使用できない。 


確認と対処 

參無線 LAN 機能が ON になっているか確認してください。 

[P^ p.118 「無線 LAN の ON/OFF 切替」 

• 無線 LAN の電波がほかの無線装置や家電製品などと干渉している可能性が 
あります。電波に関する注意事項を確認してください。 
r^p.115 「電波に関する注意事項」 


現象 


無線 LAN ユーティリティの 「 SSID 」 や「暗号化」に関する設定で、何を入 
力すればよいかわからない。 


確認と対処 

• AP 側で設定した 「SSID」 や「暗号化」に関する情報を入力してください。 
設定内容を AP に添付の取扱説明書を参照して、確認してください。 






困ったときに 


►セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) の不具合 


現象 


セキュリティチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と対処 

籲セキュリティチップの情報の初期化は、 「 BIOS セットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

「 Security 」 メニュー画面 一 「 TPM Security ClearJ で 厂 d ) を押します。表示 
されたセキュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「 OK 」 を選択します。 
「0 K 」 を選択後、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を選択し 
て BIOS を終了します。 

p .159 「Security メニュー 画面」 

«初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用することができなく 
なります。また 、 Windows Vista の HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用して 
いる状態で初期化を行うと、 Windows が起動できなくなり、暗号化していた 
HDD 内のデータも使用できなくなります （ BitLocker は 、 Windows Vista Ulti - 
mate および Windows Vista Enterprise の機能です)。 

セキュリティチップの初期化を行う場合は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設 
定ガイド』（別冊）を参照し、お客様の責任において十分に注意して行って 
ください。 

►ソフトウェアの不具合 


現象 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

•過度の電源ノイズ、瞬時電圧低下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止（ハ 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウェアを再度実行してみてください。 

* ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安定、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 

• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止（ハ 
ングアップ）する場合があります。 
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現象 


ソフトウェアが起動しない。 


確認と対処 

• ソフ トウ ェアの 起動に必要とされる システム リ ソース （メモリ容量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、 ソフ トウ ェアのマニュアルを 参照して必要な対処 
を 行ってから、再度起動してみてください。 

春ソフトウェアを正しい方法でインストールしたか、ソフトウェアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

參実行しようとしているディレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブおよびディレクト 
リの指定が正しく行われているか確認してください。 

• ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウェ 
アが動作しないことがあります。ソフトウェアの正式版を使用してくださ 

い。 

春ソフトウェアの使用方法をもう一度確認してください。それでもソフトウェ 
アの不具合が解決できないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現象 


「インフォメーションメニュー」の「マニュアルびゆ一わ」がグレーになつ 
て使用できない。 


確認と対処 

• 「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行ってください。 

PS p .177 「マニュアルびゆ 一 わの インストール」 

春「マニュアルび ゆ 一わ」を 使用できない 場合、 当社の ューザー サポートペー 
ジから当社で作成した電子 マニュアルを ダウンロードすることができます。 
ューザー サポートページからダウンロー ドした電子 マニュアルは、マニュア 
ルごとにファイルを開いてご覧ください。 

P .220 「電子マニュアルのダウンロード」 




困ったとぎに 
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現象 


Internet Explorer の使用時、情報パーに警告が表示される。 


確認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されていま 
す 。 Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをク 
リックして、表示された項目から適切な対処を選択してください。 


現象 


Windows メールで HTML メールの画像が表示されない、または添付フアイ 
ルが開けない。 


確認と対処 

鲁メール添付のファイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピュータを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの 画像を見る場合は、送信元を確認して、件名の下にある情報 
バーをクリックします。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認できます。 

Windows メールの[ツ'—ル]—「オプション」一「セキュリティ」タブー 
「ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 


現象 


インストールしたネットワークアプリケーションが動作しない。 


確認と対処 

春ファイアウォールが有効に設定されていると、市販のネットワークアプリ 
ケーシヨンが正常に動作しない場合があります。 

詳細についてはアプリケーションの販売元にお問い合わせください。 


現象 


アプリケーションやプログラムが停止し、「データ実行防止」画面が表示さ 
れる。 


確認と対処 

* アプリケーシヨンやプログラムがウイルスに感染している可能性がありま 
す。セキュリティソフトウェアでウイルスの検索.駆除を行ってください。 

* 安全なアプリケーションを実行して「データ実行防止」画面が表示される場 
合は、アプリケーションの製造元へお問い合わせください。 

春問題が解決しない場合は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 
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►メモリの不具合 


現象 


メモ U チェックで表示されるメモリ容量が実際の容量と違っている。 


確認と対処 

• Windows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。 「BIOS Setup 
ユーティリティ」を実行し、 「 Main メニュー画面」一 「System Memory 」 で 
メモリ容量を確認してください。 

1产 p .157「 Main メニュー画面」 

•本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。装着してい 
る総メモリ容量から、ビデオメモリで使用するメモリ容量を差し引いて表示 
されます。ビデオメモリ容量は自動的に調整され、最小 8 MB になります。 

•購入時から不具合がある場合は、『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

► PC カードの不具合 


現象 


pc 力ードを装着しても、使用できない。 


確認と対処 

參本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 

P .90 「 PC カードを使う」 

• PC カードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認して 
ください。 

\rM P . 90 「 pc カードを使う」 

* PC 力'ードを使用するために必要なドライパやソフトウェアが、 インスト'— 
ルされているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュア 
ルをご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC . カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 








困ったときに 


►メモリカードの不具合 


現象 

メモリカードを装着しても使用できない。 

確認と対処 

• メモリカードが、メモリカード スロッ トに正しく装着されているか、確認し 
てください。 

• メモリカードがメモリカードス ロッ トの仕様に対応しているか確認してく 
ださい。 

WW P .95 「メモリカード使用時の注意」 

►内蔵 スピーカの 不具合 


現象 


システムは正常に動作しているのに音がしない。 


確認と対処 

春内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

ZjP p .109 「音量の調節」 

•内蔵スピーカの不良が考えられます。『サポート•サービスのご案内』をご 
覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 


206 








I システム診断ツールを使う 


ここでは「システム診断ツール」について説明します。 

システム診断ツールとは、本機の調子が悪いときに、不具合の原因がハード 
ウェアにあるかどうかを診断するためのツールです。本機に添付の「リカパリ 
ツール CD 」 に収録されています。 

►システム診断を実行する 


システム診断の実行方法は、次のとおりです。 

1 リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面が表示された 場合は、™ をクリックして画面を閉じてくだ 
さい。 

2 [スタート]— [►] —[再起動]をクリックして、本機を再起動します。 

Windows が起動できないときは、 ( Ctrl )+( Alt )+ [Delete] を押して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST 」 と表示されたら、どれかキーを押し 
ます。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断が開始します。 

4 診断が終了したら、診断結果を確認します。 

「 F 」 が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、 テクニカルセン 
ターまで ご連絡ください。 

5 光ディスクドライブからリカバリツール CD を取り出し、電源を切ります。 

これでシステム診断は完了です。 















I トラブル時に役立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが起動できな V 、場合や、ディスプレイで表示できな V 、解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、 セーフモー ドで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動する方法は、次のとおりです。 

1コンピュータの電源を切り、20秒程放置してから、電源を入れます。 

2 epson と表示され、消えた直後に rwi を押し、そのまま離さずにしばら 
く押し続けます。 

fTTl を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「詳細ブートオプション」画面が表示されたら、「セーフモード」を選択し、 
[ Tn を押します。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に対する対処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの動作が不安定になった場合、「システムの復元」を行ってコン 
ピュータを以前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、 
問題が解決できることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

システムを復元する 

システムを 復元ポイントの状態に戻す方法は次のとおりです。 システムの 復元 
を行う前に、 HDD のデータを他のメディアにバックアップしておくことをおす 
すめします。 

1[スタート]—「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一「システムの復元」を選択します。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

^ 「システムの復元」画面が表示されたら、「推奨される復元」が選択された状 
態で、[次へ]をクリックします。 
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復元ポイントを自分で指定したい場合は、「別の復元ポイントを選択する」 
を選択して[次へ]をクリックし、ポイントを選択して[次へ]をクリック 
します。 

4 「復元ポイントの確認」と表示されたら、内容を確認し、[完了]をクリック 
します。 

5 「システムの復元を開始すると…」と表示されたら、[はい]をクリックしま 
す。 

コンピュータが再起動します。 

〇再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示されたら、 
[閉じる]をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成する 

復元ポイントを手動で作成する方法は次のとおりです。 

1[スタート]—「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一「システムの復元」を選択します。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「システムの復元」画面が表示されたら、「システムの保護」をクリックしま 
す。 

4 「システムのプロパティ」画面が表示されたら、復元ポイントを作るドライ 
ブ（ローカルディスク）にチェックを付けて、[作成]をクリックします。 

5 「復元ポイントの作成」と表示されたら、説明を入力し、[作成]をクリック 
します。 

〇 「復元ポイントは正常に作成されました。」と表示されたら、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

以上で復元ボイントの作成は完了です。 




トラブル時に役立つ機能 


卜 Windows 回復環境 (Windows RE ) を使う 


本機の HDD 内の「消去禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) 」が 
設定されています。 Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動 
的に起動し、不具合に対する対処を行うことができます。 

Windows RE の項目 

Windows RE には、次の項目があります。 



* スター トアップ修復 

Windows を起動できない問題を自動的に修正します。 Windows が起動できな 
いときは、まずスタートアップ修復を行ってみてください。 

• システムの復元 

コンピュータの状態を以前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に 
戻します。 

• Windows Complete PC 復元 

パックアップしてあったデータを使用してコンピュータ全体を復元します。 

Windows Vista Home Premium、Windows Vista Home Basic に fi、Windows 
Complete PC 復元のためのパックアップ機能はありません。 

• Windows メモリ診断ツール 

メモリにハードウエアエラーが発生しているかどうかを確認します。 

參コマンドプロンプト 

コマンドプロンプトウインドウを開きます。 
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第 6 章こんなときは 


「システム回復オプション」画面が表示されたら 

Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動的に起動し、「シス 
テム回復オプション」画面が表示されます。 

「システム 回復 オプション」 画面が表示されたら、次の手順で Windows RE の項 
目を表示させ、対処を行います。 

1「システム回復オプション」画面が表示されたら、キーポードレイアウトが 
「日本語」になっていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

2 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示されたら、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
ます。 

3 Windows RE の項目が表示されたら、実行したい項目をクリックします。以 
降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 


HDD 内の Windows RE を手動で起動する 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもできます。 

手動で起動する方法は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を切り、20秒程放置してから、電源を入れます。 

2 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に を神し、そのまま離さずにし 
ばらく押し続けます。 

を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「詳細ブートオプション」画面が表示されたら、「コンピュータの修復」を選 
択し、を押します。 

4 「システム回復オプション」画面が表示されたら、キーポードレイアウトが 
「日本語」になっていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

5 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示されたら、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
ます。 

〇 Windows RE の項目が表示されたら、実行したい項目をクリックします。以 
降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 











トラブル時に役立つ機能 


DVD の Windows RE を使用する 

Windows RE は本機に添付の 「 Windows Vista リカバリ DVD 」 にも収録されてい 
ます。 HDD 内に設定されている Windows RE を誤って消去してしまった場合な 
どに使用してください。 

DVD に収録されている Windows RE の起動方法は、次のとおりです。 


1 コンピュータの電源を入れ、 Windows が起動したら 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVDJ を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面が表示されたら S をクリックし、画面を閉じてください。 

2 [スタート]— [►] —「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
します。 

3 「 EPSON 」 と表示後、黒い画面に 「Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示されたら、どれかキーを押します。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vista が起動してしまい 
ます 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面が表示されたら、キーボードレイアウトが 
「日本語」になつていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

5 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示されたら、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
ます。 

Windows RE の項目が表示されたら、実行したい項目をクリックします。以 
降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 
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I 警告メッセージ/警告音 


本機は、起動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態 
を診断します。起動時に以下の警告メッセージが表示されたり、警告音（ビー 
プ音）が鳴ったりした場合は、以下の各対処を行ってください。処置を行って 
もなおらない場合は、『サポート•サービスのご案内』をご覧になりテクニカ 
ルセンターまでご連絡ください。 


警告メッセージ 


メッセージ 

説明および対処方法 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」 一 「 Boot メニユー画面」 一 「 Boot Device Priority 」 

で、システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに揷入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」を起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 
Optimal Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 「BIOS Setup 
ユーティリティ」を起動し、日付と時刻の設定をなおしてか 
ら「 Exit 」 メニュー画面 一 「 Save Changes and Exit 」 を選択し 
てください。 ^ 


警告音（ビープ音) 



警告音の回数 

警告の内容 

説明および対処方法 

1 

Memory refresh 

timer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリ交換 
を行った場合は、もう一度取り付けなおしてください。 

3 

Main memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリ交換を行った場合は、もう一度取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリ、キーボード以外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデオメモリが正しく動作していません。テクニカルセン 
ターまでご連絡ください。 
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警告メッセージ/警告音 
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付録 

お手入れ方法や HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 

「お手入れ」 . 216 

「データのバックアップ」 . 217 

「バックアップ CD の作成」 . 218 

「電子マニュアルのダウン□—ド」 . 220 

「セキュリティチップ ( TPM ) によるデータの暗号化」 . 221 

「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更 • 作成」 . 222 

「リチウム電池の交換」 . 230 

「 HDD のデータを消去する」 . 231 

「機能仕様一覧」 . 233 













お手入れ 


►本機のお手入れ 

コンピュータ本体 


制限 

LCD 画面 

LCD 画面は乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 


コンピュータ本体の外装の汚れは、柔らかい布に中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く拭き取ってください。 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性があ 
ります。 
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I データのバックアップ 


Windows を再インスト 1 —ルすると、 Windows がインスト 1 —ルされるドライブ（通 
常 C . ドライブ）に保存しているデータはすべて消去されます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


自分で作成して保存したフアイルや Internet Explorer の「お気に入り」など 、 HDD 
内のデ 1 ータをバックアップする方法は、本機の「インフォメ^ーションメニュ'一 J 
にある 「 PC お役立ち情報」で詳しく紹介しています。 

♦「 PC お役立ち情報」から見る 

バックアップ方法は、次の場所から見ることができます。 

「インフォメーションメニュー」一 「 PC お役立ち情報」一「正しく、安全に 
使おう！」項目の 「 Windows システム」 



見たい情報を 
ク ij ック 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 
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| バックアップ CD の作成 


ここでは、リカバリツールを使用して、 HDD の消去禁止領域に登録されている 
本体ドライバやソフトウエアのインストール用データを CD メディアにバック 
アップ（コピー）する方法について説明します。 

作成したバックアップ CD を使用すると、 CD から本体ドライバやソフトウエア 
をインストールできます。 

パックアップ CD は、書き込み機能のある光ディスクドライブでのみ作成できま 
す。 

►バックアップ CD の作成方法 


パックアップ CD の作成方法は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカパリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「リカパリツール」画面が表示されたら、 [ CD 作成]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示されたら、一覧から CD に 
パックアップしたい項目を選択して [ CD 作成]をクリックします。 

パックアップするデータが一時的に HDD にコ ピーされます。選択した項目に 
よっては、手順5の画面が表示されるまでに数分時間がかかります。 



<イメージ> 

※表示される項目は、システム構成によって異なります。 

項目名の前に「*」のっいたソフトウェアは、すべて本体ドライパの CD 内 
に収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それ以外の項目 
は、1項目にっき CD メディアが1枚必要です。 















付録 


5 画面が表示されたら、以降は画面の指示に従って CD に書き込みを行ってく 
ださい。 

►バックアップ CD か5インストールを行うには 


作成したバックアップ CD から本体ドライバやソフトウェアをインストールす 
る方法は次のとおりです。 

ここでは、本体ドライバのバックアップ CD からインストールする手順を例に説 
明します。 

1 作成した本体ドライバのパックアップ CD を光ディスクドライブにセットし 
ます。 

2 「自動再生」画面が表示されたら、 「 lnstall . exe の実行」をクリックします。 

クリックする記載内容は、 「 Setup . exe の実行」など、作成したバックアップ 
CD によって異なります。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[許可]をクリックします。 

ソフトウェアによっては、[続行]をクリックします。 

4 「ドライ パ •ソフ ト ウェアのインス！ -ール」画面が表示されたら、 「インス 
I 'ール」をクリックします。 

本体ドライバ以外のソフトウェアをインストールする場合は、ソフトウェア 
名をクリックします。 

ここで表示される画面は、作成したバックアップ C . D によって異なります。 
以降の手順は、 p .167 「ソフトウエアの再インストールを行う」のそれぞれの項 
目をご覧ください。 
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I 電子マニュアルのダウンロード 


当社の ユーザー サポートページからは、お使いのコンピュータや周辺機器の電 
子マニュアル （PDF . HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった場合や、 「マニュアルびゆ一わ」 の データを 
消してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」_「ユーザーサポートべージ （ web ) 」_ 
「ダウン□ードしたい」タブー「マニュアル」 



製造番号を 
入力して検索 


※画面の内容は予告なく変更する場合があります。 


制限 


ユーザー サボートページからダウン□—ドした電子マニュアルは、「マニュアル 
びゅ一わ」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧く 
ださい。 


►ダウンロー ドできるそのほかのデータ 


「ユーザーサポートページ （ we b )」 一「ダウンロードしたい」タブからは、次 
のデータもダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。 
ダウンロー ドできるデータはお使いの機種により異なります。 

• 最新の BIOS 
• ドライバ 
癱ユーテイリテイ 

• お問い合わせ情報 
嫌壁紙 
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II 基テ溫 (TPM) 


本機では、セキュリティチップ ( TPM ) のセキュリティ機能を使用することに 
より、本機に保存されているデータや電子メールに対し、高度な暗号化をする 
ことができます。 


制限 


• セキュリティ機能を使用するには、いくつかのパスワードの設定が必要です。 
パスワードを忘れてしまった場合、それまでに暗号化したデータの復元がで 
きなくなります。 

癱セキュリティ機能を使用する際は、十分に注意し、お客様の責任において暗 
号化を行ってください。 

セキュリティ機能の使用方法については、本機に添付の『セキュリティ機能 
(TPM) 設定ガイド』をご覧ください。 


セキュリティ機能を使い始めるまでの準備 

セキュリティ機能を使用するための準備の前に、必ず、本機に添付の『セキュ 
リティ機能設定ガイド』をご覧ください。 

セキュリティ機能を使用するには、 BIOS の設定を変更後、「セキュリティチッ 
プューテイリティ」のインストールが必要です。 

• 巳旧 S の設定 

セキュリティ機能を使用するには、 BIOS で次の項目の設定を 「 Enabled 」 に 
変更します。 

「 Security 」 メニュー画面 — 「TPM Security 」 

「 Disabled 」 設定時：セキュリティ機能を使用しません。 

「 Enabled 」 設定時：セキュリティ機能を使用します。 

購入時は、 「 Disabled 」 に設定されています。 

13.159 「Security メニュー画面」 

♦セキュリティチップユーティリティのインストール 

購入時、本機にセキュリティチップの設定を行うための「セキュリティチッ 
プューティリティ」はインストールされていません。セキュリティ機能を使 
用するには、セキュリティチップューティリティのインストールを行ってく 
ださい。 

インストール方法は、本機に添付の『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイ 
ド』をご覧ください。 
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| HDD 領域（ドライプ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•変更して使用する方法について説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用する（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領域」または「パーティション」とも呼びます。 
また、 Windows で使える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 

<1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 C ドライブ 



C ドライブ 消去禁止領域 

1 1 

D ドライブ 

_ I 


X 1 N 

▲ 

MX 


\ 

HDD 

W 

HDD 



消去禁止領域 

「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどの再インストールの 
ためのデータや、 「 Windows 回復環境 (Windows RE ) J が設定されています。こ 
の領域を削除すると再インストールができなくなります。絶対に削除しないで 
ください。 

Windows RE についての詳細は、次をご覧ください。 

p .210「 Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ（容量）を変更することもできます。 

<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 
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消去禁止領域 
c ドライブ 

D ドライブ 



消去禁止領域 

C ドライブ 

D ドライブ 



この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 











































付録 


► C ドライプを分割•変更する 


c ドライブ分割のメリツトとデメリツト 

c ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく理解した上で行ってください。 

籲メリツト 

HDD 領域を分割してデータの保存先を分けておくことで、リカパリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 

< HDD 領域が1つの場合> 


Windows 

データ類 

rW \\i// 



♦ 

\ X 

♦ 


C ドライブ 

C ドライブ 

C ドライブ 

リカバリ前 


フォーマツ ト後 


リカバリ後 


リカパリ （ Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはす 
ベて消去されます。 


< H D □領域を分割した場合> 



たとえば、 Windows やアプリケーシヨンは C ドライブに、作成したデータな 
どは D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消去されるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま使用することができます。 


fk 

制限 


HDD 領域を分割した HDD のリカバリをする場合は、万一に備えて C ドライブ 
以外のドライブの重要なデータをバックアップしてください。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更 • 作成 


• デメリツト 

• C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インストール）が必要です。 

• HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去され 
ます。 

• HDD 領域を分割して使用すると、それぞれ分けられた領域の最大容量ま 
でしか使用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

c ドライブの分割 • 変更の 流れ 

C ドライブの分割•変更は、リカパリ （ Windows の再インスト 1 —ル）中に行いま 
す。サイズ（容量）を変更するには、まず変更するドライブを削除してからサ 
イズを指定して再作成します。 

C . ドライブ以外のドライブの変更方法は、 p .226 「 C ドライブ以外のドライブを 
作成 • 変更する」をご覧ください。 


制限 


ドライブを分割 • 変更すると、分割 • 変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。 


C ドライブの分割 • 変更の流れは次のとおりです。 


Windows インストール中に、 C ドライブを削除して 
未割り当ての領域にする 



必要に応じて C ドライブ以外のドライブを削除する 

c. ドライブの容量を増やしたい場合は、ほかのドライブを削除して 
未割り当ての領域を増やします。 



未割り当ての領域に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成する 



Windows のインストールを完了させる 



「ディスクの管理」で未割り当ての領域にドライブを作成する 

c ドライブ作成後に残っている未割り当ての領域をドライブにします。 
lfW,P.226 「 C ドライブ以外のドライブを作成 • 変更する」 
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付録 


C ドライブを分割•変更する 

C ドライブの分割.変更をする場合は、 Windows の再インストールが必要です。 
n ^ p .171 「Windows Vista のインストール」の手順10を次の手順に読み替えて、 
Windows のインストールを行ってください。 

1「ドライブオプション（ I 羊細)」をクリックします。 

Z 「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）が選択された状態で「削除」を 
クリックします。 

3 「このパーティションを削除すると…」と表示されたら、 [ OK ] をクリック 
します。 

削除したパーティション （ C ドライブ）が未割り当て領域となります。 

4 次のとおり作業を続けます。 

<c ドライブを分割したい場合> 

(1) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 

<c ドライブの容量を増やしたい場合> 

(1) そのほかのパーティションも C ドライブと同様に削除し、「ディスク0未割り 
当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク◦未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 

5 c ドライブのサイズを決めます。サイズを入力し、「適用」をクリックします。 

C ドライブには、最低でも 40 GB (40000 MB ) を割り当てることをおすすめし 
ます。 

〇 「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）が選択された状態で、[次へ] 
をクリックします。 

Windows Vista のインストールが開始されます。システム構成にもよります 
が、インストールは20分〜40分かかります。 

続ぃて 『網 p .171 「Windows Vista のインストール」手順11に進みます。 

手順11の画面が表示されるまでキーボードやタツチパッドは操作しないで 
ください。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更 • 作成 


► C ドライブ以外のドライブを作成 • 変更する 


ここでは、 C ドライブ以外のドライブ （D ドライブなど）を作成•変更する方法 
について 説明します。 

次のような場合にご覧ください。 

• C ドライブ以外のドライブのサイズを変更する場合。 

• Windows の再インス I ル中に C ドライブを分割して作成された未割り当ての 
領域をドライブにして使用する場合。 

C ドライブ （Windows の入っているドライブ）の分割 • 変更を行う場合は、 p.223 
「C ドライブを分割 • 変更する」をご覧ください。 

ドライブ作成 • 変更の 流れ 

ドライブの作成•変更は、 Windows の「ディスクの管理」で行います。 
ドライブの作成の流れは次のとおりです。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が未割り当ての領域になります。 
p.229「C. ドライブ以外のドライブを削除する」 



未割り当ての領域にノ v° —テイシヨンを作成する 

WWi p.227「HDD 領域（パーティション）の作成手順」 



フオーマツ トが自動で行われる 



新しいドライブとして Windows に認識される 


HDD 内の未害 ij り当ての領域に パーティションを 作成すると、 パーティション 
は、 Windows 上でドライブ （D や E など）として利用できるようになります。 

ドライブの作成方法は、 p.227「HDD 領域（パーティション）の作成手順」をご 
覧ください。 

ドライブの削除方法は、 p.229 「C. ドライブ以外のドライブを削除する」をご覧 
ください。 
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付録 



パーティションとは 

Windows の「ディスクの管理」では、 HDD 領域のことを「パーティション」と 
呼びます。パーティションには、「プライマリパーティション」と「拡張パー 
ティション」があります。 

. 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。 

. 消去禁止領域もパーティションの1つです。 

. パーティションを作成すると、自動的に3つ目まではプライマリパーティショ 
ンとなり、4つ目は拡張パーティションとなります。 

• 拡張パーティションには、論理ドライブをいくつも作成できます。 

<パーティションの組み合わせの例> 


消去禁止領域 

C 

D 

拡張パーテイシヨン 

E 

F 

G 

L 

J L 






プライマリパーテイシヨン 論理ドライブ 


HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順 

HDD 領域（パーティション）を作成する手順は、次のとおりです。 


1[スタート]—「コントロールパネル」一「システムとメンテナンス」一「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 


3 「コンピュータの管理」画面が表示されたら、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックします。 

HDD 領域の状態が表示されます。 



HDD 領域の 
状態 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更 • 作成 


4パーティションを作成したい「未割り当て」の領域を右クリックして、表示 
されたメニューから「新しいシンプルボリューム」をクリックします。 

5 「新しいシンプルボリュームウィザード」画面が表示されたら、[次へ]をク 
リックします。 

6 「ボリュームサイズの指定」と表示されたら、サイズを指定して、[次へ]を 
クリックします。 

7 「ドライブ文字またはパスの割り当て」と表示されたら、ドライブ文字を選 
択して[次へ]をクリックします。 

8 「パーティションのフォーマット」と表示されたら、[次へ]をクリックしま 
す。 

9 「新しいシンプルボリュームウィザードの完了」と表示されたら、[完了]を 
クリックします。 

フォーマットが開始します。フォーマットが完了したら、 HDD 領域（パー 
テ イシ ヨン） の 作成は終了です。 
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► C ドライプ以外のドライプを削除する 


C ドライブ以外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更す 
るドライブを削除してから、作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD - R メディアなどにあらかじめパック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 

1[スタート]-「コント□ールパネル J — 「システムとメンテナンス J _「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

3 「コンピュータの管理」画面が表示されたら、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックします。 

HDD 領域の状態が表示されます。 



<イメージ> 

4削除したいドライブ（パーティション）の領域を右クリックして、表示され 
たメニューから「ボリュームの削除」をクリックします。 

5 「• • •続行しますか？」と表示されたら[はい]をクリックします。 

パーティションを削除すると、「未割り当て」になります。「未割り当て」を 
パーティションとして使用したい場合は、パーティションの作成を行いま 
す。 

TM P.227「 HDD 領域（パーティション）の作成手順」 






















リチウム電池の交換 


BIOS Setup ユーティリティで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 
AC . アダプタ、およびパッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム 
電池の寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


| HDD のチ土夕を消去する 


リカバリツール CD に収録されている「システム診断ツール」では、 HDD 内の 
データをすべて消去することができます。コンピュータを廃棄する場合にご利 
用ください。 

消去を開始すると、 HDD のデータはもとには戻りません„必要に応じてデータ 

をパックアップしてく_ださい』 


制限 


データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra-X 社は責任を負いませ 
ん。 HDD のデータ消去■廃棄は、お客様の責任において行ってください。 


データの消去 

HDD 内のデータを消去する手順は、次のとおりです。 

1本機の電源を入れ、リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしま 
す。 

「自動再生」画面が表示された場合は、 U をクリックして画面を閉じてくだ 
さぃ。 

ム [スタート]— [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「EPSON」 と表示され、消えた後、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST」 と表示されたら、どれかキーを押し 
ます。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断が開始します。 

4 を押して診断を中止した後、どれかキーを押します。 

5 選択項目画面が表示されたら、〔Iで 「HD Erase」 を選択して (^3 を押 
します。 

6 選択項目画面が表示されたら、 m で 「Full Erase」 を選択して fVI を 
押します。 

/ 選択項目画面が表示されたら、 「No Verify 」 を選択してを押します。 

「!! WARNING !!」 画面が表示されます。 

消去が開始されると、途中で止めることはできません。消去を中止する場合 
は、を押すと、「システム診断ツール」画面に戻ります。 
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HDD のデータを消去する 


8 キーボードで 「YesJ と入力します。 

消去が始まります。 

消去には、しばらく時間がかかります。かかる時間は HDD の容量によって異 
なります （40 GB の HDD の場合で約30分)。 

9 「Erase of HD0 : Passed Press any key to continue」 と表示された 
ら、リカバリツール CD を光ディスクドライブから取り出して、コンピュー 
夕の電源を切ります。 

これで データの 消去は完了です。 
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I 機能仕様一覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサまたはインテル Celeron M プロセッサ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

インテル 945 GM Express Chipset + ICH 7 -M 

セキュリティ 

チップ 

対応規格 

TPM 1.2 

コントローラ 

inuneon 

メモリ 

メインメモリ 

PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2-533 SDRAM ) を使用して最大 2 GB まで搭載可能 

ビデオメモリ 

メインメモリの一部を使用 （8 〜 224 MB ) 

ビアオコントローラ 

インテル 945 GM Express 

画面表不 

液晶タイプ 

15.4 型 WXGA カラー液晶 1280 X 800 ピクセル True Color (32 ビット）* 1 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ピクセル 、 True Color (32 ビット） 

サウンド コントローラ 

インテルハイ.デフィニシヨン.オーディオ対応 SIGMATEL 製 STAC 9200 

キーボード 

日本語対応87キー （ Windows キー付き）、インスタントキー5個 

ポイン アイ ングデバイス 

タッチパッド（スクロール機能付き） 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2.5 型 S - ATA ) 

光ディスク 

ドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( USB 2.0 対応） 

IEEE 1394 

1 (4 ピン） 

TV 出力 

1 ( S 端子） 

LAN 

1 ( RJ -45/100 Base - TX /10 Base-T 自動認識）* 2 

サウンド 

マイク入カコネクタ XI 、 へッドフォン出カコネクタまたは S / PDIF コネクタ 

XI 

ディスプレイ 

VGA コネクタ（アナログ、 ミニ D - SUB 15 ピン） XI 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠 （CardBus 対応） 

メモリカードスロット 

1 メモリースティック （ Pro 対応)、マルチメディアカード、 SD メモリーカード対応 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ* 3 

入力 AC 100 V 〜 240 V ±10%、1.5 A (50/60 Hz )、 出力 19 V 、3.42 A 、 

65 W 重量約 320 g (含電源コード） 

リチウムイオン 
ノくツ テ リノくツク 

容量4800 mAh Li-ion 11.1 V 動作時間* 4 約 4.6 時間 （Core 2 Duo モデル） 

約 3.9 時間 （Celeron M モデル） JEITA 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜 35° C 湿度： 20〜80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：約365 (幅） X 270 (奥行 ）X 28.7 〜 45.5 (高さ ） mm (突起部除く） 

質量 

本体：約 2.8 kg * 4 (パッテリパック装着時） 

消費電力 

76.5 W (最大） /2.6 W (スリープ状態） /1.0 W (電源オフ時） 


** グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現しています。 

* 2 認定番号ラベルはコンピュータの底面に貼付されています。 

* 3 標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様）です。本製品は国内専用です ので 海外でお使いの場 
合は保証対象外となります。 

* 4 システム構成や使用環境により異なります。 
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機能仕様一覧 


無線 LAN * 1 (搭載時のみ) 


準拠規格 

IEEE 802.11 a : ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 
( J 52 AV 52 AV 53) 5 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

IEEE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

2 ,4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

データ転送速度 
(規格値）$ 2 

802.11 a / g : 54 Mbps 

802.1 lb : 11 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式 （ IEEE 802.11 a / g ) 

DS - SS 方式 （ IEEE 802.11 b ) 

伝送距離 
(理論値） 

111 Mbps :40 m ( IEEE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m ( IEEE 802.11 g ) /12 m ( IEEE 802.11 a ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 3 

セキュリテイ 

128/64 bitWEP 、 WPA 、 WPA 2 対応 

使用無線 
チヤンネル 

IEEE 802.1 la : 34/38/42/46 ch ( J 52) 、 36/40/44/48 ch ( W 52)、52/56/60/64 ch ( W 53) 
IEEE 802.1 lb : 1 〜 13 ch 

IEEE 802.1 lg : 1 〜 13 ch 


*' 本製品には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： WM 3945 ABG 
認証番号： 003 NY 0 5120 0209、 003 WY 05061 0210 
* 2 無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

* 3 実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの使用条件によって短くなります。 
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A 

AC アダプタ 

接続す 5. 

使 5. 

AC アダプタコネクタ . 

Administrator. 

Adobe Reader . 

インストール . 

AP (無線 LAN アクセスポイント） 

巳 

BIOS . 

BIOS Setup ユーテイリテイ . 

起動 . 

設定項目 . 

離値 . 

操作 . 


c 

Caps Lock フンフ . 

CD メディア 

読み込み•再生 . 

COA ラベル . 

CPU . 

C ドラィブ . 

分割•変更する……… 
C ドライブ以外のドライブ 

削除する . 

作成•変更する . 


D 

DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD メディア 

読み込み•再生.... 


F 

Fn キー . 71,74 

. 38 

. 58 G 

. 32 goo スティック . 28 

. 43 

. 28 H 

. 176 HDD 領域 . 79 

. 116 分割•変更•作成 . 222 

HDD (ハードディスクドライブ） . 78 

使う . 78 

. 147 データを消去する . 231 

. 149 不具合 . 198 

. 149 「 Hotkey 」 アイコン . 76 

. 157 Hotkey ユーテイリテイ . 28, 76 

. 163 インストール . 46,180 

. 150 

I 

IEEE 1394 コネクタ . 32,141，145 

. 31 InCD . 87 

. 84 J 

. 25 Java 2 Runtime environment . z 8 

.26 JWord .28,127 

.78 JWord Plugin .28 

.223 インストール .179 

.229 L 

.226 LAN ケーブル .112 

LAN コネクタ .32,145 

接続 .37 

.84 LCD 画面 .29 

:手入れ .216 

.84 LCD ユニット . 29,98 

稍合 . 197 


LCD ラツチ 


30 
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索引 


M 

MAC . ァドレスフィルタリング . 116 

Microsoft . NE 1 Framework . 28 

MS-IME . 72 

N 

Nero 7 Essentials .28 

インストール .178 

使い方 .86 

Norton Internet Security 90 日版 

インストール . 177 

NumLock ランプ . 31，73 

p 

Password の設疋 .154 

PC お役立ち情報 . 48 

PC . カード . 90 

イジヱクトボタン . 32 

f 具合 . 205 


S 

S/P DIF (光デジタルオーディオ出力）コネクタ 


. 30,110,145 

Scroll Lock ランプ . 31 

SODIMM (メモリ） 

稍合 . 205 

SSID . 116 

S - ビデオ出力端子 . 32,108,145 

T 

TPM (セキュリテイチップ） . 221 

稍合 . 202 

U 

. 76 

U 2 ^~ . 76 


USB . 88 

USB 機器 

接続と取り外し . 88 

ィ吏5 . 88 

USB コネクタ . 32,145 

USB マウス . 70 

V 

VGA コネクタ . 145 

W 

Wakeup On LAN . 113 

Windows 

インストール . 170 

Windows Defender .132 

Windows RE .210, 222 

Windows Vista 

インストール .171 

強制終了 . 55 

セットアップ . 40,43,44 

Windows Vista リカバリ DVD . 27 

Windows 回復環棟 . 210 

Windows キー . 75 

Windows メ ール . 125 

WinDVD . 28,84 

インストール . 178 

ぁ 

アクセスランプ . 31 

アップグレードサービス . 144 

ァップデート 

Adobe Reader . 177 

Nero . 87 

アドミニストレーター . 43 

アプリケーションキー . 75 

アプリケーションの強制終了 . 55 
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索引 


アルフアベットの入力 . 73 

い 

インスタントキー . 76 

インストール 

Adobe Reader . 176 

goo スティック . 179 

Hotkey ューテイリテイ . 180 

JWord Plugin . 179 

Nero 7 Essentials .178 

Windows .170 

WinDVD .178 

各種ドライバ . 181 

セキュリティソフトウエア . 177 

セキュリテイチップューテイリテイ….180, 221 

本体ドライバ . 175 

マニュアルびゆ一わ . 177 

リカノ《リツーノレ . 174 

インストール時の不具合 . 192 

インターネット 

接続 . 123 

インフォメーシヨンキー . 31 

インフォメーシヨンメニュー . 28,47 

ぅ 

ウイルス . 130 

え 

液晶ディスプレイ . 98 

お 

オーディオ機器の接続 . 110 

お手入れ . 216 

お問い合わせ情報シール . 25 

オペレーティングシステム （ OS ). 19 

音量の調節 . 109 


か 

解像度の変更 . 100 

書き込み 

光ディスクメディア . 85 

各種ドライバ 

インストール . 181 

各部の名称と働き . 29 

カスタマイズ . 22 

かな入力 . 72 

画面表示 . 98 

管理者 . 43,51，168 

ぎ 

キーボード . 71 

T 具合 . 195 

機能キー . 71 

機能仕様一覧 . 233 

強制終了 

Windows . 55 

アプリケーシヨン . 55 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 83 

記録メディア . 9 

< 

クリック . 68 

クローン . 103 

け 

警告音 . 213 

警告メッセージ . 213 

検索 

goo スァィック . 127 

JWord . 127 
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コピーコントロール CD . 80 

コンピュータウイルス . 125 

コンピュータ本体の不具合 . 190 

コンピュータを購入時の状態にする . 171 

コンピュータ名 . 43 

さ 

再インスト^ーノレ . 166 

必要なメディア . 167 


す 

数驗一 . 71 

数値の入力 . 73 

スクロール . 69 

スタートボタン . 20 

スタートメニュー . 20 

スピードステツプ機能 . 141 

スリープ状態 . 52,137 


せ 


冉起動 . 54 

サウンド機能 . 109 

サポート情報検索 . 49 

し 

システム診断ツール . 27 

HDD のデータ消去 . 231 

システム診断の実行 . 207 

システムの拡張 . 143 

システムの復元 . 208 

シャツトダウン . 52,53 

終了 

通常 . 52 

電源を切る . 52 

餓 . 233 

消去禁止領域 . 27, 222 

省電力機能 . 50 

f 具合 . 193 

省電力状態 

移行させない設定 . 138 

移行方法 . 138 

復帰方法 . 140 

情報バー . 127 

使用•保管時の注意 . 8 

初期設定ツール . 46 


制御キ'— . /I 

セーフモード . 100, 208 

セキュリティ機能 . 221 

セキュリティソフトウエア . 130 

インストール . 177 

セキュリテイチップ 

f 具合 . 202 

セキュリテイチップユーテイリテイ . 28 

インストール . 180, 221 

設定 . 171 

セキュリテイチップ ( TPM ). 221 

セキュリティロックスロット . 29,142 

接続と取り外し 

USB 腿 . 88 

セットアップ 

Windows . 40 

\Vindows vista . 43 

セットアップ終了後の作業 . 46 

そ 

外付けディスプレイ . 102 

解像度と表示色 . 106 

キーボードで操作する場合 . 104 

接続 . 102 

テレビに表示する . 108 


238 


























































索引 


ソフトウェア 

T 具合 . 202 

た 

タッチパッド . 67 

不具合 . 196 

タッチパッドキー . 31 

ダブルクリック . 68 

ち 

直接入カモード . 72 

通知領域 . 20 

て 

ディスクの管理 . 180 

デイスプレイ （ LCD ) . 98 

T 具合 . 197 

データの暗号化 . 221 

テレビへの接続 . 108 

電源スイッチ . 31 

電源の入れ方 . 42 

電源プラン . 135 

電源ランプ . 30 

電源を切る . 53 

強制的 . 55 

添付されているソフトウェア . 27 

と 

ドラッグアンドドロップ . 68 

とらぶる解決ナビ . 48 

「取り外し」アイコン . 88 

な 

内蔵ステレオスピーカ . 109 


内蔵スピーカ 

賴合 . 206 

に 

日本語入カシステム . 72 

日本語入カモード . 72 

ね 

ネットヮーク（有線 LAN ). 112 

は 

パーテイシヨン . 227 

ハードディスクドライブ ( HDD ). 78 

T 具合 . 198 

領域の分割，変更，作成 . 222 

パスワード . 43 

パスワードの設定 . 154 

バックアップ . 171，217 

バックアツプ C.D 

インストール . 219 

作成 . 218 

ノぐツクライト . 99 

バッテリ 

リフレッシュ . 63 

パッテリ充電ランプ . 30 

パッテリ低下 

設定 . 62 

通知 . 61 

ノくツテリノペック . 33 

嫌 . 64 

装着する . 35 

使5 . 58 

T 具合 . 194 

ハングアップ . 55 


239 


















































索引 


ひ 

光ディスクドライブ . 80 

T 具合 . 198 

光ディスクメディア 

書き込み . 85 

光デジタルオーディオ出力 ( S / PDIF ) コネクタ 

. 30,110,145 

ビデオプロジェクタ . 102 

表示色の変更 . 100 

標準ユーザー . 51 


ふ 

ファイル削除 


リカパリ ツール . 176 

フイ ッシング詐欺検出機能 . 132 

フォノレダメニ ュ ^ . 50 

復元ポイントを手動で作成する . 209 

へ 

へッドフォン出カコネクタ . 30,110,145 

ほ 

本機の終了方法 . 52 

本体ドライバ 

インストール . 175 

ま 

マイク入カコネクタ . 30,110,145 

マウスの接続 . 70 

マニュアルびゆ一わ . 28, 48 

インストール . 177 

む 

無線 LAN . 114 

無線 LAN アクセスポイント . 116 

無線 LAN 機能 


f 具合 . 201 

無線 LAN 状態ランプ . 30,118 

無線 LAN スイッチ . 30 

め 

メ ' —力'—情幸 B . 169 

メディァの強制取り出し . 83 

/モ!;カード、 . 94 

f 具合 . 206 

メモリカードスロット . 30,145 

メモリ ( SODIMM ) 

T 具合 . 205 

ち 

文字キー . 71 

文字を入力するには . 72 

ゆ 

ユーザーァカウント . 51 

ユーザーァカウント制御 . 51 

ユーザーサポー h ページ . 49 

ユーザー名 . 43 

ら 

ライセンス認、証 . 45 

ライティングソフト . 85 

0 

リカバリ . 166 

リカバリ DVD . 27,167 

リカバリツール . 27 

インストール . 174 

バックアップ CD の作成 . 218 

ファイル削除 . 176 

リカバリツール CD . 27,167 

リセットホール . 33, 56 
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リチウム電池の交換 . 230 

リモートブート . 113 

領域の作成 . 180 
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使用限定について 

本製品は、 0 A 機器として使用されることを目的に開発.製造されたものです。 

本製品を航空機 • 列車 • 船舶 • 自動車などの運行に直接関わる装置 • 防災防犯装置 • 各種安全装置など 
機能•精度などにおいて高!/ヽ信頼性 • 安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステ 
ム全体の信頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システ 
ム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高い信頼性 • 安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはご使用にならないでください。 

本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理 • 保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 


電波障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取 
り扱いをしてください。 

瞬時電圧低下について 

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格を 
満足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合が生じることがあ 
ります。 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご使用で約5年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修理をお約束するものではありません。なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期 
にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交換（有料）が必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 


国際 エネルギースター プログラムについて 



国際 エネルギースター プログラムは、 コンピュータを はじめとした オフィス 機器 
の 省エネルギー化 推進のための国際的なプログラムです。 

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネル 
ギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


JIS C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 




PC リサイクルマークについて 


リサイクル 


PC リサイクルマーク付きの当社製品は、当社が無償で回収、再資源化いたします。 
詳細は下記ホームページをご参照ください。 

http :// www . epson . jp / ecology / index.html 


Macrovision 著作権保護技術について 

本製品が採用している Macrovision 著作権保護技術は 、 Macrovision Corporation および他が所有する知的 
財産権や米国特許によって保護されています。 

この技術の使用には Macrovision Corporation の認可が必要です。また 、 Macrovision Corporation の許可な 
しに、家庭内や限られた範囲での視聴目的以外に使用することはできません。 リバースエンジニアリン 
グや、分解は禁止されています。 

* Macrovision 著作権保護技術とは、 DVD などの映像コピー防止に関する技術です。 

著作権保護法について 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で使用することはできません。 

テレビ . ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像や音声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、私的範囲を越 
えて配布•配信する場合は、事前に著作権者（放送事業者や実演家などの隣接権者を含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権者に無断でこれらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ご注意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Media 、 ActiveX、Internet Explorer! ま米因 'Microsoft Corporation 

の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

Intel 、 インテル 、 Intel ロゴ 、 Intel Core、Core Inside 、 Celeron、Intel SpeedStep は、アメリカ合衆国およ 
びその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標または登録商標です。 

PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

Symantec、Symantec ロゴ 、 Norton Internet Security N LiveUpdate は Symantec Corporation の登録商標です。 
Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他の 
国における商標または登録商標です。 

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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